
 

科目名 経済学研究の理論と方法 開講年度 2025 

担当者 グスタボ・バルダス 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 経済学研究のための数学と経済研究のアプローチ 

授業の目的及び概要 

本講義の主な目的は、先ず、受講生が取り組んでいる研究活動を行うための研究方法の知識を

修得し、マクロ経済学、ミクロ経済学、計量経済学の学修にとって必要な数学の知識及び手法

を修得させることである。更に、研究方法に関して、修士論文の研究テーマに関する問題意識、

研究テーマの確定、文献研究の方法、データベースの使い方についての手法を修得させること

である。 

履修条件・留意点 

DP との関連 ― 

学修の到達目標 
1. 数学的基礎知識を修得し、数学モデルを使う先行文献について説明することができる。

2. 修士論文に必要な研究方法の知識を修得し、研究テーマについて分析することができる。

資格・検定試験への対応 

フィードバックの方法 課題への解答にコメントする。課題の再提出も認める。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

テキスト

テキストを使用しないが、以下の参考書、インターネ

ットサイト、データベースを利用して作成した資料を

Learning Portal の「授業内容/教材」にアップする。 

ISBN 特にない。 

参考書 

① Fundamental Methods of Mathematical Economics

4th Edition, Alpha C. Chiang and Kevin

Wainwright, McGraw Hill Higher Education，2005 年

② 現代経済学の数学基礎[第 4 版]〈上〉 ，A.C. チャ

ン・K. ウエインライト，シーエーピー出版，2010 年

研究活動に役に立つインターネットサイトやデータベ

ース

インターネットサイト

https://www.bloomberg.com/asia

https://www.reuters.com/

http://www.ibtimes.com/

https://edition.cnn.com/

https://www.bbc.com/

https://www.nikkei.com/

データベース

IMF: 

https://www.imf.org/ 

WORLD BANK: 

https://data.worldbank.org/ 

e-Stat:

https://www.e-stat.go.jp/

JETRO:

https://www.jetro.go.jp/

日本銀行： 

https://www.boj.or.jp/ 

外務省： 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/ 

財務省： 

ISBN 
①0071238239

②4916092880
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https://www.mof.go.jp/ 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

本科目では、様々な経済現象が数学的なモデルによって分析される。授業を理解するための基

礎的な数学の知識を丁寧に教えるので、予習と復習に励む学生は問題なく理解できると思う。

更に、修士論文の作成に必要な文献やデータの収集法などについてアドバイスをする。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 授業の案内を行う。 

予習：「授業 1  授業の案内」を読んで下さい。 

復習：「練習 1  経済学の分析のための数学」を解い

て、オンラインで回答してください。 

1 時間 

第２回 対面 
指数関数の応用問題、単調関数、逆関数に

ついて学修する。 

予習：「授業 2  関数と指数の法則」を読んで下さい。 

復習：「練習 2  関数と指数の法則」を解いて、オン

ラインで回答してください。 

4 時間 

第３回 対面 
方程式の解き方、連立方程式、不等式など

について学修する。 

予習：「授業 3  方程式の解き方」を読んで下さい。 

復習：「練習 3  方程式と連立方程式の解き方」を解

いて、オンラインで回答してください。 

4 時間 

第４回 対面 極限と微分について学修する。 

予習：「授業 4  極限と微分」を読んで下さい。 

復習：「練習 4  極限と微分」を解いて、オンライン

で回答してください。 

4 時間 

第５回 対面 微分の法則について学修する。 

予習：「授業 5   微分の法則」を読んで下さい。 

復習：「練習 5   微分の法則」を解いて、オンライン

で回答してください。 

4 時間 

第６回 対面 指数関数と対数関数について学修する。 

予習：「授業 6  指数関数と対数関数」を読んで下さ

い。 

復習：「練習 6  指数関数と対数関数」を解いて、オ

ンラインで回答してください。 

4 時間 

第７回 対面 
1変数の関数の最適化問題について学修す

る。 

予習：「授業 7   1 変数の関数の最適化問題」を読ん

で下さい。 

復習：「練習 7  １変数の関数の最適化問題」を解い

て、オンラインで回答してください。 

4 時間 

第８回 対面 関数の解析について学修する。 

予習：「授業 8  関数の解析」を読んで下さい。 

復習：「練習 8  関数の解析」を解いて、オンライン

で回答してください。 

4 時間 

第９回 対面 積分について学修する。 

予習：「授業 9  積分」を読んで下さい。 

復習：「練習 9  積分」を解いて、オンラインで回答

してください。 

4 時間 

第１０回 対面 
2変数の関数の最適化問題について学修す

る。 

予習：「授業 10  2 変数の関数の最適化問題」を読ん

で下さい。 

復習：「練習 10  2 変数の関数の最適化問題」を解い

て、オンラインで回答してください。 

4 時間 

第１１回 対面 企業の利潤最大化問題について学修する。 

予習：「授業 11  企業の利潤最大化問題」を読んで下

さい。 

復習：「練習 11  企業の利潤最大化問題」を解いて、

オンラインで回答してください。 

4 時間 
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第１２回 対面 
等式制約の下での最適化問題について学

修する。 

予習：「授業 12  等式制約の下での最適化問題」を読

んで下さい。 

復習：「練習 12  等式制約の下での最適化問題」を解

いて、オンラインで回答してください。 

4 時間 

第１３回 対面 
効用最大化問題と費用最小化問題につい

て学修する。 

予習：「授業 13 効用最大化問題と費用最小化問題」

を読んで下さい。 

復習：「練習 13 効用最大化問題と費用最小化問題 」

を解いて、オンラインで回答してください。 

レポート試験の準備を行ってください。 

5 時間 

第１４回 対面 産業連関表について学修する。 

予習：「授業 14  産業連関表」を読んで下さい。 

復習：「練習 14  産業連関表」の課題を行って、オン

ラインで回答してください。 

レポート試験の準備を行ってください。 

5 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

日本の産業連関表について学修する。 

定期試験に向けて復習を行う。 

予習：「授業 15  日本の産業連関表」を読んで下さ

い。 

復習：「練習 15  日本の産業連関表」の課題を行っ

て、オンラインで回答してください。 

レポート試験の準備を行ってください。 

5 時間 
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科目名 ミクロ経済学特論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 朱 東平 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 経済主体の意思決定と競争均衡 

授業の目的及び概要 

ミクロ経済学は、家計や企業など、個々の経済主体の行動に着目し、効率的な資源配分を追求・

研究する学問である。 

 本講義では、消費者（家計）の理論、生産者（企業）の理論、市場均衡、一般均衡など、ミク

ロ経済学における各分野の理解と、それを数学的分析によって表現するための手法について講

義を行う。 

 本講義は専門知識・能力の高度化を図る科目である。本講義の内容は、修士論文を執筆する

上で重要な知識となるほか、国際経済特論、経済政策特論、産業組織特論等の講義科目を受講

するためにも必要な知識であり、確実に理解することが望まれる。 

履修条件・留意点 
この科目の授業は、微分を中心とした数学を用いて行うので、事前に関連した数学の知識を復

習してください。 

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

本講義では、大学院における学修に必要となるレベルのミクロ経済学の知識を理解し、現実の

経済において企業の戦略や政府の政策が及ぼす影響について研究するための分析力を修得する

ことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 小テストは採点した上で返却する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

ラーニングポータルで科目担当者作成の講義ノートを

配布するので、予習・復習など授業外の学修に活用し

てください。 

ISBN なし 

参考書 

予習・復習の際、下記の参考書を授業と並行して読ん

でください。 

①Andreu Mas-Colell，Michael D. Whinston, and 

Jerry R. Green， Microeconomic Theory， Oxford 

University Press，1995 

ISBN ①9780195073409 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

ミクロ経済学は経済学の基礎である。この授業の内容は、数学を用いて論証するが、数学その

ものではなく、経済学であることに留意してください。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

授業の概要、進め方、授業中の注意点、成

績評価の基準・方法について説明する。 

（なお、2回目以降の内容は計画であり、

授業の進行に合わせて変更することがあ

ります。） 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第 1 回講

義ノート」と「第 2回講義ノート」を用いて予習して

ください。 

【復習】「第 1回講義ノート」と「第 2 回講義ノート」

を読み直して、授業で学修した内容を確認してくだ

さい。 

4 時間 

第２回 対面 
消費者行動の理論（１） 

予算制約と効用最大化について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第 2 回講

義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第 2回講義ノート」を読み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時間 

第３回 対面 

消費者行動の理論（２） 

需要関数と補償需要関数について説明す

る。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第３回講

義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第３回講義ノート」を読み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時間 

第４回 対面 

消費者行動の理論（３） 

代替効果、所得効果とスルツキー方程式に

ついて説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第４回講

義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第４回講義ノート」を読み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時間 

第５回 対面 
生産者行動の理論（１） 

最適化の行動について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第５回講

義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第５回講義ノート」を読み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時間 

第６回 対面 
生産者行動の理論（２） 

費用関数について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第６回講

義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第６回講義ノート」を読み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時間 

第７回 対面 
生産者行動の理論（３） 

生産関数について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第７回講

義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第７回講義ノート」を読み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時間 

第８回 対面 
市場均衡（１） 

財市場の均衡について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第８回講

義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第８回講義ノート」を読み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時間 

第９回 対面 
市場均衡（２） 

生産要素市場の均衡について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第９回講

義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第９回講義ノート」を読み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時間 

第１０回 対面 
市場均衡（３） 

均衡の安定性について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第１０回

講義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第１０回講義ノート」を読み直して、演習

問題を考えてください。 

4 時間 

第１１回 対面 
一般均衡（１） 

純粋交換について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第１１回

講義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第１１回講義ノート」を読み直して、演習

問題を考えてください。 

4 時間 

第１２回 対面 
一般均衡（２） 

生産と交換について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第１２回

講義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第１２回講義ノート」を読み直して、演習

問題を考えてください。 

4 時間 

第１３回 対面 
一般均衡（３） 

均衡の安定性と一意性について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第１３回

講義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第１３回講義ノート」を読み直して、演習

問題を考えてください。 

4 時間 

第１４回 対面 
厚生経済学 

パレート最適性について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第１４回

講義ノート」を用いて予習してください。 
4 時間 
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【復習】「第１４回講義ノート」を読み直して、演習

問題を考えてください。 

第１５回 
オンデ

マンド 

定期試験に向けて、これまでの内容の総復

習をオンデマンドで配信します。 

【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、配布され

た講義ノートの練習問題を解き、これまでの学修内

容の総復習を行ってください。 

4 時間 
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科目名 ミクロ経済学特論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 朱 東平 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 戦略的行動とインセンティブ 

授業の目的及び概要 

ミクロ経済学は、家計や企業など、個々の経済主体の行動に着目し、効率的な資源配分を追求・

研究する学問である。 

 本講義では、ゲーム理論、不完全競争の理論、情報の経済学など、ミクロ経済学における各

分野の理解と、それを数学的分析によって表現するための手法について講義を行う。また、現

実の経済において、企業の戦略や政府の政策がどのような影響を及ぼすかという問題について

も学修する。 

 本講義は専門知識・能力の高度化を図る科目である。本講義の内容は、修士論文を執筆する

上で重要な知識となるほか、国際経済特論、経済政策特論、産業組織特論等の講義科目を受講

するためにも必要な知識であり、確実に理解することが望まれる。 

履修条件・留意点 
この科目の授業は、微分を中心とした数学を用いて行うので、事前に関連した数学の知識を復

習してください。 

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

本講義では、大学院における学修に必要となるレベルのミクロ経済学の知識を理解し、現実の

経済において企業の戦略や政府の政策が及ぼす影響について研究するための分析力を修得する

ことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 小テストは採点した上で返却する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

ラーニングポータルで科目担当者作成の講義ノートを

配布するので、予習・復習など授業外の学修に活用し

てください。 

ISBN なし 

参考書 

予習・復習の際、下記の参考書を授業と並行して読ん

でください。 

①Andreu Mas-Colell，Michael D. Whinston, and 

Jerry R. Green， Microeconomic Theory， Oxford 

University Press，1995 

ISBN ①9780195073409 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 50 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

ミクロ経済学は経済学の基礎である。この授業の内容は、数学を用いて論証するが、数学その

ものではなく、経済学であることに留意してください。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

授業の概要、進め方、授業中の注意点、成

績評価の基準・方法について説明する。 

（なお、2回目以降の内容は計画であり、

授業の進行に合わせて変更することがあ

ります。） 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第 1 回講

義ノート」と「第 2回講義ノート」を用いて予習して

ください。 

【復習】「第 1回講義ノート」と「第 2 回講義ノート」

を読み直して、授業で学修した内容を確認してくだ

さい。 

4 時間 

第２回 対面 
ゲーム理論（１） 

戦略型ゲームについて説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第 2 回講

義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第 2回講義ノート」を読み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時間 

第３回 対面 
ゲーム理論（２） 

展開型ゲームについて説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第３回講

義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第３回講義ノート」を読み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時間 

第４回 対面 
ゲーム理論（３） 

協力ゲームについて説明する 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第４回講

義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第４回講義ノート」を読み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時間 

第５回 対面 
不完全競争の理論（１） 

独占について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第５回講

義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第５回講義ノート」を読み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時間 

第６回 対面 
不完全競争の理論（２） 

クールノー均衡について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第６回講

義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第６回講義ノート」を読み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時間 

第７回 対面 

不完全競争の理論（３） 

シュタッケルベルク均衡について説明す

る。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第７回講

義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第７回講義ノート」を読み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時間 

第８回 対面 
不完全競争の理論（４） 

ベルトラン均衡について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第８回講

義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第８回講義ノート」を読み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時間 

第９回 対面 
外部性（１） 

外部性と市場の失敗について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第９回講

義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第９回講義ノート」を読み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時間 

第１０回 対面 
外部性（２） 

外部性の解決方法について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第１０回

講義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第１０回講義ノート」を読み直して、演習

問題を考えてください。 

4 時間 

第１１回 対面 
公共財（１） 

公共財の最適供給について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第１１回

講義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第１１回講義ノート」を読み直して、演習

問題を考えてください。 

4 時間 

第１２回 対面 
公共財（２） 

公共財の自発的供給について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第１２回

講義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第１２回講義ノート」を読み直して、演習

問題を考えてください。 

4 時間 

第１３回 対面 
不確実性と情報（１） 

不確実性下の意思決定について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第１３回

講義ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第１３回講義ノート」を読み直して、演習

問題を考えてください。 

4 時間 

第１４回 対面 
不確実性と情報（２） 

情報の非対称性について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに掲載される「第１４回

講義ノート」を用いて予習してください。 
4 時間 
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【復習】「第１４回講義ノート」を読み直して、演習

問題を考えてください。 

第１５回 
オンデ

マンド 

定期試験に向けて、これまでの内容の総復

習をオンデマンドで配信します。 

【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、配布され

た講義ノートの練習問題を解き、これまでの学修内

容の総復習を行ってください。 

4 時間 
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科目名 マクロ経済学特論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 中嶋 哲也 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 経済成長理論と日本経済の成長 

授業の目的及び概要 

本講義では、経済成長理論を学修する。総所得の増大がなぜ起きるのか、国家間の所得格差は

なぜ生じるか等、長期にわたる経済成長の基本的仕組みを理解することを目的とする。まず、

近代的な成長理論の出発点であるハロッド・ドーマーモデルを簡単に振り返る。次に、ソロー

成長モデル、世代重複モデル、R&D 活動を考慮した成長モデルについて学修する。さらに、日本

経済の成長や最近の動向についても学修する。長期的経済動向を考える力は、自らの将来を計

画するうえでも役立つであろう。学生の研究テーマを意識しながら授業の内容を説明し、受講

生の研究テーマと授業内容の関連性にも言及する。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

長期における経済成長の理論を学修しつつ、経済学研究にとって重要であるマクロ経済学的な

ものの見方を獲得する。そして、自ら経済成長のメカニズムや日本経済の動向を説明できる能

力、そして将来の見通しを予測できる能力を修得することを目標とする。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
毎回の授業中及び最後に質疑応答の時間を設け、質問へのフィードバックおよびコミュニケー

ションをはかる。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキストは使用しないが、資料を Learning Portal の

「授業内容/教材」にアップする。 
ISBN 特になし。 

参考書 

①上級マクロ経済学[原著第 3 版]，デビッド ローマ

ー(著) 堀 雅博・岩成 博夫・南條 隆 (翻訳)，日本

評論社，2010 年 

②Advanced Macroeconomics 5th edition ， David 

Romer，McGraw-Hill Education，2018 年 

ISBN 
① 9784535554931 

② 9781260185218 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 70 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

学生が自分自身で行う研究は、何らかの形でマクロ経済の動向と関係していることが多い。マ

クロ経済学をより深く勉強することによって、問題を広い視野で扱うことができ、より充実し

た結論が得られるであろう。なお、本講義でマクロ経済モデルを理解するためには、基礎的な

数学の知識が必要である。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 授業の案内を行う。 

予習：自ら予定している研究課題とマクロ経済との

関係を考えておく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 

4 時間 

第２回 対面 

ハロッド・ドーマーモデル１ 

近代的成長理論の出発点となったハロッ

ド・ドーマーモデルを説明する。 

予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第３回 対面 

ハロッド・ドーマーモデル２ 

ハロッド・ドーマーモデルの説明を完了す

る。 

予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第４回 対面 ソロー成長モデルを説明する。 
予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第５回 対面 
ソローモデルで貯蓄率と経済成長との関

係を検討する。 

予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第６回 対面 ソローモデルで経済格差を検討する。 
予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第７回 対面 AK モデルを説明する。 
予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第８回 対面 
ソローモデルとミクロ経済学との接合に

ついて説明する。 

予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第９回 対面 
ソローモデルで家計間資産格差を検討す

る。 

予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第１０回 対面 標準的世代重複モデルを説明する。 
予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第１１回 対面 
日本経済の高度成長、低成長、長期停滞に

ついて説明する。 

予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第１２回 対面 高度成長のモデルについて説明する。 
予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第１３回 対面 
低成長・長期停滞のモデルについて説明す

る。 

予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第１４回 対面 
日本経済の成長に関するモデルについて、

まとめを行う。 

予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

全体の授業内容を振り返り、今後の課題等

について説明する。 

予習：今までの資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 
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科目名 マクロ経済学特論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 中嶋 哲也 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 短期におけるマクロ経済政策の効果 

授業の目的及び概要 

本講義では、短期のマクロ経済理論を修得する。短期的なマクロ経済の動きや経済政策の効果

を明瞭に説明することを目的とする。財・サービス市場、貨幣市場のつながりを表す IS-LM モ

デルや開放経済モデル（マンデルフレミングモデル）における経済政策の効果について学修す

る。最後に、日本経済における失業、金融政策・財政政策についても学修する。日々生じてい

るマクロ経済の動きを把握できる基礎力は、将来の職業生活においても大いに役立つであろう。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

本講義では、マクロ経済モデルにおける消費と投資の理論や失業の原因、金融政策と財政政策

についての理論的なモデルについて学修する。経済学研究にとって重要なマクロ経済学の知識

を身につけることで、日本経済のマクロ経済動向や政策の効果について説明できることを目標

とする。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
毎回の授業中および最後に質疑応答の時間を設け、質問へのフィードバックおよびコミュニケ

ーションをはかる。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキストは使用しないが、資料を Learning Portal の

「授業内容/教材」にアップする。 
ISBN 特にありません。 

参考書 

①上級マクロ経済学[原著第 3 版]，デビッド ローマ

ー(著) 堀 雅博・岩成 博夫・南條 隆 (翻訳)，日本

評論社，2010 年 

②Advanced Macroeconomics 5th edition ， David 

Romer，McGraw-Hill Education，2018 年 

ISBN 
① 9784535554931 

② 9781260185218 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 70 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

学生が自分自身で行う研究には、マクロ経済の動向が関係している場合が多い。マクロ経済学

をより深く勉強することによって、より充実した結論が得られる。本講義で勉強するマクロ経

済モデルを理解するためには、基礎的数学の知識が必要である。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 授業の案内を行う。 
予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 
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第２回 対面 
短期における総生産と政府支出との関係

を説明する。 

予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第３回 対面 乗数効果の詳しい説明を行う。 
予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第４回 対面 均衡財政乗数について説明する。 
予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第５回 対面 貨幣について説明する。 
予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第６回 対面 利子率について説明する。 
予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第７回 対面 金融政策の効果について説明する。 
予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第８回 対面 
財市場と貨幣市場の相互作用について説

明する。 

予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第９回 対面 IS-LM 分析について説明する。 
予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第１０回 対面 
IS-LM モデルで不況期の諸問題を説明す

る。 

予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第１１回 対面 
開放経済を分析する基本的枠組みについ

て説明する。 

予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第１２回 対面 
修正マンデルフレミングモデルについて、

説明する。 

予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第１３回 対面 
修正マンデルフレミングモデルで、いくつ

かの事例を検討する。 

予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第１４回 対面 金融緩和とバブル経済について説明する。 
予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

今までの内容を振り返り、今後の課題等に

ついて説明する。 

予習：資料を読んでおく。 

復習：授業内容を振り返っておく。 
4 時間 
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科目名 計量経済学特論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 髙林 喜久生 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 実証分析に必要な基本的な回帰分析手法の習得。 

授業の目的及び概要 

計量経済学特論Ⅰ及び計量経済学特論Ⅱを通じて実証研究に必要な計量経済学的手法をバラン

スよく身につけることを目的とする。 

授業は、テキストの解説とＰＣ実習を軸に実践的に進めていく。PC 自習にあたっては、EXCEL と

フリーの計量分析ソフトである gretl を用いる。計量経済学特論Ⅰでは、基本的な回帰モデル

の特定化、推定、検定ができるようになることを目的とする。また基本的な時系列モデルの仕

組みについても学修する。計量経済学特論Ⅱでは、プロビット・モデル、ロジット・モデルな

どの質的変数のモデル分析、パネルデータ分析などミクロ計量経済分析手法の修得を目的とす

る。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 
本講義では計量経済学的手法について実践的に習得し、自らの眼と腕で実証研究ができるよう

になることを目標とする。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
課題に対して毎回フィードバックをする。必要があれば、改めて説明する。課題の再提出も認

める。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、銀行員を 1977 年から 10 年以上経験しており、同期間内には、大蔵省に

出向し、財政金融研究所主任研究官を務める等の経験も有している。本科目では、これらの経

験を生かした授業を行う。 

テキスト 
①『実証分析のための計量経済学』，山本勲，中央経済

社，2015 年 
ISBN ①9784502168116 

参考書 

①『やさしい計量経済学』，加藤久和，オーム社，2019

年 

②『44 の例題で学ぶ計量経済学』，唐渡広志，オーム

社，2018 年 

③『初歩からの計量経済学（第 2 版）』，白砂提津耶，

日本評論社，2007 年 

ISBN 

①9784274224539 

②9784274069314 

③9784535554979 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

教科書に即して授業を行う。特論Ⅰでは教科書の前半部分（第 1 章～第 6 章）を利用して基本

的な回帰分析手法を、特論Ⅱでは教科書の後半部分（第 7章～第 12 章）を利用してミクロ計量

経済分析手法を学ぶ。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 

イントロダクション：授業の概要や到達目

標、評価方法についてガイダンスを行う。

計量経済学の有用性や経済データの扱い

方についても解説する。 

【予習】講義資料を事前に配付しますので目を通し

ておいてください。 

【復習】配付資料を読み直してください。「現時点で

関心のある研究のテーマ」を記入して、オンラインで

提出してください（１時間程度）。 

4 時間 

第２回 対面 

計量経済学はどのような学問かを詳しく

解説する。計量経済学は、ともすると「机

上の話」に見える経済理論と現実の経済の

動き（データ）のかけはしとなる。 

【予習】テキストの「第 1 章 計量経済学とは何か」

を読んでおいて下さい（Ⅰ時間）。 

【復習】テキストの「第 1 章 計量経済学とは何か」

を読み直し、講義で得た知識を確認してください。 

4 時間 

第３回 対面 

計量経済学のエッセンス（その 1）：因果関

係の意味や様々なデータの種類（時系列・

横断面・パネル）や推定結果を理解するた

めの用語や概念について学修する。 

【予習】テキストの「第 2 章 計量経済学のエッセン

ス 1」を読んでおいて下さい（2時間）。 

【復習】テキストの「第 2 章 計量経済学のエッセン

ス 1」を読み直すとともに、復習課題を用いて行って

ください（2 時間程度）。 

4 時間 

第４回 対面 

計量経済学のエッセンス（その 2）：様々な

形の回帰分析（単回帰分析や重回帰分析）

とその活用方法と多重共線性の問題など

注意点ついて学修する。 

【予習】テキストの「第 3 章 計量経済学のエッセン

ス 2」を読んでおいて下さい（2時間）。 

【復習】テキストの「第 3 章 計量経済学のエッセン

ス 2」を読み直すとともに、復習課題を用いて行って

ください（2 時間程度）。 

4 時間 

第５回 対面 

計量経済学のエッセンス（その 3）：質的情

報を扱うためのダミー変数の取扱いを学

修する。 

【予習】テキストの「第 3 章 計量経済学のエッセン

ス 2」を読んでおいてください（2 時間）。 

【復習】テキストの「第 3 章 計量経済学のエッセン

ス 2」を読み直すとともに、復習課題を行ってくださ

い（2 時間程度）。 

4 時間 

第６回 対面 

実証分析例（その 1）：回帰分析を用いた推

定結果の具体例をいくつかを示すととも

に、受講生自らが回帰分析に関する例題を

行い、その結果の見方について実践的に解

説する。 

【予習】テキストの「第 4 章 計量経済学を用いた実

証分析の具体例」を読んでおいてください（2 時間）。 

【復習】テキストの「第 4 章 計量経済学を用いた実

証分析の具体例」を読み直すとともに、復習課題を行

ってください（2時間程度）。 

4 時間 

第７回 対面 

実証分析例（その 2）：前回に続いて回帰分

析を用いた推定結果のさらに具体例をい

くつかを示し、受講生自らが回帰分析に関

する例題を行い、その結果の見方について

実践的に解説する。 

【予習】テキストの「第 4 章 計量経済学を用いた実

証分析の具体例」を読んでおいてください（2 時間）。 

【復習】テキストの「第 4 章 計量経済学を用いた実

証分析の具体例」を読み直すとともに、復習課題を行

ってください（2時間程度）。 

4 時間 

第８回 対面 

実証分析例（その 3）：前回に続いて回帰分

析を用いた推定結果のさらに具体例をい

くつかを示し、受講生自らが回帰分析に関

する例題を、その結果の見方について実践

的に解説する。 

【予習】テキストの「第 4 章 計量経済学を用いた実

証分析の具体例」を読んでおいてください（2 時間）。 

【復習】テキストの「第 4 章 計量経済学を用いた実

証分析の具体例」を読み直すとともに、復習課題を行

ってください（2時間程度）。 

4 時間 

第９回 対面 

最小二乗法の仕組みと適用条件：最小二乗

法の仕組みを解説するとともに、最小二乗

法を適用しても望ましい結果が得られな

いケースについて、その対処法として考案

されている様々な推定法について説明す

る。 

【予習】テキストの「第 5 章 最小二乗法の仕組みと

適用条件」を読んでおいてください（2 時間）。 

【復習】テキストの「第 5 章 最小二乗法の仕組みと

適用条件 」を読み直すとともに、復習課題を行って

ください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１０回 対面 

系列相関：誤差項に自己相関がある場合、

系列相関があると言われ、そのとき最小二

乗法は望ましい結果が得られない。その判

断の仕方とその対処法を解説する。 

【予習】テキストの「第 5 章 最小二乗法の仕組みと

適用条件」を読んでおいてください（2 時間）。 

【復習】テキストの「第 5 章 最小二乗法の仕組みと

適用条件」を読み直すとともに、復習課題を行ってく

ださい（2時間程度）。 

4 時間 

第１１回 対面 

加重最小二乗法及び一般化最小二乗法（そ

の 1）：誤差項の分散が不均一である場合

や共分散がゼロでない場合への対処法と

しての加重最小二乗法・一般化最小二乗法

の解説を行う。 

【予習】テキストの「第 6 章 加重最小二乗法と一般

化最小二乗法」を読んでおいてください（2時間）。 

【復習】テキストの「第 6 章 加重最小二乗法と一般

化最小二乗法」を読み直すとともに、復習課題を行っ

てください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１２回 対面 
加重最小二乗法及び一般化最小二乗法（そ

の 2）：誤差項の分散が不均一である場合

【予習】テキストの「第 6 章 加重最小二乗法と一般

化最小二乗法（第Ⅰ節～第 3 節）」（第Ⅰ節～第 3 節）
4 時間 
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や共分散がゼロでない場合への対処法と

しての加重最小二乗法・一般化最小二乗法

のまとめを行う。 

を読んでおいてください（2 時間）。 

【復習】テキストの「第 6 章 加重最小二乗法と一般

化最小二乗法（第Ⅰ節～第 3 節）」を読み直すととも

に、復習課題を行ってください（2 時間程度）。 

第１３回 対面 

パネルデータ分析入門（その 1）：計量経済

学特論Ⅱにおいて応用パネルデータ分析

を取り上げるが、特論Ⅰにおいては簡単な

具体例を用いてパネルデータ分析手法の

エッセンスを学修する。 

【予習】テキストの「第 6 章 加重最小二乗法と一般

化最小二乗法（第 4 節）」を読んでおいてください（1

時間）。 

【復習】テキストの「第 6 章 加重最小二乗法と一般

化最小二乗法（第 4 節）」を読み直すとともに、復習

課題を行ってください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１４回 対面 

パネルデータ分析入門（その 2）：計量経済

学特論Ⅱにおいて応用パネルデータ分析

を取り上げるが、特論Ⅰにおいては簡単な

具体例を用いてパネルデータ分析手法の

エッセンスを学修する。 

【予習】パネルデータ分析に関する補足資料を事前

に配布するので読んでおいてください（1 時間）。 

【復習】配布したパネルデータ分析に関する補足資

料を読み直すとともに、復習課題を行ってください

（2時間程度）。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

まとめ：これまでの講義をまとめるととも

に、正しい推定手法と推定結果の読み取り

方について問題演習を行う。 

【予習】テキストの第 1 章から第 6 章を読み直して

でおいてください（2 時間）。 

【復習】テキストの第 1 章から第 6 章を読み直すと

ともに、全体の復習課題を行ってください（2 時間程

度）。 

4 時間 
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科目名 計量経済学特論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 髙林 喜久生 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 実証分析に必要な基本的なミクロ計量経済分析手法の修得。 

授業の目的及び概要 

計量経済学特論Ⅰ及び計量経済学特論Ⅱを通じて実証研究に必要な計量経済学的手法をバラン

スよく身につけることを目的とする。 

授業は、テキストの解説とＰＣ実習を軸に実践的に進めていく。PC 自習にあたっては、EXCEL と

フリーの計量分析ソフトである gretl を用いる。計量経済学特論Ⅰでは、基本的な回帰モデル

の特定化、推定、検定ができるようになることを目的とする。また基本的な時系列モデルの仕

組みについても学修する。計量経済学特論Ⅱでは、プロビット・モデル、ロジット・モデルな

どの質的変数のモデル分析、パネルデータ分析などミクロ計量経済分析手法の修得を目的とす

る。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

本講義では以下の項目について習得し、自らの眼と腕で実証研究ができるようになることを目

標とする。 

（1）表計算ソフト EXCEL を用いた経済分析に必要な統計分析手法及びデータベース作成 

（2）計量経済ソフト gretl（フリーソフト）を用いた計量経済学的手法 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
課題に対して毎回フィードバックをする。必要があれば、改めて説明する。課題の再提出も認

める。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、銀行員を 1977 年から 10 年以上経験しており、同期間内には、大蔵省に

出向し、財政金融研究所主任研究官を務める等の経験も有している。本科目では、これらの経

験を生かした授業を行う。 

テキスト 
①『実証分析のための計量経済学』，山本勲，中央経済

社，2015 年 
ISBN ①9784502168116 

参考書 

①『やさしい計量経済学』，加藤久和，オーム社，2019

年 

②『44 の例題で学ぶ計量経済学』，唐渡広志，オーム

社，2018 年 

③『初歩からの計量経済学（第 2 版）』，白砂提津耶，

日本評論社，2007 年 

ISBN 

①9784274224539 

②9784274069314 

③9784535554979 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 0 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 50 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

教科書に即して実習を中心に授業を行います。特論Ⅰでは教科書の前半部分（第 1 章～第 6 章）

を利用して基本的な回帰分析手法を、特論Ⅱでは教科書の後半部分（第 7 章～第 12 章）を利用

してミクロ計量経済分析手法を学びます。計量経済分析ソフトはフリーソフトの grerl を使用

しますが、ダウンロードやインストールから指導します。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

イントロダクション：授業の概要や到達目

標、評価方法についてガイダンスを行う。

あわせて計量経済学特論Ⅰのまとめを行

う。 

【予習】テキストの第 1 章から第 6 章までを目を通

しておいてください（2時間）。 

【復習】テキストの第 1 章から第 6 章までをあらた

めて読み返し、講義内容を確認しておいてください

（2時間）。 

4 時間 

第２回 対面 

プロビット・モデル（その 1）：線形確率モ

デルの問題点を取り上げ、その対処法とし

てのプロビット・モデルの仕組みを説明す

る。プロビット・モデルなどの非線形モデ

ルの推定に用いられる最尤法の仕組みを

解説する。さらにプロビット・モデルの推

定結果の読み取り方を説明する。 

【予習】テキストの「第 7 章 加重最小二乗法と一般

化最小二乗法」を読んでおいてください（2時間）。 

【復習】テキストの「第 7 章 加重最小二乗法と一般

化最小二乗法」をあらためて読み返すともに、復習課

題について gretl を用いて取り組んでください（2 時

間）。 

4 時間 

第３回 対面 

プロビット・モデル（その 2）：前回の授業

で取り上げたプロビット・モデルの仕組み

のまとめを行うとともに、gretlによる実

習に取り組む。 

【予習】テキストの「第 7 章 加重最小二乗法と一般

化最小二乗法」を読んでおいてください（2時間）。 

【復習】テキストの「第 7 章 加重最小二乗法と一般

化最小二乗法」をあらためて読み返すともに、復習課

題について gretl を用いて取り組んでください（2 時

間）。 

4 時間 

第４回 対面 

順序ロジット・モデルと多項ロジット・モ

デル（その 1）：被説明変数が複数の選択肢

からなる順序ロジット・モデルと多項ロジ

ット・モデルの仕組みを解説する。その推

定結果の読み取り方を解説する。 

【予習】テキストの「第 8 章 順序ロジットモデルと

多項目ロジットモデル」を読んでおいてください（2

時間）。 

【復習】テキストの「第 8 章 順序ロジットモデルと

多項目ロジットモデル」をあらためて読み返すとも

に、復習課題について gretl を用いて取り組んでく

ださい（2時間）。 

4 時間 

第５回 対面 

順序ロジット・モデルと多項ロジット・モ

デル（その 2）：前回の授業で取り上げた順

序ロジット・モデルと多項ロジット・モデ

ルの仕組みのまとめを行うとともに、gre

tl による実習に取り組む。 

【予習】テキストの「第 8 章 順序ロジットモデルと

多項目ロジットモデル」を読んでおいてください（2

時間）。 

【復習】テキストの「第 8 章 順序ロジットモデルと

多項目ロジットモデル」をあらためて読み返すとも

に、復習課題について gretl を用いて取り組んでく

ださい（2時間）。 

4 時間 

第６回 対面 

トービット・モデルとヘーキット・モデル

（その 1）：被説明変数に特定の値が多く

含まれる場合や、ある条件を満たすサンプ

ルしか被説明変数が観測されない場合、最

小二乗法は正しい結果を得られない。前者

への対処法であるトービット・モデル、後

者への対処法であるヘーキット・モデルに

ついてそれぞれの仕組みを解説し、推定結

果の読み取り方を説明する。 

【予習】テキストの「第 9 章 トービットモデルとヘ

ーキットモデル」を読んでおいてください（2 時間）。 

【復習】テキストの「第 9 章 トービットモデルとヘ

ーキットモデル」をあらためて読み返すともに、復習

課題について gretl を用いて取り組んでください（2

時間）。 

4 時間 

第７回 対面 

トービット・モデルとヘーキット・モデル

（その 2）：前回の授業で取り上げたトー

ビット・モデルとヘーキット・モデルの仕

組みの説明のまとめを行うとともに、gre

tl による実習に取り組む。 

【予習】テキストの「第 9 章 トービットモデルとヘ

ーキットモデル」を読んでおいてください（2 時間）。 

【復習】テキストの「第 9 章 トービットモデルとヘ

ーキットモデル」をあらためて読み返すともに、復習

課題について gretl を用いて取り組んでください（2

時間）。 

4 時間 

第８回 対面 

非線形モデルの実証分析の具体例：様々な

非線形モデルの推定結果の実践的な理解

を目指す。 

【予習】テキストの「第 10章 非線形モデルの実証

分析の具体例」を読んでおいてください（2時間）。 

【復習】テキストの「第 10章 非線形モデルの実証

分析の具体例」をあらためて読み返すともに、復習課

題について gretl を用いて取り組んでください（2 時

間） 

4 時間 

第９回 対面 
操作変数を用いた因果関係の特定：同時決

定・内生性バイアスがどのような問題でど

【予習】テキストの「第 11章 操作変数を用いた因

果関係の特定」を読んでおいてください（2時間）。 
4 時間 
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のようなときに生じやすいのか解説する。

また、その対処法としての操作変数法につ

いて説明する。あわせて gretlによる実習

に取り組む。 

【復習】テキストの「第 11章 操作変数を用いた因

果関係の特定」をあらためて読み返すともに、復習課

題について gretl を用いて取り組んでください（2 時

間） 

第１０回 対面 

パネルデータ分析と固定効果モデル（その

1）：パネルデータを用いた固定効果モデル

と変量効果モデルの仕組みについて解説

し、その選択の仕方や推定結果の正しい読

み取り方を説明する。 

【予習】テキストの「第 12章 パネルデータ分析と

固定効果モデル」を読んでおいてください（2 時間）。 

【復習】テキストの「第 12章 パネルデータ分析と

固定効果モデル」をあらためて読み返すともに、復習

課題について gretl を用いて取り組んでください（2

時間） 

4 時間 

第１１回 対面 

パネルデータ分析と固定効果モデル（その

2） パネルデータの具体的な作成方法を

解説する。具体例を用いて EXCELと gretl

による実習に取り組む。 

【予習】テキストの「第 12章 パネルデータ分析と

固定効果モデル」を読んでおいてください（2 時間）。 

【復習】テキストの「第 12章 パネルデータ分析と

固定効果モデル」をあらためて読み返すともに、復習

課題について gretl を用いて取り組んでください（2

時間） 

4 時間 

第１２回 対面 

パネルデータを活用した実証分析の具体

例（その 1）：パネルデータを用いた固定効

果モデルと変量効果モデルについて、具体

例を用いて gretl による実習に取り組む。 

【予習】事前に資料を配付するので読んでおいてく

ださい（2時間）。 

【復習】資料の内容をあらためて確認するともに、復

習課題について gretl を用いて取り組んでください

（2時間） 

4 時間 

第１３回 対面 

パネルデータを活用した実証分析の具体

例（その 2）：被説明変数のラグ付き変数が

説明変数に含まれるダイナミック・パネル

データモデルついて、具体例を用いて gre

tl による実習に取り組む。 

【予習】事前に資料を配付するので読んでおいてく

ださい（2時間）。 

【復習】資料の内容をあらためて確認するともに、復

習課題について gretl を用いて取り組んでください

（2時間） 

4 時間 

第１４回 対面 

サバイバル分析：パネルデータを用いて、

ある事象・状態（イベント）の持続期間の

決まり方を分析するのがサバイバル分析

である。当回ではサバイバル分析の取扱い

と結果の読み取り方を学ぶ。 

【予習】テキストの「第 14 章 サバイバル分析」を

読んでおいてください（2 時間）。 

【復習】テキストの「第 14 章 サバイバル分析」を

あらためて読み返すともに、復習課題について gret

l を用いて取り組んでください（2 時間） 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

まとめ：これまでの講義の内容をまとめる

とともに、ミクロ計量経済分析結果の読み

方について問題演習を行う。 

【予習】テキストの後半部分（第 6 章～第 12 章、第

14 章）を読み返しておいてください（2 時間）。 

【復習】テキストの後半部分（第 6 章～第 12 章、第

14 章）のポイントを確認するとともに、復習課題に

ついて gretl を用いて取り組んでください（2 時間） 

4 時間 
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科目名 比較経済体制特論 開講年度 2025 

担当者 今井 健一 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 躍進するアジア経済の発展メカニズム 

授業の目的及び概要 

本授業の目的は、アジア経済の発展メカニズムについての理解を深めることである。特に東ア

ジア、および東南アジアの経済に焦点を当てる。本授業では、以下の３つのアプローチをとお

してアジア経済への理解を深めていく。第 1 のアプローチは、1980 年代から 1990 年代までの

キャッチアップ型工業化の時代、そして 2000 年代以降から現在に至るポスト・キャッチアップ

の時代におけるアジア経済の大きな変化と課題を考察することである。第 2 のアプローチは、

アジア諸国における様々な経済活動が国境を越えて行われていることを踏まえ、様々な経済的

現象（例えば生産活動）を国レベルでなく、アジアという地域レベルから捉えることである。

そして、第 3 のアプローチは、アジアの経済的変化がもたらす格差、環境破壊、少子高齢化な

どの社会的変化への対応策を考察することである。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

日本との相互依存関係がますます強くなりつつあるアジアの現状を理解し、今後のアジアの経

済発展について自らの言葉で語ることができるようになること、そして、本授業で学修したこ

とを将来の職業選択や就職活動に資することを目標とする。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

授業内容を理解できているかを確認するため、そして授業内容の理解を深めるため、以下のこ

とを行なう。（１）授業で出題する質問や課題について、”自ら能動的に調べ・考える。“ （２）

これらの質問や課題の回答については、授業において解説・質疑応答・ディスカッションを行

うと共に、優れた回答についてはクラスで紹介していく。また、（３）中間試験については、採

点した上で講評・解答解説・質疑応答を行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

現代アジア経済論，遠藤環・伊藤亜聖・大泉啓一郎・

後藤健太，有斐閣ブックス，2018 年 

 

ISBN 9784641184428 

参考書 

① アジア経済とは何か，後藤健太，中央公論新社，

2019 年 

② 老いてゆくアジア, 大泉啓一郎, 中公新書, 2007

年 

③ 消費するアジア, 大泉啓一郎, 中公新書, 2011

年 

ISBN 

① 9784121025715 

② 9784121019141 

③ 978-4121021113 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 20 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 40 

その他（％） 0 

その他の内容 0 

この科目の受講に 本授業を通して、アジア経済のダイナミズムを感じてください。 

2025/05/01

20



 

 

あたって 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

① 授業の目的及び概要、学修の到達目標、

授業計画等についてのガイダンス 

②「アジア経済の特徴」およびテキストに

ついて 

【予習】シラバスおよびテキスト序章を事前に読ん

でおくこと。 

【復習】講義の重要ポイントを確認する。 

2 時間 

第２回 対面 「アジア経済はどう論じられてきたか」 

【予習】テキスト「第 1 章 変貌するアジア」を事前

に読んでおくこと。 

【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認する。 

4 時間 

第３回 対面 
「アジアにおける域内貿易と経済統合の

進展」 

【予習】テキスト「第２章 アジア化するアジア」を

事前に読んでおくこと。 

【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認する。 

4 時間 

第４回 対面 
「グローバルな分業ネットワークと地場

企業の発展」(１回目） 

【予習】テキスト「第４章 生産するアジア」を事前

に読んでおくこと。 

【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認する。 

4 時間 

第５回 対面 
「グローバルな分業ネットワークと地場

企業の発展」(2 回目） 

【予習】テキスト「第 4 章 生産するアジア」を事前

に読んでおくこと。 

【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認する。 

4 時間 

第６回 対面 

①「相互依存関係の深まりと加速するヒト

の流れ」（1 回目） 

② 中間試験に備えての第 1 回～第 6 回授

業のレビュー 

【予習】テキスト「第 6 章 移動するアジア」を事前

に読んでおくこと。 

【復習】①講義で学んだ重要ポイントを確認する。②

次回授業で実施される中間試験に備えて、第１回～

第 6 回授業の講義内容（課題も含む）を復習する。 

5 時間 

第７回 対面 

①「相互依存関係の深まりと加速するヒト

の流れ」（２回目） 

② 中間試験の実施 

【予習】テキスト「第 6 章 移動するアジア」を事前

に読んでおくこと。 

【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認する。 

4 時間 

第８回 対面 

① 中間試験の講評・解答説明・質疑応答 

②「インフォーマル化するアジア」（１回

目） 

【予習】テキスト「第 9 章 インフォーマル化するア

ジア」を事前に読んでおくこと。 

【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認する。 

4 時間 

第９回 対面 「インフォーマル化するアジア」（２回目） 

【予習】テキスト「第 9 章 インフォーマル化するア

ジア」を事前に読んでおくこと。 

【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認する。 

4 時間 

第１０回 対面 
「老いていくアジア ー人口ボーナスから

人口オーナスへー」 

【予習】テキスト「第 10章 老いていくアジア」を

事前に読んでおくこと。 

【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認する。 

4 時間 

第１１回 対面 
「分かち合うアジア ー開発協力と相互依

存」（１回目） 

【予習】テキスト「第 13章 分かちあうアジア」を

事前に読んでおくこと。 

【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認する。 

4 時間 

第１２回 対面 
「分かち合うアジア ー開発協力と相互依

存」（２回目） 

【予習】テキスト「第 13章 分かちあうアジア」を

事前に読んでおくこと。 

【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認する。 

4 時間 

第１３回 対面 「環境問題に向きあうアジア 」（１回目） 

【予習】テキスト「第 12 章 環境問題に向き合うア

ジア」を事前に読んでおくこと。 

【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認する。 

4 時間 

第１４回 対面 「環境問題に向きあうアジア 」（２回目） 

【予習】テキスト「第 12 章 環境問題に向き合うア

ジア」を事前に読んでおくこと。 

【復習】講義で学んだ重要ポイントを確認する。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

定期筆記試験に備えて、中間試験後の第８

回～第 14 回授業（課題内容も含む）を振

り返り、重要項目についての理解度を確認

する。 

【予習】事前に配布した資料に目を通し、第８回～第

14 回授業の重点ポイントを再度確認する。理解が不

十分である項目や質問についてはリストアップし、

第 15 回オンデマンド授業前に Learning Portral よ

り提出のこと。 

5 時間 
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科目名 経済政策特論 開講年度 2025 

担当者 髙林 喜久生 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 日本経済のパフォーマンスと経済政策。 

授業の目的及び概要 

日本経済はほほ 30 年にわたって低迷が続いている。従来の政策処方箋は通用しなくなったのだ

ろうか。この講義では、経済政策の理論的枠組みや実際の効果について、1980 年代以降の日本

経済のケーススタディをもとに実践的に考察する。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 
現在の日本経済との関連で、基本的なミクロ・マクロ経済政策理論と実際を把握し、長い低迷

から脱却するためにどのような政策処方箋が考えられるか、提言することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 レポートは、コメントした上で返却する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、銀行員を 1977 年から 10 年以上経験しており、同期間内には、大蔵省に

出向し、財政金融研究所主任研究官を務める等の経験も有している。本科目では、これらの経

験を生かした授業を行う。 

テキスト 
①『セオリー&プラクティス 経済政策 』，柳川隆 ・永

合位行・藤岡秀英 ，有斐閣，2017 年 
ISBN ①9784641164994 

参考書 

①『経済政策入門』，藤川清史編，法律文化社，2020 年 

②『日本経済論』，宮川努・細野薫・細谷圭・川上敦之，

中央経済社，2017 年 

ISBN 
①9784589040855 

②9784502218910 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 25 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 25 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス：授業の概要、進め方を説明す

る。また、授業全体の準備として日本経済

の成長鈍化の要因について概観する。 

（なお、2回目以降は授業の進行によって

変更することがある）。 

【予習】配付資料を事前に読んでおいてください（2

時間程度）。 

【復習】配付資料を読み直し、講義で得た知識を確認

してください（2時間程度）。 

4 時間 

第２回 対面 

日本経済の歩みと政策：1980年代以降、日

本経済がどのように変化してきたのかを

振り返り、それに対して実際にどのような

政策がとられてきたかを確認する。 

【予習】テキストの「第 1章」を事前に読んでおいて

ください（2 時間程度）。 

【復習】テキストの「第 1章」を読み直し、講義で得

た知識を確認してください（2時間程度）。 

4 時間 
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第３回 対面 

経済政策論の基礎：経済政策の目的と手

段、経済政策の主体、及び経済政策思想に

ついて解説する。 

【予習】テキストの「第 2章」を事前に読んでおいて

ください（2 時間程度）。 

【復習】テキストの「第 2章」を読み直し、講義で得

た知識を確認してください（2時間程度）。 

4 時間 

第４回 対面 

社会政策論の基礎：社会政策とは社会問題

への対策であり、社会問題とは何かを検討

した上で、社会保険を中心とする社会保障

についての発展の経緯を述べ、現代の新し

い社会問題について考察する。 

【予習】テキストの「第 3章」を事前に読んでおいて

ください（2 時間程度）。 

【復習】テキストの「第 3章」を読み直し、講義で得

た知識を確認してください（2時間程度）。 

4 時間 

第５回 対面 

マクロ経済政策の基礎：マクロ経済政策を

検討するための理論的基礎について解説

する。 

【予習】テキストの「第 4章」を事前に読んでおいて

ください（2 時間程度）。 

【復習】テキストの「第 4章」を読み直し、講義で得

た知識を確認してください（2時間程度）。 

4 時間 

第６回 対面 

ミクロ経済政策の基礎：市場メカニズムの

成り立ちや概念を基礎としてミクロ経済

学に立脚した経済政策について解説する。 

【予習】テキストの「第 5章」を事前に読んでおいて

ください（2 時間程度）。 

【復習】テキストの「第 5章」を読み直し、講義で得

た知識を確認してください（2時間程度）。 

4 時間 

第７回 対面 

国民経済計算の基礎：マクロ経済循環を理

解するために、経済活動を多面的かつ体系

的にとらえた国民経済計算について基本

な見方について解説する。 

【予習】配付資料を事前に読んでおいてください（2

時間程度）。 

【復習】配付資料を読み直し、講義で得た知識を確認

してください（2時間程度）。 

4 時間 

第８回 対面 

産業政策：産業政策を産業育成政策、競争

政策、規制政策に分けて、理論と実際を解

説する。 

【予習】テキストの「第 6章」を事前に読んでおいて

ください（2 時間程度）。 

【復習】テキストの「第 6章」を読み直し、講義で得

た知識を確認してください（2時間程度）。 

4 時間 

第９回 対面 
農業政策：農業の特殊性や日本の農業政策

の理論と実際について解説する。 

【予習】テキストの「第 7章」を事前に読んでおいて

ください（2 時間程度）。 

【復習】テキストの「第 7章」を読み直し、講義で得

た知識を確認してください（2時間程度）。 

4 時間 

第１０回 対面 

環境政策：環境が破壊される原因を述べ、

環境を保護するための政策手段について

解説する。 

【予習】テキストの「第 8章」を事前に読んでおいて

ください（2 時間程度）。 

【復習】テキストの「第 8章」を読み直し、講義で得

た知識を確認してください（2時間程度）。 

4 時間 

第１１回 対面 

労働政策：労働市場の特徴について述べ、

賃金や就業・解雇及び失業に対する政策に

ついての理論と実際について解説する。 

【予習】テキストの「第 9章」を事前に読んでおいて

ください（2 時間程度）。 

【復習】テキストの「第 9章」を読み直し、講義で得

た知識を確認してください（2時間程度）。 

4 時間 

第１２回 対面 

社会保障政策：社会保障の必要性について

述べ、社会保障の制度、とくに年金、医療

保険、介護保険、生活保護についての考え

方と政策の実際について解説する。 

【予習】テキストの「第 10 章」を事前に読んでおい

てください（2 時間程度）。 

【復習】テキストの「第 10章」を読み直し、講義で

得た知識を確認してください（2時間程度）。 

4 時間 

第１３回 対面 

【トピックス】デフレと非伝統的金融政

策：非伝統的と呼ばれる新しい金融政策が

物価や生産に影響する波及経路を検討す

る。 

【予習】事前に講義資料を配付するので読んでおい

てください（2 時間程度）。 

【復習】配付資料を読み直し、講義で得た知識を確認

してください（2時間程度）。 

4 時間 

第１４回 対面 

【トピックス】財政の維持可能性：巨額の

政府債務は維持可能なのか、政府債務が維

持可能な条件を検討する。 

【予習】事前に講義資料を配付するので読んでおい

てください（2 時間程度）。 

【復習】配付資料を読み直し、講義で得た知識を確認

してください（2時間程度）。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
これまでの授業内容の復習を行う。 

テキストと配付資料の全体を読み返し、講義で得た

知識を再確認してください。 
4 時間 
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科目名 金融特論 開講年度 2025 

担当者 小巻 善郎 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 金融政策の理論と現状の課題 

授業の目的及び概要 

本科目は、わが国の中央銀行である日本銀行の機能と役割を概観した上で、金融政策全般に関

する理論的な学修を行うとともに、過去 10 年以上続いた日本銀行の非伝統的金融政策の効果と

問題点、現状の金融政策運営の内容を学修することで、実際の金融市場の動きが理解できる能

力を身につけることを目標としています。 

履修条件・留意点 特にありません。 

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

本科目では、以下の３点を学修の到達目標とします。 

・日本銀行の機能と役割に関する理解力を身につける 

・金融政策の理論に対する理解力を身につける。 

・近年の金融政策に対する分析力を身につける。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

本科目では、パワーポイントを使った講義中心の授業を行います。パワーポイント用の資料は、

事前に「授業レジュメ」としてラーニングポータルに掲載します。 

授業中に毎回課題を出しますので、授業終了後にその課題を提出することが必要です。課題に

対するフィードバックは、授業において口頭でフィードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当者は、都市銀行に２６年間在職し、その間、支店や本部、海外支店において内部

事務、営業・渉外、調査といった様々な業務に携わってきた。本科目では、そうした長年にわ

たる実務経験を通じて得た専門知識や知見などを授業に反映し、理論だけでなく具体的な事例

の紹介などを基とした実践的な教育を行う。 

テキスト 金融政策（第２版）、 小林照義、中央経済社、2015 年 ISBN 978-4766428933 

参考書 
金融政策…理論と実践、白塚重典、慶應義塾大学出版

会、2019 年 
ISBN 978-4502332012 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

授業では質疑応答によるディスカッション等も必要に応じて取り入れますので、事前にテキス

トを予習して授業に臨むことが大切です。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

授業の概要・目的や運営方法などについて

のガイダンスを行います。 

【復習】ガイダンスの内容と配布資料を利用して復

習してください。 
4 時間 
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第２回 対面 

金融政策とマクロ経済の関係 

金融政策を学修するための事前準備とし

て、金融政策とマクロ経済との関係を学修

します。 

【予習】事前にテキストの第１章「金融政策と日本経

済」を予習してください。 

【復習】テキストの第１章や配布資料を利用して復

習してください。 

4 時間 

第３回 対面 

通貨の機能・役割 

金融とは何かを概観した上で、市場経済に

欠かせない通貨に関してその機能と役割

を学修します。 

【予習】事前にテキストの第２章「金融と通貨の意

味」を予習してください。 

【復習】テキストの第２章や配布資料を利用して復

習してください。 

4 時間 

第４回 対面 

民間銀行の役割と信用創造 

日本銀行の金融政策を理解するための基

礎的知識として、信用創造といった民間銀

行が果たしている役割を学修します。 

【予習】事前にテキストの第３章「民間銀行の役割」

を予習してください。 

【復習】テキストの第３章や配布資料を利用して復

習してください。 

4 時間 

第５回 対面 

日本銀行の機能と役割 

中央銀行としての日本銀行の機能と役割

を概観するとともに、マクロ経済学の観点

からの金融政策の課題を学修します。 

【予習】事前にテキストの第４章「日本銀行の役割と

金融政策」を予習してください。 

【復習】テキストの第４章や配布資料を利用して復

習してください。 

4 時間 

第６回 対面 

金融政策と金融市場 

金融政策による金融調節の場としての短

期金融市場や、政策手段としての日銀当座

預金の内容を学修します。 

【予習】事前にテキストの第５章「日本銀行の金融調

整➀」を予習してください。 

【復習】テキストの第５章や配布資料を利用して復

習してください。 

4 時間 

第７回 対面 

金融政策決定のプロセス 

日本銀行の金融政策決定のプロセスを概

観するとともに、金融政策の手段としての

公開市場操作を学修します。 

【予習】事前にテキストの第６章「日本銀行の金融調

整➁」を予習してください。 

【復習】テキストの第６章や配布資料を利用して復

習してください。 

4 時間 

第８回 対面 

金融政策の波及経路 

金融政策の４つの代表的な波及経路（金利

チャネル、バランスシートチャネル、為替

レートチャネル、リスクテイキングチャネ

ル）を学修します。 

【予習】事前にテキストの第７章「金融政策の波及経

路」を予習してください。 

【復習】テキストの第７章や配布資料を利用して復

習してください。 

4 時間 

第９回 対面 

金融政策と金利操作 

短期金利と長期金利の関係を概観した上

で、テイラールールをはじめとする金利操

作の考え方を学修します。 

【予習】事前にテキストの第８章「伝統的金融政策」

を予習してください。 

【復習】テキストの第８章や配布資料を利用して復

習してください。 

4 時間 

第１０回 対面 

非伝統的金融政策➀ 

日本銀行がこれまでに行ってきた非伝統

的金融政策（ゼロ金利、マイナス金利・長

短金利操作）を学修します。 

【予習】事前にテキストの第９章「非伝統的金融政

策」を予習してください。 

【復習】テキストの第９章や配布資料を利用して復

習してください。 

4 時間 

第１１回 対面 

非伝統的金融政策➁ 

日本銀行がこれまでに行ってきた非伝統

的金融政策（量的緩和・信用緩和）を学修

します。 

【予習】事前にテキストの第１０章「「非伝統的」金

融政策」を予習してください。 

【復習】テキストの第１０章や配布資料を利用して

復習してください。 

4 時間 

第１２回 対面 

現状の金融政策運営の課題 

非伝統的金融政策の効果と問題点を総括

し、非伝統的金融政策の解除後の現状の金

融政策運営の課題を学修します。 

【予習】事前にテキストの第１１章「「非伝統的」金

融政策のまとめと課題」を予習してください。 

【復習】テキストの第１１章や配布資料を利用して

復習してください。 

4 時間 

第１３回 対面 

中央銀行の独立性と透明性 

中央銀行制度における独立性と透明性の

意義や関係を学修します。 

【予習】事前にテキストの第１２章「金融政策の新た

な枠組み」を予習してください。 

【復習】テキストの第１２章や配布資料を利用して

復習してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

システミックリスクとプルーデンス政策 

金融市場におけるシステミックリスクの

内容を学修し、ミクロに加えてマクロのプ

ルーデンス政策の必要性を学修します。 

【予習】事前にテキストの第１４章「システミックリ

スクとプルーデンス政策」を予習してください。 

【復習】テキストの第１４章や配布資料を利用して

復習してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

総括 

これまでの授業の総括を行い、学期末のレ

ポート課題作成に向けての要点を学修し

ます。 

【予習】事前にテキストの第１３章「日本とアメリカ

の金融危機」を予習してください。 

【復習】学期末のレポート課題作成のための要点整

理等の準備を行ってください。 

4 時間 
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科目名 外国文献研究 開講年度 2025 

担当者 グスタボ・バルダス 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 英語で経済のメカニズムと経済政策の効果について勉強する。 

授業の目的及び概要 

この授業は英語で行われる。授業では、マクロ経済のメカニズムと個人や企業の意思決定につ

いて勉強する。特に、為替レート、利子率、賃金等を変動させる要因について勉強する。更に、

データから日本経済の現状と将来の見通しについて学ぶ。科目の主な目的は、大学院生の経済・

経営についての英語能力を高めることである。一つの狙いは院生が研究活動を行う際、英語で

の文献を勉強しやすくなることである。もう一つの狙いは、日本の多国籍企業、貿易会社、金

融機関、外資系会社などに勤めたい学生がより充実な就職活動もでき、社会に貢献できる人材

になる。授業で勉強する主なトピックスは以下の通りである。 

  1. 日本経済の現状と将来の見通し 

  2. ビジネス投資 

  3. 税金 

  4. 住宅市場 

  5. 貿易、観光、海外投資 

  6. 外国為替市場 

  7. 経済政策 

  1. Japan economic outlook 

  2. Business investment 

  3. Taxes 

  4. The housing market 

  5. Trade, tourism and foreign investment 

  6. The foreign exchange market 

  7. Economic policy 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

この授業の学修の主な目標はマクロ経済とビジネス戦略の関係について英語で考えて説明でき

るようになることである。この目標を達成するために、授業では以下の力を身につけるように

したいと思う。 

１. 経済動向や市場の変化が企業に与える影響について分析ができ、英語で説明できる力 

２. 利子率、住宅市場、不動産の投資について、英語で話せる力 

３. 経済政策が市場や企業に与える影響を予測でき、英語で説明できる力 

４. 英語でコミュニケーションできる力 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

授業の内容についての練習問題に対して Learning Portal に毎回フィードバックする。必要が

あれば、次の授業で改めて説明する。「最終レポート」に対してもコメントを Learning Portal

にフィードバックする。課題の再提出も認める。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

テキストを使用しないが、以下の参考書と日本政府の

データベースの情報を利用して作成した資料を

Learning Portal の 

「授業内容/教材」にアップする。 

ISBN なし 

参考書 

①Business Economics, Gillespie, Andrew, Oxford 

University Press, 2013 

以下のインターネットサイトやデータベースを利用し

て、世界や日本の現状、国際経済、貿易、観光、直接

ISBN ①0199657998 
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投資などについて勉強することができる。 

https://www.bloomberg.com/asia 

https://www.reuters.com/ 

https://edition.cnn.com/ 

https://www.bbc.com/ 

データベース 

IMF: 

https://www.imf.org/ 

WORLD BANK: 

https://data.worldbank.org/ 

e-Stat: 

 https://www.e-stat.go.jp/ 

JETRO: 

https://www.jetro.go.jp/ 

JNTO： 

https://statistics.jnto.go.jp/ 

日本銀行： 

https://www.boj.or.jp/ 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 15 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 35 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容 なし 

この科目の受講に 

あたって 

この科目では英語で経済や金融について勉強するため、特に、貿易会社、外資系会社、旅行会

社で働きたいと思っている学生は是非履修してみてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 授業の案内を行う。 

予習：「Class１ Course outline」を読んで下さい。 

復習：「Exercise 1  Main topics of the course」

を解いて、オンラインで回答してください。 

1 時間 

第２回 対面 
日本経済の現状と将来の見通しについて

勉強する。 

予習：「Class 2 Japan economic outlook」を読んで

下さい。 

復習：「Exercise 2  Japan economic outlook」を解

いて、オンラインで回答してください。 

4 時間 

第３回 対面 労働市場について勉強する。 

予習：「Class 3 The labor market」を読んで下さ

い。 

復習：「Exercise 3 The labor market」を解いて、

オンラインで回答してください。 

4 時間 

第４回 対面 お金の時間的な価値について勉強する。 

予習：「Class 4 Time value of money」を読んで下

さい。 

復習：「Exercise 4 Time value of money」を解い

て、オンラインで回答してください。 

4 時間 

第５回 対面 ビジネス投資について勉強する。 

予習：「Class 5 Business investment」を読んで下

さい。 

復習：「Exercise 5 Business investment」を解いて、

オンラインで回答してください。 

4 時間 

第６回 対面 
ビジネス投資の財務分析について勉強す

る。 

予習：「Class 6 Financial analysis of investment

 projects」を読んで下さい。 
4 時間 
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復習：「Exercise 6 Financial analysis of investm

ent projects 」を解いて、オンラインで回答してく

ださい。 

第７回 対面 税金について勉強する。 

予習：「Class 7 Taxes」を読んで下さい。 

復習：「Exercise 7 Taxes」を解いて、オンラインで

回答してください。 

4 時間 

第８回 対面 
住宅の価値と住宅の価格について勉強す

る。 

予習：「Class 8 Home values and home prices」を

読んで下さい。 

復習：「Exercise 8 Home values and home prices」

を解いて、オンラインで回答してください。 

4 時間 

第９回 対面 住宅市場について勉強する。 

予習：「Class 9 The housing market」を読んで下さ

い。 

復習：「Exercise 9 The housing market」を解いて、

オンラインで回答してください。 

4 時間 

第１０回 対面 貸出市場と利子率について勉強する。 

予習：「Class 10 The credit market and the inter

est rate」を読んで下さい。 

復習：「Exercise 10 The credit market and the in

terest rate」を解いて、オンラインで回答してくだ

さい。 

4 時間 

第１１回 対面 住宅バブルについて勉強する。 

予習：「Class 11 Housing bubbles」を読んで下さい。 

復習：「Exercise 11 Housing bubbles」を解いて、オ

ンラインで回答してください。 

4 時間 

第１２回 対面 貿易、観光、海外投資について勉強する。 

予習：「Class 12 Trade, tourism and foreign inve

stment」を読んで下さい。 

復習：「Exercise 12 Trade, tourism and foreign i

nvestment」を解いて、オンラインで回答してくださ

い。 

レポート試験の準備をしてください。 

4 時間 

第１３回 対面 外国為替市場について勉強する。 

予習：「Class 13 The foreign exchange market」を

読んで下さい。 

復習：「Exercise 13 The foreign exchange market」

を解いて、オンラインで回答してください。 

レポート試験の準備をしてください。 

5 時間 

第１４回 対面 
経済政策・貿易・為替レートの関係につい

て勉強する。 

予習：「Class 14 Economic policy, trade and the 

exchange rate」を読んで下さい。 

復習：「Exercise 14 Economic policy, trade and t

he exchange rate」を解いて、オンラインで回答し

てください。 

レポート試験の準備をしてください。 

5 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
まとめを行う。 

予習：「Class 15  End of Course Summary」を読ん

で下さい。 

復習：「Exercise 15 End of Course Summary」を解

いて、オンラインで回答してください。 

レポート試験を完成させて、Learning Portal のレポ

ート機能に提出してください。 

5 時間 
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科目名 地域経済特論 開講年度 2025 

担当者 髙林 喜久生 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 経済学で「地域」の問題を考える－地域間格差、人口移動、住宅、企業立地、交通－ 

授業の目的及び概要 

都市や地域の盛衰をはじめとして、地域間格差、人口移動、住宅、企業立地、交通、地方財政

など、多岐にわたる都市と地域の諸問題を取り上げ、その解決策とともに解説する。 

その際に大阪や神戸など関西の大都市や地域が直面する問題をケーススタディとして取り上げ

ていく。また適宜、地域データ分析の手法についても解説する。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 
基本的なミクロ経済理論をベースに、地域経済の衰退のメカニズムを把握し、そこから脱却す

るためにどのような政策的処方箋が考えられるか、提言することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 毎回、授業の最後に課題を出し、次回に添削して返却する。あわせて解答例を解説する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、銀行員を 1977 年から 10 年以上経験しており、同期間内には、大蔵省に

出向し、財政金融研究所主任研究官を務める等の経験も有している。本科目では、これらの経

験を生かした授業を行う。 

テキスト 
①『都市・地域経済学への招待状』，佐藤泰裕著，有斐

閣刊，2014 年 
ISBN ①9784641150096 

参考書 

①『地域経済学入門 第 3 版 (有斐閣コンパクト)』，山

田 浩之 ・徳岡 一幸 ，有斐閣，2018 年 

②『地域データ分析入門 』，林宜嗣・林亮輔・髙林喜

久生・林勇貴・高崎滋之・能勢昴介，日本評論社，2021

年 

ISBN 
①9784641165229 

②9784535559479 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス：授業の概要、進め方を説明し

ます。また、授業全体の準備として日本の

地域衰退の要因について概観します。 

（なお、2回目以降は授業の進行によって

変更することがあります）。 

【予習】配付資料を事前に読んでおいてください（2

時間程度）。 

【復習】配付資料を読み返し、講義で得た知識を確認

してください（2時間程度）。 

4 時間 

第２回 対面 日本の地域と都市；日本の中で地域がどの 【予習】テキストの第 1 章を事前に読んでおいてく 4 時間 
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程度異なっているのかを概観します。その

際に地域を特徴付ける様々な指標の中で

人口密度に注目します。 

ださい（2時間程度）。 

【復習】テキストの第 1 章を読み返し、講義で得た知

識を確認してください（2 時間程度）。 

第３回 対面 

地域の産業構造：地域の経済活動を表す指

標として県内総生産を取り上げ、地域の違

いを特徴付けます。また、県内総生産がど

のような要因によって決まるのか検討し

ます。 

【予習】テキストの第 2 章を事前に読んでおいてく

ださい（2時間程度）。 

【復習】テキストの第 2 章を読み返し、講義で得た知

識を確認してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第４回 対面 

地域間人口移動：日本の人口の地域間移動

の状況を概観し、人口移動の要因と影響を

分析できる枠組みについて解説します。 

【予習】テキストの第 3 章を事前に読んでおいてく

ださい（2時間程度）。 

【復習】テキストの第 3 章を読み返し、講義で得た知

識を確認してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第５回 対面 

集積の経済と都市化；日本の都市化の状況

を概観し、都市化を起こした要因について

検討します。 

【予習】テキストの第 4 章を事前に読んでおいてく

ださい（2時間程度）。 

【復習】テキストの第 4 章を読み返し、講義で得た知

識を確認してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第６回 対面 

住宅市場：日本の住宅・土地市場を概観し、

そこにおける価格決定要因に関する考え

方を解説します。 

【予習】テキストの第 5 章を事前に読んでおいてく

ださい（2時間程度）。 

【復習】テキストの第 5 章を読み返し、講義で得た知

識を確認してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第７回 対面 

都市内土地利用の分析：立地による価格の

違いを表現できる理論的枠組み解説し、地

価や地代、住宅価格や家賃が立地ごとにど

のように決まるかを検討します。 

【予習】テキストの第 6 章を事前に読んでおいてく

ださい（2時間程度）。 

【復習】テキストの第 6 章を読み返し、講義で得た知

識を確認してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第８回 対面 

都市システムモデルと最適人口規模：これ

までに学んだ知識をもとに都市がどのよ

うに形成されるか検討します。 

【予習】テキストの第 7 章を事前に読んでおいてく

ださい（2時間程度）。 

【復習】テキストの第 7 章を読み返し、講義で得た知

識を確認してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第９回 対面 

地域間交易：地域間の交易がなぜ行われる

のか、交易が行われると社会にどのような

影響が及ぶのか、考察します。 

【予習】テキストの第 8 章を事前に読んでおいてく

ださい（2時間程度）。 

【復習】テキストの第 8 章を読み返し、講義で得た知

識を確認してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１０回 対面 

企業立地：企業がどこに立地するかを決め

る要因について検討します。その際に販売

するものを作る段階と、作ったものを販売

する段階に分けて検討します。 

【予習】テキストの第 9 章を事前に読んでおいてく

ださい（2時間程度）。 

【復習】テキストの第 9 章を読み返し、講義で得た知

識を確認してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１１回 対面 

空間経済学：国や都市・地域の様々な状況

を統一的にとらえることのできる枠組み

が空間経済学です。空間経済学の領域にお

いて経済活動の集積がどのような場合に

生じるかを検討します。 

【予習】テキストの第 10 章を事前に読んでおいてく

ださい（2時間程度）。 

【復習】テキストの第 10 章を読み返し、講義で得た

知識を確認してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１２回 対面 

交通サービス：通勤や通学、財の輸送など

の交通サービスの特徴と起こりうる問題

について検討します。 

【予習】テキストの第 11 章を事前に読んでおいてく

ださい（2時間程度）。 

【復習】テキストの第 11 章を読み返し、講義で得た

知識を確認してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１３回 対面 

地方政府の役割：地域の問題に対する地方

政府（地方自治体）の果たす役割について

検討します。 

【予習】テキストの第 12 章を事前に読んでおいてく

ださい（2時間程度）。 

【復習】テキストの第 12 章を読み返し、講義で得た

知識を確認してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１４回 対面 

地域経済データの調べ方・使い方：自らの

眼と腕で地域データ分析ができるように、

地域経済・地方財政データの実践的な調べ

方・使い方を解説します。 

【予習】配付資料を事前に読んでおいてください（2

時間程度）。 

【復習】配付資料を読み返し、講義で得た知識を確認

してください（2時間程度）。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

まとめ：これまでの授業内容の復習を行

う。 

【予習】テキストの全体と配付資料を事前に通読し

ておいてください（2 時間程度）。 

【復習】テキストの全体と配付資料を読み返し、講義

で得た知識を確認してください（2 時間程度）。 

4 時間 
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科目名 労働経済学特論 開講年度 2025 

担当者 牧田 修治 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 近年の実証分析結果を通じて日本の労働問題を理解する 

授業の目的及び概要 

本講義では、修士課程の研究を進める上で、重要と考えられる労働経済学のトピックについて

どこまで解明されているかということを、実証分析を通して理解することを目的とします。日

本の内部労働市場や、人的資本と教育政策、女性の社会進出など幅広い実証分析を紹介した教

科書にそって学びます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

学修の到達目標は次の２つです。 

１．実証分析で使用されている分析手法が理解できる。 

２．実証的な論文を正確に理解することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業中のコメントでフィードバックを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、金融機関のシンクタンクや徳島県庁で、長年にわたり統計データ分析や

政策分析の業務に従事してきた。本科目では、これらの実務経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
『日本の労働市場 経済学者の視点』、川口大司編、有

斐閣、2017 年 
ISBN 9784641165120 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 50 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス、社会経済環境の変化と今後の

労働市場の課題（教科書序章） 

授業の進め方、教科書の各章の分担者の決

定 

【予習】教科書の目次に目を通し、関心のある内容を

明確にしておいてください。 

【復習】序章を読み直してください。 

4 時間 

第２回 対面 
日本的人事の変容と内部労働市場（教科書

第 1 章） 

【予習】教科書の該当する章を読み、疑問点等を明確

にしておいてください。担当者は発表資料を準備し

てください。 

【復習】授業での議論や授業で得た知識の整理を行

ってください。 

4 時間 
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第３回 対面 
労働契約・雇用管理の多様化（教科書第 2

章） 

【予習】教科書の該当する章を読み、疑問点等を明確

にしておいてください。担当者は発表資料を準備し

てください。 

【復習】授業での議論や授業で得た知識の整理を行

ってください。 

4 時間 

第４回 対面 人的資本と教育政策（教科書第 3章） 

【予習】教科書の該当する章を読み、疑問点等を明確

にしておいてください。担当者は発表資料を準備し

てください。 

【復習】授業での議論や授業で得た知識の整理を行

ってください。 

4 時間 

第５回 対面 
地域経済が抱える課題と労働市場（教科書

第 4 章） 

【予習】教科書の該当する章を読み、疑問点等を明確

にしておいてください。担当者は発表資料を準備し

てください。 

【復習】授業での議論や授業で得た知識の整理を行

ってください。 

4 時間 

第６回 対面 
高齢者雇用の現状と政策課題（教科書第 5

章） 

【予習】教科書の該当する章を読み、疑問点等を明確

にしておいてください。担当者は発表資料を準備し

てください。 

【復習】授業での議論や授業で得た知識の整理を行

ってください。 

4 時間 

第７回 対面 
女性の活躍が進まない原因（教科書第 6

章） 

【予習】教科書の該当する章を読み、疑問点等を明確

にしておいてください。担当者は発表資料を準備し

てください。 

【復習】授業での議論や授業で得た知識の整理を行

ってください。 

4 時間 

第８回 対面 
移民・外国人労働者のインパクト（教科書

第 7 章） 

【予習】教科書の該当する章を読み、疑問点等を明確

にしておいてください。担当者は発表資料を準備し

てください。 

【復習】授業での議論や授業で得た知識の整理を行

ってください。 

4 時間 

第９回 対面 
障がい者雇用の現状と政策課題（教科書第

8 章） 

【予習】教科書の該当する章を読み、疑問点等を明確

にしておいてください。担当者は発表資料を準備し

てください。 

【復習】授業での議論や授業で得た知識の整理を行

ってください。 

4 時間 

第１０回 対面 失業保険政策（教科書第 9 章） 

【予習】教科書の該当する章を読み、疑問点等を明確

にしておいてください。担当者は発表資料を準備し

てください。 

【復習】授業での議論や授業で得た知識の整理を行

ってください。 

4 時間 

第１１回 対面 貧困問題と生活保護政策（教科書第 10章） 

【予習】教科書の該当する章を読み、疑問点等を明確

にしておいてください。担当者は発表資料を準備し

てください。 

【復習】授業での議論や授業で得た知識の整理を行

ってください。 

4 時間 

第１２回 対面 
エビデンス・ベースの労働政策のための計

量経済学（教科書第 11 章） 

【予習】教科書の該当する章を読み、疑問点等を明確

にしておいてください。担当者は発表資料を準備し

てください。 

【復習】授業での議論や授業で得た知識の整理を行

ってください。 

4 時間 

第１３回 対面 労働経済理論（教科書第 12 章） 

【予習】教科書の該当する章を読み、疑問点等を明確

にしておいてください。担当者は発表資料を準備し

てください。 

【復習】授業での議論や授業で得た知識の整理を行

ってください。 

4 時間 

第１４回 対面 
労働経済学における実験的手法（教科書第

13 章） 

【予習】教科書の該当する章を読み、疑問点等を明確

にしておいてください。担当者は発表資料を準備し
4 時間 
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てください。 

【復習】授業での議論や授業で得た知識の整理を行

ってください。 

第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ 

【予習】第 1 回から第 14 回までの授業の内容を復習

してください。 

【復習】授業での議論や授業で得た知識の整理を行

ってください。 

4 時間 

2025/05/01

33



 

 

科目名 地方財政特論 開講年度 2025 

担当者 中村 和之 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 分権的な政府間関係における資源配分の効率性を考える． 

授業の目的及び概要 

この授業の目的は，地方政府（日本で言えば都道府県や市町村）の経済活動が社会全体の資源

配分の効率性に与える影響を考えることによって，望ましい中央政府（国）と地方政府の関係

や地方政府が有するべき政策手段を考えることです． 

 まず，財政の役割や機能を考えた後，地方公共財や外部効果など地方政府が効率的な財・サ

ービスを供給する上でポイントとなる点をいくつか解説します． 

 次に，分権的な財政制度の意義を考えます．財政に占める地方政府の規模やそれが有する権

限は国によって様々ですが，連邦制国家に代表されるような地方政府の権限が大きい仕組みと，

国の権限が大きい集権的な財政制度に大別できます．それぞれの制度や仕組みの下での資源配

分の効率性を経済学の理論を応用して考えます． 

 授業では，地方財政を分析するためのいくつかの理論モデルを取り上げ，モデルの構造を丁

寧に追跡することによって，そこから得られる政策的な含意を考えます． 

履修条件・留意点 
ミクロ経済学の理論を応用して地方財政を考えるため，ミクロ経済学の基礎的な知識が必要で

す． 

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

この授業を通じて，以下の力を修得することを目指します． 

１ ミクロ経済学の理論を用いて市場経済の効率性と財政の役割について独力で説明できる． 

２ 公共財や地方公共財の概念や最適供給の条件を独力で説明できる． 

３ 教員の助言があれば，分権的な財政制度の資源配分上の意義を理論モデルを用いて説明で

きる． 

４ 理論モデル得た知見を基に国と地方の財政関係の在り方について自分なりの意見を述べる

ことができる． 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業中に簡単な練習問題を解いてもらうことで理解度を確認するとともに，授業またはラーニ

ングポータルでフィードバックします． 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業（小売チェーン）での業務経験があり、本科目では、この実務

経験を活かした授業を行う。 

テキスト 

テキストは用いず，講義資料を配付します．経済理論

や数学に関する補習教材をラーニングポータルに掲載

します． 

ISBN なし 

参考書 

①現代財政学，横山彰・馬場義久・馬場勇夫，有斐閣，

2009 年 

②地方財政の見取り図，菅原宏太・松本睦・加藤秀弥，

2023 年 

③財政学をつかむ 【第 3 版】， 畑農鋭矢・林 正義・

吉田 浩，有斐閣，2024 年 

ISBN 

①9784641123762 

②9784641151161 

③9784641177338 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

2025/05/01

34



 

 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

ミクロ経済学やマクロ経済学の基礎的な知識を有しているものとして講義します．不安のある

人はミクロ経済学やマクロ経済学の教科書（何でもよい）で自習してください． 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

【財政の役割】財政の 3 機能（資源配分，

所得再分配，経済安定化）の意味とそれら

の機能を担う国や地方の役割分担を学び

ます．また，日本の地方財政や地域経済に

関する統計を紹介して，地方財政に期待さ

れる役割を考えます． 

【予習】あらかじめシラバスに掲載された講義内容

を確認しておいてください．【復習】授業でお話しし

た言葉の意味を復習するとともに，統計データが意

味することを自分で考えてみてください． 

2 時間 

第２回 対面 

【市場経済の機能】ミクロ経済学の復習を

兼ねて市場経済が果たす機能を検討しま

す．教員による解説の後，簡単な練習問題

を解いて理解の定着を図ります． 

【予習】前期のミクロ経済学で学んだ内容を復習し

ておいてください．また補習用教材をラーニングポ

ータルに掲載するので活用して準備ください．【復

習】このセクションは今後の授業の基礎となる部分

なので，わからなかったところは自習や教員への質

問を通じて解消してください． 

4 時間 

第３回 対面 

【市場経済の効率性】いくつかの条件を満

たせば市場経済による資源の配分は効率

性（パレート最適）を達成することを学び

ます．その後，前述の条件が満たされなけ

れば市場の失敗が生じ，政府による経済活

動が求められることを学びます．この授業

でも練習問題を解いてもらいながら理解

の定着を図ります． 

【予習】前回の授業が基礎となるので，しっかりと復

習しておいてください．【復習】パレート最適の考え

方は特に重要なので，理解できるまで復習してくだ

さい． 

4 時間 

第４回 対面 

【地方公共財】排除不可能性と非競合性を

持つ財は公共財と言われます．公共財の中

でもその便益の及ぶ範囲が地域的に限定

されている財を地方公共財と言います．地

方公共財の供給は地方政府の重要な役割

の一つです．ここでは公共財の概念，地方

公共財の効率的な供給について学びます． 

【予習】公共財の定義については授業でも簡単にお

話ししますが予め復習しておくと理解が深まりま

す．【復習】私たちの暮らしの中で公共財や地方公共

財の例を見つけて，その最適な供給が意味すること

を理解できるように復習してください． 

4 時間 

第５回 対面 

【地方公共財と外部効果】地方公共財の多

くは地方政府によって供給されます．しか

し，地方公共財の便益が及ぶ範囲と地方政

府の行政区域が一致するとは限りません．

公共財の便益が及ぶ範囲と行政区域が一

致しないときの資源配分の帰結と，必要と

される政策手段を考えます． 

【予習】前回の授業を発展させて考えるので，その復

習を念入りに行ってください．【復習】この授業でも

練習問題を出題するので，その復習に取り組んでく

ださい． 

4 時間 

第６回 対面 

【混雑効果と地方公共サービス供給】地方

政府が提供するサービスの中には，非競合

性を完全に有しておらず，利用者数ととも

に混雑効果が発生するものがあります．こ

のような場合における公共サービスの最

適な供給量や最適な利用者数を考えます．

さらにこのようなサービスの負担の在り

方についても検討します． 

【予習】ここで取り上げるサービスは公共財が持つ

性質を部分的にしか満たさない財（準公共財）とも考

えられます．したがって，公共財の基礎概念や最適供

給についてもう一度復習して授業に臨んでくださ

い．【復習】第 2 回～第 6 回の授業は相互に深く関係

しています．各回で紹介した理論モデルはどこがど

のように拡張，改変されているかを考え，ここまでの

授業の全体像が把握できるようになってください． 

4 時間 

第７回 対面 

【地方分権の理論】財政的な地方分権と

は，公共サービスの供給やそのための財源

の確保に関する意思決定を地方政府に委

ねることを指します．地方財政のあり方を

考えるうえでは，どのような権限をどの段

階の政府が有するべきかを考えることが

【予習】第 1回の授業で学んだ財政の機能・役割をも

う一度復習しておいてください．【復習】地方分権に

ついては財政的な側面に限っても多様な観点があり

ます．この授業ではそのすべてを紹介することはで

きません．参考文献リストを示すので，各自で興味あ

る点を学んでください． 

4 時間 

2025/05/01

35



 

 

極めて重要です．ここでは分権的な財政制

度のあらましを解説します． 

第８回 対面 

【分権化定理】地方分権の望ましさを明ら

かにした初期の結果として「分権化定理」

があります．この授業では分権化定理の結

論とこれを導き出すうえでの前提条件な

どを考えます． 

【予習】この授業も簡単な理論モデルを用いて解説

します．第 2 回～第 6 回でお話ししたモデルを復習

しておいてください．【復習】練習問題を出題するの

で，自分で解いて授業内容の理解を確かなものにし

てください． 

4 時間 

第９回 対面 

【分権的な公共財供給】地方財政を考える

うえで重要な点は，各地域の住民は比較的

容易く地域間を移動できることです．この

ことを考えれば，地方政府による分権的な

公共財や公共サービスの供給は効率的な

資源配分に到達できるのでしょうか．この

点を論じた重要な研究である「足による投

票」理論を解説します． 

【予習】前回の授業で学んだ地方分権の意義が議論

の出発点となるのでしっかり復習してください．【復

習】次回以降の分析のために，足による投票理論が前

提とその帰結，想定している社会を改めて考えてく

ださい． 

4 時間 

第１０回 対面 

【財政的外部性】地方財政の多くの分析で

は，地方政府は住民の福祉（厚生）を最大

にするために政策を選択すると想定され

ています．このとき，多くの地方政府の集

合体である社会全体としてパレート最適

が達成できるのでしょうか．また，中央政

府には何か役割が求められるのでしょう

か．この授業では財政的外部性をキーワー

ドとしてこの問題を考えます． 

【予習】このセクションも理論モデルを用います．第

4 回～第 6 回で用いたモデルを復習しておくと理解

が容易くなります．【復習】分析の帰結がどのような

ロジックで生じているかを自分自身で考えてくださ

い． 

4 時間 

第１１回 対面 

【集権的な財政制度と財政移転の非効率

性】分権的な財政制度とは対照的な集権的

な財政制度の帰結を考えます．ここで言う

集権的な財政制度とは中央政府（国）が租

税を徴収して財源を地方政府に移転した

うえで地方政府が公共サービスを供給す

るような仕組みです．この時に効率的な資

源配分は達成されるのでしょうか．簡単な

理論モデルで検討します． 

【予習】このセクションも第 4 回～第 6 回の内容を

復習しておくと理解が深まります．【復習】分権的な

財政制度と集権的な財政制度の違いが，どのように

結論に影響しているかを復習してください． 

4 時間 

第１２回 対面 

【分権と集権－政治過程を経た選択－】こ

れまでの議論では分権的な財政制度や集

権的な財政制度を与件として扱ってきま

した．しかし，本来的には財政制度の選択

は住民の選択に委ねられ，政治過程を経て

決定されます．このような政治過程に焦点

を当てて，社会的にみて望ましい制度が政

治過程を経て実際に選択されるのかを考

えます． 

【予習】このセクションではこれまでとは異なった

モデルを扱う予定です．事前に資料をラーニングポ

ータルに掲載するので予め読んでおいてください．

【復習】この授業ではモデルの構造を説明します．次

回の授業に備えて復習を怠らないでください． 

4 時間 

第１３回 対面 

【分権と集権－制度選択における非効率

性－】前回に引き続いて分権的，集権的な

財政制度の選択を考えます．分析結果を踏

まえて，社会的にみて望ましい財政制度が

選択されるために必要な仕組みや政策を

考えます． 

【予習】前回の授業でお話ししたモデルのエッセン

スを掴むように復習しておいてください．【復習】な

ぜお話しするような結果が生ずるのかを理解できる

ように振り返ってください． 

4 時間 

第１４回 対面 

【分権的財政制度を巡るトピックス】この

講義で取り上げたテーマは膨大な蓄積が

ある研究の一部分に過ぎません．ここでは

受講生の問題意識も考慮しながら，地方財

政に関するトピックスを概説します． 

【予習】講義全体を振り返って自分自身が興味を持

った点をまとめておいてください． 
5 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

【授業の総まとめ】これまで学んできたこ

とを展望して，国と地方の財政関係につい

てその在り方を考えます． 

【予習】講義資料を見直してこれまでの授業を振り

返り，疑問点やわからなかった点を明確にしておく

と理解が深まります． 

5 時間 
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科目名 研究指導Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 今井 健一 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 環境問題と経済の両立に向けた現代的課題と効果的な経済政策について 

授業の目的及び概要 

この授業では、環境経済学あるいは生態経済学の基本的知識に基づき、環境問題と経済の両立

に向けた課題と課題解決に向けた効果的な経済政策あるいは経済・社会システムについて学修

します。前期には、受講生に共通の学修内容として、研究とは何か、大学院における調査研究

の方法、修士論文の執筆方法など、修士論文を執筆するための知識とスキルを修得します。ま

た、現代社会が直面する経済的諸問題の中から特に環境問題と経済の両立に向けた経済政策等

に関連する研究テーマを決定し、そのテーマに応じて修士論文作成計画を作成します。後期に

は、受講生の修士論文テーマに関連した先行研究論文に基づく学修（特に研究方法）を進め、

研究テーマに関する最近の研究動向をレビューします。以上の文献・資料の調査に加え、修士

論文の一次原稿をクラスで発表し、指導教員や他の受講生とのディスカッションを通じて修正

を行っていきます。この授業を通じて、高度の専門的職業人に求められる、経済的諸問題の解

決の方策を提案する能力を修得します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

１．受講生の関心や問題意識に基づき、修士論文の作成計画及び修士論文の一次原稿を作成す

ることができるようになる。 

２．現代社会が直面する経済的諸問題の中から、特に環境問題と経済の両立に向けた経済政策

あるいは経済・社会システムに関する調査・分析ができるようになる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 修士論文の作成計画や一次原稿については、添削して返却します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
経済論文の書き方, 経済セミナー編集部（編）, 日

本評論社, 2022 年 
ISBN 9784535540422 

参考書 

環境経済学の政策デザイン:資源循環・低炭素・自然共

生，細田衛士・大沼 あゆみ，慶應義塾大学出版会，2019

年 

ISBN 9784766426007 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 50 

その他の内容 修士論文の一次原稿 

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 
前期の授業のねらいと進め方など授業の

概要を説明します。 

【予習】この授業のシラバスを事前によく読んでお

いてください。 

【復習】授業後に、ガイダンスの内容について復習し

てください。 

2 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研究倫理教育（改行）解説動画を視聴して、

研究倫理に対する自身の心構えを文章に

したためる。 

【予習】インターネットで研究不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 
大学院における資料収集や調査研究の方

法を説明します。 

【予習】大学院における資料収集や調査研究の方法

に関する配布資料を事前によく読んでおいてくださ

い。 

【復習】授業後に、大学院における資料収集や調査研

究の方法に関する配布資料を復習してください。 

4 時間 

第４回 対面 修士論文の執筆方法を説明します。 

【予習】修士論文の執筆方法に関する配布資料を事

前によく読んでおいてください。 

【復習】授業後に、修士論文の執筆方法に関する配布

資料を復習してください。 

4 時間 

第５回 対面 

環境と経済の両立にむけた経済政策や経

済・社会システムに関する教材の講読、受

講生による発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

いてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください。 

4 時間 

第６回 対面 

環境問題と経済の両立にむけた経済政策

や経済・社会システムに関する教材の講

読、受講生による発表、ディスカッション

を行います。 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

いてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください。 

4 時間 

第７回 対面 

環境問題と経済の両立にむけた経済政策

や経済・社会システムに関する研究テー

マ・分析方法を決定します。 

【予習】研究テーマ・分析方法の決定に関する配布資

料を事前によく読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ・分析方法の決定に関

する配布資料を復習してください。 

4 時間 

第８回 対面 修士論文作成計画の作成を行います。 

【予習】修士論文作成計画の作成に関する配布資料

を事前によく読んでおいてください。 

【復習】授業後に、修士論文作成計画の作成に関する

配布資料を復習してください。 

4 時間 

第９回 対面 修士論文作成計画の発表を行います。 

【予習】修士論文作成計画を事前に準備しておいて

ください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て修士論文作成計画を修正してください。 

4 時間 

第１０回 対面 修士論文作成計画の発表を行います。 

【予習】修士論文作成計画を事前に準備しておいて

ください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て修士論文作成計画を修正してください。 

4 時間 

第１１回 対面 修士論文作成計画の発表を行います。 

【予習】修士論文作成計画を事前に準備しておいて

ください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て修士論文作成計画を修正してください。 

4 時間 

第１２回 対面 

環境問題と経済の両立にむけた経済政策

や経済・社会システムに関する研究テーマ

に基づくレポートの発表・ディスカッショ

ンを行います。 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください。 

4 時間 

第１３回 対面 

環境問題と経済の両立にむけた経済政策

や経済・社会システムに関する研究テーマ

に基づくレポートの発表・ディスカッショ

ンを行います。 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

環境問題と経済の両立にむけた経済政策

や経済・社会システムに関する研究テーマ

に基づくレポートの発表・ディスカッショ

ンを行います。 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください。 

4 時間 
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第１５回 対面 前期の授業の総括を行います。 

【予習】これまでの授業の配布資料等を事前によく

読んでおいてください。 

【復習】授業後に、これまでの授業の配布資料等を総

復習してください。 

6 時間 

第１６回 対面 
後期の授業のねらいと進め方など授業の

概要を説明します。 

【予習】この授業のシラバスを事前によく読んでお

いてください。 

【復習】授業後に、ガイダンスの内容について復習し

てください。 

2 時間 

第１７回 
オンデ

マンド 
前期に学修した内容の復習を行います。 

【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、Learnin

g Portal の「確認テスト」を解き、復習を行ってく

ださい。 

4 時間 

第１８回 対面 

環境問題と経済の両立にむけた経済政策

や経済・社会システムに関する研究テーマ

に関連する教材の講読、受講生による発表

を行います。 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

いてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください。 

4 時間 

第１９回 対面 

環境問題と経済の両立にむけた経済政策

や経済・社会システムに関する研究テーマ

に関連する教材の講読、受講生による発表

を行います。 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

いてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください。 

4 時間 

第２０回 対面 

環境問題と経済の両立にむけた経済政策

や経済・社会システムに関する研究テーマ

に関連する各種文献・資料の検討を行いま

す。 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

によく読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献・資

料を復習してください。 

4 時間 

第２１回 対面 

環境問題と経済の両立にむけた経済政策

や経済・社会システムに関する研究テーマ

に関連する各種文献・資料の検討を行いま

す。 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

によく読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献・資

料を復習してください。 

4 時間 

第２２回 対面 

環境問題と経済の両立にむけた経済政策

や経済・社会システムに関する研究テーマ

に関連する各種文献・資料の検討を行いま

す。 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

によく読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献・資

料を復習してください。 

4 時間 

第２３回 対面 

環境問題と経済の両立にむけた経済政策

や経済・社会システムに関する研究テーマ

に関連する各種文献・資料の検討を行いま

す。 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

によく読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献・資

料を復習してください。 

4 時間 

第２４回 対面 
一次原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください。 

4 時間 

第２５回 対面 
一次原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください。 

4 時間 

第２６回 対面 
一次原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください。 

4 時間 

第２７回 対面 
一次原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正を行います。 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください。 

4 時間 

第２８回 対面 
一次原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正を行います。 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください。 

4 時間 

第２９回 対面 
一次原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正を行います。 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 
4 時間 
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【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください。 

第３０回 対面 授業全体の総括を行います。 

【予習】これまでの授業回の配布資料等を事前によ

く読んでおいてください。 

【復習】授業後に、これまでの授業回の配布資料等に

ついて総復習してください。 

6 時間 
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科目名 研究指導Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 中村 和之 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 政府の経済活動を巡る課題を研究する． 

授業の目的及び概要 

この授業では，財政学や地方財政論，公共経済学およびその関連分野の理論分析を中心に学修

します． 

 前期は大学院での調査・研究の方法や修士論文の執筆方法を学ぶとともに，前述の諸分野の

中から受講生が関心ある分野の基礎的文献を学修します．並行して，修士論文の研究テーマを

決定するとともにその研究計画を作成します． 

 後期は，受講生の研究テーマに沿って重要だと思われる先行研究論文のレビューを通じて当

該分野の研究動向を展望します．最終的には修士論文の一次原稿を完成させることを目指しま

す． 

 ほぼすべての授業は受講生の発表や課題の提出と教員の助言指導や受講生同士の討論をベー

スに行われます．各自の授業に対する事前準備が極めて重要なので，意欲的な取り組みを期待

します． 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

・教員の助言があれば，修士論文の研究計画を立案・作成できる． 

・教員の助言があれば，修士論文の研究テーマに関する先行研究を展望したレポートを完成さ

せることができる． 

・教員の指導があれば，修士論文の一次原稿を完成させることができる． 

・修士論文のテーマに関する背景や先行研究の動向を独力で説明できる． 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出されたレポートや発表資料に対するコメントを通じて学修のフィードバックを行います． 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業（小売チェーン）での業務経験があり、本科目では、この実務

経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
用いません．受講生の研究テーマが決まった後に適宜

指示します．資料等は必要に応じて配付します． 
ISBN なし 

参考書 授業中に必要に応じて提示します． ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 50 

その他の内容 修士論文の一次原稿 

この科目の受講に 

あたって 

地方財政特論の受講を薦めます．また，ミクロ経済学の理論が必要とされます．授業でも解説

しますが受講生自身でも自習してください． 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 
【ガイダンス】授業の進め方と前期の学修

計画を説明します． 

【予習】シラバスを読んでおいてください．自分が取

り組みたい研究テーマを口頭で発表できるように準

備してください．【復習】前期の学修計画・内容を確

認しておいてください． 

2 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研究倫理教育 

解説動画を視聴して，研究倫理に対する自

身の考えを文章にしたためる． 

【予習】インターネットで研究不正とは何か調べる．

【復習】解説動画を再視聴する． 
4 時間 

第３回 対面 

【大学院における調査研究の手法】修士論

文を執筆するために必要な資料収集や調

査研究の手法を学びます． 

【復習】課題を出題するので，資料収集や調査研究の

手法を復習の上，取り組んでください． 
4 時間 

第４回 対面 

【修士論文の執筆手法】修士論文や大学院

での研究レポートを執筆する上で必要と

なる作法を学びます． 

【復習】配布資料等を用いてレポートや論文執筆の

ルールを復習してください 
4 時間 

第５回 対面 

【公共経済学や財政学に関する基礎的論

文の講読 1】あらかじめ指定した文献につ

いて，受講生による発表とディスカッショ

ンを通じて，研究分野に関する基礎的な知

識の習得を目指します． 

【予習】第 2 回から第 4 回の授業での説明を踏まえ

て，発表用のスライドもしくは資料を事前に準備し

てください．【復習】受講生同士のディスカッション

や教員からのコメントを踏まえて資料等を修正して

ください． 

4 時間 

第６回 対面 

【公共経済学や財政学に関する基礎的論

文の講読 2】あらかじめ指定した文献につ

いて，受講生による発表とディスカッショ

ンを通じて，研究分野に関する基礎的な知

識の習得を目指します． 

【予習】第 2 回から第 4 回の授業での説明を踏まえ

て，発表用のスライドもしくは資料を事前に準備し

てください．【復習】受講生同士のディスカッション

や教員からのコメントを踏まえて資料等を修正して

ください． 

4 時間 

第７回 対面 

【公共経済学や財政学に関する基礎的論

文の講読 3】あらかじめ指定した文献につ

いて，受講生による発表とディスカッショ

ンを通じて，研究分野に関する基礎的な知

識の習得を目指します． 

【予習】第 2 回から第 4 回の授業での説明を踏まえ

て，発表用のスライドもしくは資料を事前に準備し

てください．【復習】受講生同士のディスカッション

や教員からのコメントを踏まえて資料等を修正して

ください． 

4 時間 

第８回 対面 

【研究テーマの決定と研究計画の作成 1】

研究テーマを決定するための発表とディ

スカッションを行います． 

【予習】各自の研究テーマの背景と研究方法を発表

できるように準備してください．【復習】ディスカッ

ションやコメントを踏まえて研究計画を作成してく

ださい 

4 時間 

第９回 対面 

【研究テーマの決定と研究計画の作成 2】

研究テーマを決定するための発表とディ

スカッションを行います． 

【予習】各自の研究テーマの背景と研究方法を発表

できるように準備してください．【復習】ディスカッ

ションやコメントを踏まえて研究計画を作成してく

ださい． 

4 時間 

第１０回 対面 

【研究テーマの決定と研究計画の作成 3】

研究テーマを決定するための発表とディ

スカッションを行います． 

【予習】各自の研究テーマの背景と研究方法を発表

できるように準備してください．【復習】ディスカッ

ションやコメントを踏まえて研究計画を作成してく

ださい． 

4 時間 

第１１回 対面 

【研究テーマに関する基本文献の読解 1】

各自の研究テーマに関する基礎的な論文・

資料を読み，研究テーマに関する理解を深

めます． 

【予習】スライドや資料などを用いて発表できるよ

うに準備してください．【復習】授業でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて発表した論文・資料に

ついてのレポートを作成してください． 

4 時間 

第１２回 対面 

【研究テーマに関する基本文献の読解 2】

各自の研究テーマに関する基礎的な要論

文・資料を読み，研究テーマに関する理解

を深めます． 

【予習】スライドや資料などを用いて発表できるよ

うに準備してください．【復習】授業でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて発表した論文・資料に

ついてのレポートを作成してください． 

4 時間 

第１３回 対面 

【研究テーマに関する基本文献の読解 3】

各自の研究テーマに関する基礎的な論文・

資料を読み，研究テーマに関する理解を深

めます． 

【予習】スライドや資料などを用いて発表できるよ

うに準備してください．【復習】授業でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて発表した論文・資料に

ついてのレポートを作成してください． 

4 時間 

第１４回 対面 

【研究テーマに関する研究動向と方法に

ついて】各自の研究テーマに関する最新の

研究動向と今後の展開についてディスカ

ッションします． 

【予習】各自の研究の進捗状況を発表できるように

準備してください．【復習】授業を踏まえて，研究テ

ーマや研究手法の計画を修正してください． 

4 時間 

第１５回 対面 【後期に向けた研究計画】前期の授業，成 【予習】各自が研究を進める上での課題を発表でき 6 時間 
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果の総括と後期に向けた課題を考えます． るように資料やスライドなどを準備してください．

【復習】授業でのディスカッションを踏まえて後期

の研究計画を立案してください． 

第１６回 対面 

【研究計画書の作成と今後の研究方針の

決定】研究の進捗状況の発表と研究計画書

の作成に向けたディスカッションを行い

ます． 

【予習】研究の進捗状況を発表できるように準備し

てください． 
2 時間 

第１７回 
オンデ

マンド 

【前期の授業のまとめ】前期の授業で取り

上げたことのうち，重要な点をまとめると

ともに，研究計画書の作成に向けた重要ポ

イントを解説します． 

【予習】前期で学んだこと全般を講義資料等で復習

してください．【復習】修士論文の執筆にあたっての

注意事項等を再確認の上，研究計画書の改定に取り

組んでください． 

4 時間 

第１８回 対面 

【研究テーマに関する重要文献の検討 1】

各自の研究テーマに関する重要文献を取

り上げ，その研究の意義や残された課題を

検討します． 

【予習】スライドや資料などを用いて発表できるよ

うに準備してください．【復習】授業でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて発表した論文について

のレポートを作成してください． 

4 時間 

第１９回 対面 

【研究テーマに関する重要文献の検討 2】

各自の研究テーマに関する重要文献を取

り上げ，その研究の意義や残された課題を

検討します． 

【予習】スライドや資料などを用いて発表できるよ

うに準備してください．【復習】授業でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて発表した論文について

のレポートを作成してください． 

4 時間 

第２０回 対面 

【研究テーマに関する重要文献の報告 3】

各自の研究テーマに関する重要文献を取

り上げ，その研究の意義や残された課題を

検討します． 

【予習】スライドや資料などを用いて発表できるよ

うに準備してください．【復習】授業でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて発表した論文について

のレポートを作成してください． 

4 時間 

第２１回 対面 

【研究テーマに関する重要文献の報告 4】

各自の研究テーマに関する重要文献を取

り上げ，その研究の意義や残された課題を

検討します． 

【予習】スライドや資料などを用いて発表できるよ

うに準備してください．【復習】授業でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて発表した論文について

のレポートを作成してください． 

4 時間 

第２２回 対面 

【研究テーマに関する重要文献の報告 5】

各自の研究テーマに関する重要文献を取

り上げ，その研究の意義や残された課題を

検討します． 

【予習】スライドや資料などを用いて発表できるよ

うに準備してください．【復習】授業でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて発表した論文について

のレポートを作成してください． 

4 時間 

第２３回 対面 

【研究テーマに関する重要文献の報告 6】

各自の研究テーマに関する重要文献を取

り上げ，その研究の意義や残された課題を

検討します． 

【予習】スライドや資料などを用いて発表できるよ

うに準備してください．【復習】授業でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて発表した論文について

のレポートを作成してください． 

4 時間 

第２４回 対面 

【修士論文一次原稿の発表 1】受講生が作

成した修士論文一次原稿の発表とディス

カッションを通じてその追加・修正を行い

ます． 

【予習】一次原稿の原稿とプレゼン資料をあらかじ

め用意しておいてください．【復習】授業でのディス

カッションやコメントを踏まえて一次原稿を改訂し

てください． 

4 時間 

第２５回 対面 

【修士論文一次原稿の発表 2】受講生が作

成した修士論文一次原稿の発表とディス

カッションを通じてその追加・修正を行い

ます． 

【予習】一次原稿の原稿とプレゼン資料をあらかじ

め用意しておいてください．【復習】授業でのディス

カッションやコメントを踏まえて一次原稿を改訂し

てください． 

4 時間 

第２６回 対面 

【修士論文一次原稿の発表 3】受講生が作

成した修士論文一次原稿の発表とディス

カッションを通じてその追加・修正を行い

ます． 

【予習】一次原稿の原稿とプレゼン資料をあらかじ

め用意しておいてください．【復習】授業でのディス

カッションやコメントを踏まえて一次原稿を改訂し

てください． 

4 時間 

第２７回 対面 

【修士論文一次原稿の作成 1】受講生が作

成した修士論文一次原稿の発表とディス

カッションを通じてその追加・修正を行い

ます． 

【予習】前回（修士論文 1次原稿の発表）のコメント

を踏まえて作成した改訂原稿と前回からの変更点を

まとめたプレゼン資料を用意してください．【復習】

授業でのディスカッションやコメントを踏まえてさ

らに追記・修正してください． 

4 時間 

第２８回 対面 

修士論文一次原稿の作成 2】受講生が作成

した修士論文一次原稿の発表とディスカ

ッションを通じてその追加・修正を行いま

す． 

【予習】前回（修士論文 1次原稿の発表）のコメント

を踏まえて作成した改訂原稿と前回からの変更点を

まとめたプレゼン資料を用意してください．【復習】

授業でのディスカッションやコメントを踏まえてさ

らに追記・修正してください． 

4 時間 
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第２９回 対面 

【修士論文一次原稿の作成 3】受講生が作

成した修士論文一次原稿の発表とディス

カッションを通じてその追加・修正を行い

ます． 

【予習】前回（修士論文 1次原稿の発表）のコメント

を踏まえて作成した改訂原稿と前回からの変更点を

まとめたプレゼン資料を用意してください．【復習】

授業でのディスカッションやコメントを踏まえてさ

らに追記・修正してください． 

5 時間 

第３０回 対面 

【1年間の学修の総まとめと今後の計画立

案】現在の研究の進捗状況を踏まえて次年

度の研究計画についてディスカッション

します． 

【予習】現在の研究で解決せねばならない点や今後

の展望を整理して演習に臨んでください． 
5 時間 
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科目名 研究指導Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 中嶋 哲也 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ マクロ経済学を中心とした経済理論を研究する。 

授業の目的及び概要 

経済理論を中心に学修します。前期は、大学院での修士論文執筆のために求められる基礎的事

項を学ぶとともに、問題意識の育成を目指します。受講生の関心ある分野の諸文献を読み、研

究テーマの絞り込みをはかるとともに、研究計画を立ててゆきます。後期は、先行研究をさら

に読み込み、最近の研究動向を把握するようにします。最終的には、修士論文の一次原稿を完

成させることを目標とします。授業は受講生の発表と課題提出、そして討論を中心にすすめま

す。意欲的な取り組みを期待します。’ 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

教員の助言のもと、修士論文の研究計画が作成できる。 

重要な先行研究を整理整頓し、報告ができる。 

修士論文の一次原稿を完成することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 毎回の発表やレポートに対するコメントをつうじて、フィードバックをはかります。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 用いません。 ISBN なし。 

参考書 必要に応じて指示します。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 50 

その他の内容 修士論文の一次原稿 

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 授業の進め方を説明します。 

自分が取り組みたい研究テーマを、口頭で報告でき

るよう準備してください。授業終了後に授業計画内

容を再確認してください。 

2 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研究倫理教育に関する解説動画を視聴し

て、研究倫理に対する自身の考えをまとめ

てもらいます。 

インターネットで研究不正とは何かを調べ、解説動

画を再視聴してください。 
6 時間 

第３回 対面 修士論文作成に必要な資料収集の手法を 自ら資料を収集をはじめてもらいます。 4 時間 
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学びます。 

第４回 対面 収集した文献の報告と討論をおこなます。 

先行研究となる論文の内容をわかりやすく報告でき

るように準備してください。コメントにもとづき、報

告内容の見直しを行ってください。 

4 時間 

第５回 対面 
先行研究となる文献の報告と討論をおこ

ないます。 

文献報告準備と、コメントに従った報告内容の見直

しをおこなってください。 
4 時間 

第６回 対面 
先行研究となる文献の報告と討論をおこ

ないます。 

文献報告準備と、コメントに従い報告内容を見直す

作業をしてください。 
4 時間 

第７回 対面 
先行研究となる文献の報告と討論をおこ

ないます。 

文献報告準備と、コメントに従い報告内容を見直し

てください。 
4 時間 

第８回 対面 
研究テーマを絞り込む作業をおこないま

す。 

研究テーマの背景や意義について考えてください。

コメントに対応して設定テーマの修正をおこなって

ください。 

4 時間 

第９回 対面 
研究テーマの背景・それをめぐる先行研究

の流れを報告してもらいます。 

報告準備を行い、コメントに従い背景把握を改善し

てもらいます。 
4 時間 

第１０回 対面 
研究テーマを決定するための発表と討論

をおこないます。 
発表の準備と、事後的な修正を行ってもらいます。 4 時間 

第１１回 対面 
研究テーマに関する先行文献の読解と報

告をおこなってもらいます。 

文献の内容を報告する準備を行い、コメントに従っ

て内容把握を深化させてください。 
4 時間 

第１２回 対面 
研究テーマに関係する先行研究の読解と

報告２。 

報告準備とコメントに従った内容把握の深化をはか

ってもらいます。 
4 時間 

第１３回 対面 
研究テーマに関する先行文献の読解と報

告３。 

報告準備とコメントに従った内容把握の深化をはか

ってもらいます。 
4 時間 

第１４回 対面 
研究テーマに関する先行文献の読解と報

告４。 

報告準備とコメントに従った内容把握の深化をはか

ってもらいます。 
4 時間 

第１５回 対面 
前期授業で得られた成果をまとめてもら

います。 

前期の報告内容から得られた成果をまとめる作業を

してください。 
4 時間 

第１６回 対面 
一次原稿作成に向けた今後の研究計画に

ついて討論します。 

これまでの研究の進捗状況を報告できるよう準備し

てください。 
4 時間 

第１７回 
オンデ

マンド 

前期授業の成果の内、重要な点をまとめて

評価・説明します。 

修士論文執筆での注意事項等を再確認してくださ

い。 
4 時間 

第１８回 対面 
研究テーマに関する諸文献を、さらに拡大

して検討します。 
関係する文献を、範囲を広げて検索してもらいます。 4 時間 

第１９回 対面 新たな関連文献の内容報告と討論。 
報告準備とコメントに従った内容把握の深化をはか

ってもらいます。 
4 時間 

第２０回 対面 新たな関連文献の内容報告と討論２。 
報告準備とコメントに従った内容把握の深化をはか

ってもらいます。 
4 時間 

第２１回 対面 新たな関連文献の内容報告と討論３。 
報告準備とコメントに従った内容把握の深化をはか

ってもらいます。 
4 時間 

第２２回 対面 新たな関連文献の内容報告と討論４。 
報告準備とコメントに従った内容把握の深化をはか

ってもらいます。 
4 時間 

第２３回 対面 新たな関連文献の内容報告と討論５。 
報告準備とコメントに従った内容把握の深化をはか

ってもらいます。 
4 時間 

第２４回 対面 修士論文一次原稿の発表。 
発表準備とコメントに従った修正をおこなってくだ

さい。 
4 時間 

第２５回 対面 修士論文一次原稿の発表２。 
発表準備とコメントに従った修正をおこなってくだ

さい。 
4 時間 

第２６回 対面 修士論文一次原稿の発表３。 
発表準備とコメントに従った修正をおこなってくだ

さい。 
4 時間 

第２７回 対面 修士論文一次原稿の発表４。 
発表準備とコメントに従った修正をおこなってくだ

さい。 
4 時間 

第２８回 対面 修士論文一次原稿の発表５。 
発表準備とコメントに従った修正をおこなってくだ

さい。 
4 時間 

第２９回 対面 修士論文一次原稿の発表６。 
発表準備とコメントに従った修正をおこなってくだ

さい。 
4 時間 

第３０回 対面 授業全体を総括します。今後の計画につい 研究計画に照らして進捗状況を自己評価してくださ 4 時間 
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科目名 研究指導Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 畑佐 伸英 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 研究課題の具体化と研究テーマへの取り組み 

授業の目的及び概要 

この授業では、研究計画書の妥当性と実行可能性を検討し、場合によってはその見直しを図り

ながら、実際に自身の研究テーマに沿った形で、具体的な作業を進めていってもらいます。前

期では、大学院での調査・研究の方法や修士論文の執筆方法を学ぶとともに、修士論文のテー

マや詳細な内容を決定し、その関連分野の基礎的文献を学修します。そして、後期では、受講

生の研究テーマにおいて、必須かつ重要と思われる先行研究論文のレビューを通じて、当該分

野の研究動向を展望し、最終的には修士論文の一次原稿を完成させることを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

・修士論文の研究計画を立案・作成できる。 

・修士論文のテーマに関する背景や研究・調査の動向を概括できる。 

・自身の研究テーマにおいて重要な先行研究の内容を理解し、説明することができる。 

・修士論文の一次原稿を完成させることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出されたレポートや発表資料に対するコメントを通じて学修のフィードバックを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、

報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 

特に用いません。受講生の研究テーマが決まった後に

適宜指示します。また、資料等は必要に応じて配付し

ます。 

ISBN なし 

参考書 授業中に必要に応じて提示します。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 15 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 35 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 50 

その他の内容 修士論文の一次原稿 

この科目の受講に 

あたって 

ほぼすべての授業は、受講生の発表や課題の提出と、教員の助言指導や受講生同士の討論をベ

ースに行われます。各自の授業に対する事前準備が極めて重要なことから、意欲的な取り組み

を期待します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
【ガイダンス】授業の進め方と前期の学修

計画を説明します。 

【予習】自分が取り組みたい研究テーマを口頭で発

表できるように準備してください。【復習】前期の学

修計画・内容を確認しておいてください。 

2 時間 

第２回 オンデ
【研究倫理教育】解説動画を視聴して、研

究倫理に対する自身の考えを文章にしま

【予習】インターネットで研究不正とは何か調べて

ください。【復習】解説動画を再視聴しておいてくだ
4 時間 
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マンド す。 さい。 

第３回 対面 

【大学院における調査研究の手法】修士論

文を執筆するために必要な資料収集や調

査研究の手法を学びます。 

【復習】資料収集や調査研究の手法を復習の上、提出

された課題に取り組んでください。 
4 時間 

第４回 対面 

【修士論文の執筆手法】修士論文や大学院

での研究レポートを執筆する上で必要と

なる作法を学びます。 

【復習】配布資料等を用いてレポートや論文執筆の

ルールを復習してください。 
4 時間 

第５回 対面 

【基礎的論文の講読 1】あらかじめ指定し

た文献について、受講生による発表とディ

スカッションを通じて、研究分野に関する

基礎的な知識の習得を目指します。 

【予習】第 2 回から第 4 回の授業での説明を踏まえ

て、発表用のスライドもしくは資料を事前に準備し

てください。【復習】受講生同士のディスカッション

や教員からのコメントを踏まえて、資料等を修正し

てください。 

4 時間 

第６回 対面 

【基礎的論文の講読 2】あらかじめ指定し

た文献について、受講生による発表とディ

スカッションを通じて、研究分野に関する

基礎的な知識の習得を目指します。 

【予習】第 2 回から第 4 回の授業での説明を踏まえ

て、発表用のスライドもしくは資料を事前に準備し

てください。【復習】受講生同士のディスカッション

や教員からのコメントを踏まえて、資料等を修正し

てください。 

4 時間 

第７回 対面 

【基礎的論文の講読 3】あらかじめ指定し

た文献について、受講生による発表とディ

スカッションを通じて、研究分野に関する

基礎的な知識の習得を目指します。 

【予習】第 2 回から第 4 回の授業での説明を踏まえ

て、発表用のスライドもしくは資料を事前に準備し

てください。【復習】受講生同士のディスカッション

や教員からのコメントを踏まえて、資料等を修正し

てください。 

4 時間 

第８回 対面 

【研究テーマの決定と研究計画の作成 1】

研究テーマを決定するための発表とディ

スカッションを行います。 

【予習】各自の研究テーマの背景と研究方法を発表

できるように準備してください。【復習】ディスカッ

ションやコメントを踏まえて、研究計画を作成して

ください。 

4 時間 

第９回 対面 

【研究テーマの決定と研究計画の作成 2】

研究テーマを決定するための発表とディ

スカッションを行います。 

【予習】各自の研究テーマの背景と研究方法を発表

できるように準備してください。【復習】ディスカッ

ションやコメントを踏まえて、研究計画を作成して

ください。 

4 時間 

第１０回 対面 

【研究テーマの決定と研究計画の作成 3】

研究テーマを決定するための発表とディ

スカッションを行います。 

【予習】各自の研究テーマの背景と研究方法を発表

できるように準備してください。【復習】ディスカッ

ションやコメントを踏まえて、研究計画を作成して

ください。 

4 時間 

第１１回 対面 

【研究テーマに関する基本文献の読解 1】

各自の研究テーマに関する基礎的な論文・

資料を読み、研究テーマに関する理解を深

めます。 

【予習】スライドや資料などを用いて発表できるよ

うに準備してください。【復習】授業でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて、発表した論文・資料に

ついてのレポートを作成してください。 

4 時間 

第１２回 対面 

【研究テーマに関する基本文献の読解 2】

各自の研究テーマに関する基礎的な要論

文・資料を読み、研究テーマに関する理解

を深めます。 

【予習】スライドや資料などを用いて発表できるよ

うに準備してください。【復習】授業でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて、発表した論文・資料に

ついてのレポートを作成してください。 

4 時間 

第１３回 対面 

【研究テーマに関する基本文献の読解 3】

各自の研究テーマに関する基礎的な論文・

資料を読み、研究テーマに関する理解を深

めます。 

【予習】スライドや資料などを用いて発表できるよ

うに準備してください。【復習】授業でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて、発表した論文・資料に

ついてのレポートを作成してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

【研究テーマに関する研究動向と方法に

ついて】各自の研究テーマに関する最新の

研究動向と今後の展開についてディスカ

ッションします。 

【予習】各自の研究の進捗状況を発表できるように

準備してください。【復習】授業を踏まえて、研究テ

ーマや研究手法の計画を修正してください。 

4 時間 

第１５回 対面 
【後期に向けた研究計画】前期の授業、成

果の総括と後期に向けた課題を考えます。 

【予習】各自が研究を進める上での課題を発表でき

るように、資料やスライドなどを準備してください。

【復習】授業でのディスカッションを踏まえて、後期

の研究計画を立案してください。 

6 時間 

第１６回 対面 

【研究の進捗状況と今後の研究方針の決

定】研究の進捗状況の発表と、一次原稿の

作成に向けた今後の研究計画をディスカ

【予習】研究の進捗状況を発表できるように準備し

てください。 
2 時間 
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ッションします。 

第１７回 
オンデ

マンド 

【前期の授業のまとめ】前期の授業で取り

上げたことのうち、重要な点をまとめて解

説します。 

【予習】前期で学んだこと全般を講義資料等で復習

してください。【復習】動画の視聴後、修士論文の執

筆にあたっての注意事項等を再確認してください。 

4 時間 

第１８回 対面 

【研究テーマに関する重要文献の検討 1】

各自の研究テーマに関する重要文献を取

り上げ、その研究の意義や残された課題を

検討します。 

【予習】スライドや資料などを用いて発表できるよ

うに準備してください。【復習】授業でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて、発表した論文につい

てのレポートを作成してください。 

4 時間 

第１９回 対面 

【研究テーマに関する重要文献の検討 2】

各自の研究テーマに関する重要文献を取

り上げ、その研究の意義や残された課題を

検討します。 

【予習】スライドや資料などを用いて発表できるよ

うに準備してください。【復習】授業でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて、発表した論文につい

てのレポートを作成してください。 

4 時間 

第２０回 対面 

【研究テーマに関する重要文献の報告 3】

各自の研究テーマに関する重要文献を取

り上げ、その研究の意義や残された課題を

検討します。 

【予習】スライドや資料などを用いて発表できるよ

うに準備してください。【復習】授業でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて、発表した論文につい

てのレポートを作成してください。 

4 時間 

第２１回 対面 

【研究テーマに関する重要文献の報告 4】

各自の研究テーマに関する重要文献を取

り上げ、その研究の意義や残された課題を

検討します。 

【予習】スライドや資料などを用いて発表できるよ

うに準備してください。【復習】授業でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて、発表した論文につい

てのレポートを作成してください。 

4 時間 

第２２回 対面 

【研究テーマに関する重要文献の報告 5】

各自の研究テーマに関する重要文献を取

り上げ、その研究の意義や残された課題を

検討します。 

【予習】スライドや資料などを用いて発表できるよ

うに準備してください。【復習】授業でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて、発表した論文につい

てのレポートを作成してください。 

4 時間 

第２３回 対面 

【研究テーマに関する重要文献の報告 6】

各自の研究テーマに関する重要文献を取

り上げ、その研究の意義や残された課題を

検討します。 

【予習】スライドや資料などを用いて発表できるよ

うに準備してください。【復習】授業でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて、発表した論文につい

てのレポートを作成してください。 

4 時間 

第２４回 対面 

【修士論文一次原稿の発表 1】受講生が作

成した修士論文一次原稿の発表とディス

カッションを通じて、その追加・修正を行

います。 

【予習】一次原稿の原稿とプレゼン資料をあらかじ

め用意しておいてください。【復習】授業でのディス

カッションやコメントを踏まえて、一次原稿を改訂

してください。 

4 時間 

第２５回 対面 

【修士論文一次原稿の発表 2】受講生が作

成した修士論文一次原稿の発表とディス

カッションを通じて、その追加・修正を行

います。 

【予習】一次原稿の原稿とプレゼン資料をあらかじ

め用意しておいてください。【復習】授業でのディス

カッションやコメントを踏まえて、一次原稿を改訂

してください。 

4 時間 

第２６回 対面 

【修士論文一次原稿の発表 3】受講生が作

成した修士論文一次原稿の発表とディス

カッションを通じて、その追加・修正を行

います。 

【予習】一次原稿の原稿とプレゼン資料をあらかじ

め用意しておいてください。【復習】授業でのディス

カッションやコメントを踏まえて、一次原稿を改訂

してください。 

4 時間 

第２７回 対面 

【修士論文一次原稿の作成 1】受講生が作

成した修士論文一次原稿の発表とディス

カッションを通じて、その追加・修正を行

います。 

【予習】前回（修士論文 1次原稿の発表）のコメント

を踏まえて作成した改訂原稿と、前回からの変更点

をまとめたプレゼン資料を用意してください。【復

習】授業でのディスカッションやコメントを踏まえ

て、さらに追記・修正してください。 

4 時間 

第２８回 対面 

【修士論文一次原稿の作成 2】受講生が作

成した修士論文一次原稿の発表とディス

カッションを通じて、その追加・修正を行

います。 

【予習】前回（修士論文 1次原稿の発表）のコメント

を踏まえて作成した改訂原稿と、前回からの変更点

をまとめたプレゼン資料を用意してください。【復

習】授業でのディスカッションやコメントを踏まえ

て、さらに追記・修正してください。 

4 時間 

第２９回 対面 

【修士論文一次原稿の作成 3】受講生が作

成した修士論文一次原稿の発表とディス

カッションを通じて、その追加・修正を行

います。 

【予習】前回（修士論文 1次原稿の発表）のコメント

を踏まえて作成した改訂原稿と、前回からの変更点

をまとめたプレゼン資料を用意してください。【復

習】授業でのディスカッションやコメントを踏まえ

て、さらに追記・修正してください。 

4 時間 

第３０回 対面 
授業全体の総括と今後の学修計画につい

てディスカッションします。 

【予習】研究計画に照らし合わせて、進捗状況の自己

評価をしておいてください。【復習】授業全体を復習
6 時間 
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科目名 研究指導Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 中村 和之 配当年次 修士 2 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 2 年間の研究成果を修士論文にまとめる． 

授業の目的及び概要 

1 年次に定めた各自のテーマに従って研究を進め，修士論文を完成させることに全力を尽くし

ます．このために，（1）4 月下旬には研究計画書の確定版を作成，提出します．その後，各人の

問題意識に従って研究を進め，（2）夏休みまでに主要な研究結果を得ることを目指します．（3）

得られた結果を踏まえて夏休み中に中間発表のための原稿を作成します．（4）10 月末までに中

間発表用の原稿とプレゼン資料を完成させます．中間発表での指摘を踏まえて，（5）12月上旬

までに修士論文の完成版を作成します．その後，文章表現や文献・資料の再確認，分析結果の

最終チェック等を経て，（6）1 月に修士論文を提出してプレゼンテーションに向けて準備しま

す． 

修士論文を作成する過程で，経済学に対する高度な専門知識を蓄えるとともに，現代社会が直

面する諸課題への解決策を提案できる力を獲得することを目指します． 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

・教員の助言があれば，修士論文を執筆，完成させることができる． 

・修士論文のテーマに関する背景や先行研究の動向を独力で説明できる． 

・修士論文で得られた結果とその経済学的・政策的意義を独力で説明できる． 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
提出された原稿や発表資料に対するコメント，質疑応答を通じて学修のフィードバックを行い

ます． 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業（小売チェーン）での業務経験があり、本科目では、この実務

経験を活かした授業を行う。 

テキスト 
用いません．受講生の研究テーマに即した論文等を適

宜紹介します． 
ISBN なし 

参考書 授業中に必要に応じて提示します． ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 60 

その他の内容 修士論文の評価 

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
【1年次までの研究の進捗状況の確認】各

自の研究テーマとその進捗状況を発表し，

【予習】この時点までの研究の進捗状況を発表でき

るように準備しておいてください．【復習】コメント
4 時間 

2025/05/01

52



 

今後の進め方を議論します． や議論を踏まえて研究計画を再検討してください． 

第２回 
オンデ

マンド 

研究倫理教育 

解説動画を視聴して，研究倫理に対する自

身の考えを文章にしたためる． 

【予習】インターネットで研究不正とは何か調べる．

【復習】解説動画を再視聴する． 
2 時間 

第３回 対面 

【研究計画書の作成に向けて】1年次に提

出した研究計画書の再検討を経て最終的

な研究計画を策定します．特に，研究の問

題意識や研究課題の設定，先行研究と自身

の研究の位置づけについて，具体的に論述

してください． 

【予習】研究計画書の改訂版を発表できるように用

意してください．【復習】教員からのコメントやアド

バイスを踏まえて研究計画書を完成させてくださ

い． 

4 時間 

第４回 対面 

【研究経過の報告とディスカッション‐1

‐】各自が設定した研究課題への取り組み

状況と，分析結果を発表してもらい，今後

の研究方針を考えます． 

【予習】研究の進捗状況を発表できるように準備し

てください．【復習】教員からのコメントやアドバイ

スを踏まえて研究結果の改善と拡張に取り組んでく

ださい． 

4 時間 

第５回 対面 

【研究経過の報告とディスカッション‐2

‐】各自が設定した研究課題への取り組み

状況と，分析結果を発表してもらい，今後

の研究方針を考えます． 

【予習】研究の進捗状況を発表できるように準備し

てください．【復習】教員からのコメントやアドバイ

スを踏まえて研究結果の改善と拡張に取り組んでく

ださい． 

4 時間 

第６回 対面 

【研究経過の報告とディスカッション‐3

‐】各自が設定した研究課題への取り組み

状況と，分析結果を発表してもらい，今後

の研究方針を考えます． 

【予習】研究の進捗状況を発表できるように準備し

てください．【復習】教員からのコメントやアドバイ

スを踏まえて研究結果の改善と拡張に取り組んでく

ださい． 

4 時間 

第７回 対面 

【研究経過の報告とディスカッション‐4

‐】各自が設定した研究課題への取り組み

状況と，分析結果を発表してもらい，今後

の研究方針を考えます． 

【予習】研究の進捗状況を発表できるように準備し

てください．【復習】教員からのコメントやアドバイ

スを踏まえて研究結果の改善と拡張に取り組んでく

ださい． 

4 時間 

第８回 対面 

【研究の展望と今後の取り組み-1-】これ

までの研究結果をまとめて，今後の見通し

と，必要な修正や追加すべき分析を明らか

にします． 

【予習】これまでに得られた研究結果を自己評価す

るとともに，不足している点や拡張できる点をまと

めてください．【復習】教員からのコメントやアドバ

イスを踏まえて研究手法の改善と拡張に取り組んで

ください． 

4 時間 

第９回 対面 

【研究の展望と今後の取り組み-2-】これ

までの研究結果をまとめて，今後の見通し

と，必要な修正や追加すべき分析を明らか

にします． 

【予習】これまでに得られた研究結果を自己評価す

るとともに，不足している点や拡張できる点をまと

めてください．【復習】教員からのコメントやアドバ

イスを踏まえて研究手法の改善と拡張に取り組んで

ください． 

4 時間 

第１０回 対面 

【研究の展望と今後の取り組み-3-】これ

までの研究結果をまとめて，今後の見通し

と，必要な修正や追加すべき分析を明らか

にします． 

【予習】これまでに得られた研究結果を自己評価す

るとともに，不足している点や拡張できる点をまと

めてください．【復習】教員からのコメントやアドバ

イスを踏まえて研究手法の改善と拡張に取り組んで

ください． 

4 時間 

第１１回 対面 

【研究の展望と今後の取り組み-4-】これ

までの研究結果をまとめて，今後の見通し

と，必要な修正や追加すべき分析を明らか

にします． 

【予習】これまでに得られた研究結果を自己評価す

るとともに，不足している点や拡張できる点をまと

めてください．【復習】教員からのコメントやアドバ

イスを踏まえて研究手法の改善と拡張に取り組んで

ください． 

4 時間 

第１２回 対面 

【中間発表に向けた論文作成と報告-2-】

修士論文の中間発表に向けて執筆した論

文を発表してもらい，改善や拡張のために

ディスカッションします．また，論文の様

式について OJTで指導します． 

【予習】研究計画書で述べた問題意識や課題設定，先

行研究との関係などを論文の形でまとめてくださ

い．【復習】教員からのコメントやアドバイスを踏ま

えて論文の改善と拡張に取り組んでください． 

4 時間 

第１３回 対面 

【中間発表に向けた論文作成と報告-3-】

修士論文の中間発表に向けて執筆した論

文を発表してもらい，改善や拡張のために

ディスカッションします．また，論文の様

式について OJTで指導します． 

【予習】研究計画書で述べた問題意識や課題設定，先

行研究との関係などを論文の形でまとめてくださ

い．【復習】教員からのコメントやアドバイスを踏ま

えて論文の改善と拡張に取り組んでください． 

4 時間 

第１４回 対面 【中間発表に向けた論文作成と報告-4-】 【予習】研究計画書で述べた問題意識や課題設定，先 4 時間 
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修士論文の中間発表に向けて執筆した論

文を発表してもらい，改善や拡張のために

ディスカッションします．また，論文の様

式について OJTで指導します． 

行研究との関係などを論文の形でまとめてくださ

い．【復習】教員からのコメントやアドバイスを踏ま

えて論文の改善と拡張に取り組んでください． 

第１５回 対面 

【後期に向けた研究計画】これまでに得ら

れた研究成果の総括と夏休み中の研究計

画を議論します． 

【予習】各自で自身の研究状況を把握しておいてく

ださい．【復習】計画した夏休み中の研究活動を着実

に実行してください． 

6 時間 

第１６回 対面 

【中間発表に向けた論文の作成-1-】夏休

み中の研究成果を踏まえて中間発表に向

けて論文を完成させます． 

【予習】中間発表用の論文を準備してください．【復

習】研究指導でのコメントやディスカッションを踏

まえて中間発表に向けた論文を完成させてくださ

い． 

6 時間 

第１７回 
オンデ

マンド 

【中間発表に向けた論文の作成-2-】夏休

み中の研究成果を踏まえて中間発表に向

けて論文を完成させます． 

【予習】中間発表用の論文を準備してください．【復

習】研究指導でのコメントやディスカッションを踏

まえて中間発表に向けた論文を完成させてくださ

い． 

2 時間 

第１８回 対面 

【中間発表に向けたプレゼンテーション

の準備-1-】中間発表のためのプレゼンテ

ーション資料を完成させるとともに口頭

発表の準備を行います． 

【予習】中間発表で用いるスライドを準備してくだ

さい．【復習】限られた時間で自身の研究成果が正確

に伝わるように準備してください． 

4 時間 

第１９回 対面 

【中間発表に向けたプレゼンテーション

の準備-1-】中間発表のためのプレゼンテ

ーション資料を完成させるとともに口頭

発表の準備を行います． 

【予習】中間発表で用いるスライドを準備してくだ

さい．【復習】限られた時間で自身の研究成果が正確

に伝わるように準備してください． 

4 時間 

第２０回 対面 

【中間発表を踏まえた研究の改善と拡張-

1-】中間発表におけるコメントやアドバイ

スを踏まえて，研究の改善や拡張に取り組

みます． 

【予習】中間発表でのコメントやアドバイスをどの

ように研究に反映させるかを考えてください．【復

習】研究指導でのディスカッションを踏まえて論文

の改善に取り組んでください． 

4 時間 

第２１回 対面 

【中間発表を踏まえた研究の改善と拡張-

2-】中間発表に対するコメントやアドバイ

スを踏まえて，研究の改善や拡張に取り組

みます． 

【予習】中間発表でのコメントやアドバイスをどの

ように研究に反映させるかを考えてください．【復

習】研究指導でのディスカッションを踏まえて論文

の改善に取り組んでください． 

4 時間 

第２２回 対面 

【中間発表を踏まえた研究の改善と拡張-

3-】中間発表に対するコメントやアドバイ

スを踏まえて，研究の改善や拡張に取り組

みます． 

【予習】中間発表でのコメントやアドバイスをどの

ように研究に反映させるかを考えてください．【復

習】研究指導でのディスカッションを踏まえて論文

の改善に取り組んでください． 

4 時間 

第２３回 対面 

【中間発表を踏まえた研究の改善と拡張-

4-】中間発表に対するコメントやアドバイ

スを踏まえて，研究の改善や拡張に取り組

みます． 

【予習】中間発表でのコメントやアドバイスをどの

ように研究に反映させるかを考えてください．【復

習】研究指導でのディスカッションを踏まえて論文

の改善に取り組んでください． 

4 時間 

第２４回 対面 

【修士論文の最終原稿の準備-1-】これま

での研究を俯瞰して不足部分を補いなが

ら修士論文の完成を目指します． 

【予習】修士論文の完成原稿を用意してください．

【復習】授業でのディスカッションやコメントを踏

まえて改訂に取り組んでください． 

4 時間 

第２５回 対面 

【修士論文の最終原稿の準備-1-】これま

での研究を俯瞰して不足部分を補いなが

ら修士論文の完成を目指します． 

【予習】修士論文の完成原稿を用意してください．

【復習】授業でのディスカッションやコメントを踏

まえて改訂に取り組んでください． 

4 時間 

第２６回 対面 

【修士論文の最終原稿作成 -1-】修士論文

の最終原稿の発表とディスカッションを

通じてその追加・修正を行います． 

【予習】計算結果や分析に用いたプログラム，データ

などはもとより，誤字や脱字のチェックを入念に行

ったうえで，最終原稿を完成させてください．【復習】

ディスカッションやコメントを踏まえて必要な追

記・修正を行ってください． 

4 時間 

第２７回 対面 

【修士論文の最終原稿作成 -2-】修士論文

の最終原稿の発表とディスカッションを

通じてその追加・修正を行います． 

【予習】計算結果や分析に用いたプログラム，データ

などはもとより，誤字や脱字のチェックを入念に行

ったうえで，最終原稿を完成させてください．【復習】

ディスカッションやコメントを踏まえて必要な追

記・修正を行ってください． 

4 時間 

第２８回 対面 
【修士論文の最終原稿作成 -3-】修士論文

の最終原稿の発表とディスカッションを

【予習】計算結果や分析に用いたプログラム，データ

などはもとより，誤字や脱字のチェックを入念に行
4 時間 
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通じてその追加・修正を行います． ったうえで，最終原稿を完成させてください．【復習】

ディスカッションやコメントを踏まえて必要な追

記・修正を行ってください． 

第２９回 対面 

【修士論文の最終原稿作成 -4-】修士論文

の最終原稿の発表とディスカッションを

通じてその追加・修正を行います． 

【予習】計算結果や分析に用いたプログラム，データ

などはもとより，誤字や脱字のチェックを入念に行

ったうえで，最終原稿を完成させてください．【復習】

ディスカッションやコメントを踏まえて必要な追

記・修正を行ってください． 

4 時間 

第３０回 対面 

【修士論文の最終確認】提出した修士論文

の評価と残された課題についてディスカ

ッションします． 

【復習】修士論文で得られた研究成果を口頭で発表

できるように準備してください．【復習】ディスカッ

ションを踏まえて，修士論文で得られた研究成果の

意義と残された課題を考えてください． 

4 時間 
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科目名 研究指導Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 山垣 真浩 配当年次 修士 2 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 優れた修士論文を完成させる 

授業の目的及び概要 

本演習（研究指導）では、1 年次に引き続き、労働経済や社会政策の知識に基づき、受講生の修

士論文作成計画に沿って修士論文の完成に向けた指導を行う。労働分野の規制改革が政策上の

論点になっている現状をふまえ、労働力の取引をめぐる制度についての関心を払わせるよう学

修させる。 

前期には、修士論文の中間原稿に基づき、公開で行われる中間発表会において発表させ、他の

教員や他の演習（研究指導）の学生も交えたディスカッションなどを通じ、修正させる。 

後期には、前期までの研究内容や前期に実施した中間発表会における指導等を踏まえ、特に、

現代社会が直面する地域社会における労働経済に関わる諸問題に対する解決の方策を提案でき

ているかという点を重視して修正させる。修正した原稿を本演習（研究指導）において再度発

表させ、修士論文の完成を視野に入れた指導を行う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

いい修士論文を完成させるのが目標だが、そのためにはテーマに関連する多くの先行研究を収

集・解読し、論文の論理展開が読み手がみて自然なものとなるよう、考え抜かなければならな

い。論文の設計図を作成し、その修正を重ねていくとよいだろう。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題に対しては授業内でフィードバックを実施する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 使用しない。 ISBN ー 

参考書 使用しない。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 25 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 25 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 50 

その他の内容 修士論文の出来栄え 

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
前期の授業のねらいと進め方など授業の

概要を説明する。 

先行研究を収集、解読し、中間原稿を執筆する（４時

間以上）。 
4 時間 

第２回 オンデ 研究倫理教育（改行）解説動画を視聴して、 【予習】インターネットで研究不正とは何か調べる。 4 時間 
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マンド 研究倫理に対する自身の心構えを文章に

したためる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 

第３回 対面 

地域社会における労働経済に関わる諸問

題に関する研究テーマに関連する文献や

資料の調査を行い、報告する。 

先行研究を収集、解読し、中間原稿を執筆する（４時

間以上）。 
4 時間 

第４回 対面 

地域社会における労働経済に関わる諸問

題に関する研究テーマに関連する文献や

資料の調査を行い、報告する。 

先行研究を収集、解読し、中間原稿を執筆する（４時

間以上）。 
4 時間 

第５回 対面 

地域社会における労働経済に関わる諸問

題に関する研究テーマに関連する文献や

資料の調査を行い、報告する。 

先行研究を収集、解読し、中間原稿を執筆する（４時

間以上）。 
4 時間 

第６回 対面 中間原稿の発表、ディスカッション 
先行研究を収集、解読し、中間原稿を執筆する（４時

間以上）。 
4 時間 

第７回 対面 中間原稿の発表、ディスカッション 
先行研究を収集、解読し、中間原稿を執筆する（４時

間以上）。 
4 時間 

第８回 対面 中間原稿の発表、ディスカッション 先行研究を収集し、解読する（４時間以上）。 4 時間 

第９回 対面 指導教員との質疑応答・追加・修正 先行研究を収集し、解読する（４時間以上）。 4 時間 

第１０回 対面 指導教員との質疑応答・追加・修正 先行研究を収集し、解読する（４時間以上）。 4 時間 

第１１回 対面 指導教員との質疑応答・追加・修正 先行研究を収集し、解読する（４時間以上）。 4 時間 

第１２回 対面 
中間原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョン 
先行研究を収集し、解読する（４時間以上）。 4 時間 

第１３回 対面 
中間原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョン 
先行研究を収集し、解読する（４時間以上）。 4 時間 

第１４回 対面 
中間原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョン 
先行研究を収集し、解読する（４時間以上）。 4 時間 

第１５回 対面 前期の授業の総括を行う。 先行研究を収集し、解読する（４時間以上）。 4 時間 

第１６回 対面 
後期の授業のねらいと進め方など授業の

概要を説明する。 

先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第１７回 
オンデ

マンド 

商品の製造現場に関する動画を視聴して、

生産技術、機械、作業者の関わり方に注目

して、感想文にしたためる 

科学技術振興機構制作の The Making の 300余りある

動画から、任意の 3 本を選択する 
4 時間 

第１８回 対面 

地域社会における労働経済に関わる諸問

題に関する関連文献や資料の調査を行い、

報告する。 

先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第１９回 対面 

地域社会における労働経済に関わる諸問

題に関する関連文献や資料の調査を行い、

報告する。 

先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第２０回 対面 最終原稿の発表、ディスカッション 
先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第２１回 対面 最終原稿の発表、ディスカッション 
先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第２２回 対面 最終原稿の発表、ディスカッション 
先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第２３回 対面 最終原稿の発表、ディスカッション 
先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第２４回 対面 指導教員との質疑応答・追加・修正 
先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第２５回 対面 指導教員との質疑応答・追加・修正 
先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第２６回 対面 指導教員との質疑応答・追加・修正 
先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第２７回 対面 
最終原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョン 

先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第２８回 対面 
最終原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョン 

先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 
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第２９回 対面 
最終原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョン 

先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第３０回 対面 授業全体の総括を行う。 
先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 
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科目名 研究指導Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 髙林 喜久生 配当年次 修士 2 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 優れた修士論文を作成する。 

授業の目的及び概要 

本演習（研究指導）では、1 年次に引き続き、財政・地域経済のデータ分析の知識に基づき、受

講生の修士論文作成計画に沿って修士論文の完成に向けた指導を行う。 

前期には、修士論文の中間原稿に基づき、公開で行われる中間発表会において発表させ、他の

教員や他の演習（研究指導）の学生も交えたディスカッションなどを通じ、修正させる。 

後期には、前期までの研究内容や前期に実施した中間発表会における指導等を踏まえ、特に、

掲げたリサーチ・クエスチョンに対する解決の方策を提案できているかという点を重視して修

正させる。修正した原稿を本演習（研究指導）において再度発表させ、修士論文の完成を視野

に入れた指導を行う。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

テーマに関連する多くの先行研究を収集・解読し、論文の論理展開が読み手がみて自然なもの

となるよう、考え抜かなければならない。論文の設計図を作成し、その修正を重ねていく。 

この授業を通じて、高度の専門的職業人に求められる経済的諸問題の解決の方法を提案する能

力を習得する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題に対しては授業内でフィードバックを実施する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、銀行員を 1977 年から 10 年以上経験しており、同期間内には、大蔵省に

出向し、財政金融研究所主任研究官を務める等の経験も有している。本科目では、これらの経

験を生かした授業を行う。 

テキスト とくに使用しない。 ISBN なし 

参考書 

①『実証分析のための計量経済学』，山本勲，中央経済

社，2015 年 

②『計量経済学 (New Liberal Arts Selection)』，西

山 慶彦・新谷 元嗣・川口 大司・奥井 亮 ，有斐閣，

2019 年 

修士論文で必要なデータ分析手法に対応して上記の参

考書で必要な箇所について学修すること。 

ISBN 
①9784502168116 

②9784641053854 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 50 

その他の内容 修士論文の出来映え 

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の

2025/05/01

59



 

形式 学修時間 

第１回 対面 
前期の授業のねらいと進め方など授業の

概要を説明する。 

先行研究を収集、解読し、中間原稿を執筆する（４時

間以上）。 
4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研究倫理教育 

解説動画を視聴して、研究倫理に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研究不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 

財政・地域経済のデータ分析に関わる諸問

題に関する研究テーマに関連する文献や

資料の調査を行い、報告する。 

先行研究を収集、解読し、中間原稿を執筆する（４時

間以上）。 
4 時間 

第４回 対面 

財政・地域経済のデータ分析に関わる諸問

題に関する研究テーマに関連する文献や

資料の調査を行い、報告する。 

先行研究を収集、解読し、中間原稿を執筆する（４時

間以上）。 
4 時間 

第５回 対面 

財政・地域経済のデータ分析に関わる諸問

題に関する研究テーマに関連する文献や

資料の調査を行い、報告する。 

先行研究を収集、解読し、中間原稿を執筆する（４時

間以上）。 
4 時間 

第６回 対面 中間原稿の発表、ディスカッション 
先行研究を収集、解読し、中間原稿を執筆する（４時

間以上）。 
4 時間 

第７回 対面 中間原稿の発表、ディスカッション 
先行研究を収集、解読し、中間原稿を執筆する（４時

間以上）。 
4 時間 

第８回 対面 中間原稿の発表、ディスカッション 先行研究を収集、解読する（４時間以上）。 4 時間 

第９回 対面 指導教員との質疑応答・追加・修正 先行研究を収集し、解読する（４時間以上）。 4 時間 

第１０回 対面 指導教員との質疑応答・追加・修正 先行研究を収集し、解読する（４時間以上）。 4 時間 

第１１回 対面 指導教員との質疑応答・追加・修正 先行研究を収集し、解読する（４時間以上）。 4 時間 

第１２回 対面 
中間原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョン 
先行研究を収集し、解読する（４時間以上）。 4 時間 

第１３回 対面 
中間原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョン 
先行研究を収集し、解読する（４時間以上）。 4 時間 

第１４回 対面 
中間原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョン 
先行研究を収集し、解読する（４時間以上）。 4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
前期の授業の総括を行う。 先行研究を収集し、解読する（４時間以上）。 4 時間 

第１６回 対面 
後期の授業のねらいと進め方など授業の

概要を説明する。 

先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第１７回 対面 

財政・地域経済のデータ分析に関わる諸問

題に関する関連文献や資料の調査を行い、

報告する。 

先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第１８回 対面 

財政・地域経済のデータ分析に関わる諸問

題に関する関連文献や資料の調査を行い、

報告する。 

先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第１９回 対面 

財政・地域経済のデータ分析に関わる諸問

題に関する関連文献や資料の調査を行い、

報告する。 

先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第２０回 対面 最終原稿の発表、ディスカッション 
先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第２１回 対面 最終原稿の発表、ディスカッション 
先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第２２回 対面 最終原稿の発表、ディスカッション 
先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第２３回 対面 最終原稿の発表、ディスカッション 
先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第２４回 対面 指導教員との質疑応答・追加・修正 
先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第２５回 対面 指導教員との質疑応答・追加・修正 
先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 
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第２６回 対面 指導教員との質疑応答・追加・修正 
先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第２７回 対面 
最終原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョン 

先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第２８回 対面 
最終原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョン 

先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第２９回 対面 
最終原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョン 

先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 
授業全体の総括を行う。 

先行研究を収集、解読し、論文を執筆する（４時間以

上）。 
4 時間 
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科目名 研究指導Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 前鶴 政和 配当年次 修士 2 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経済学専攻 

テーマ 国際経済における経済政策の効果 

授業の目的及び概要 

この授業では、1 年次に続き、国際経済学や経済政策の知識に基づき、政府の研究開発政策、貿

易政策、環境政策等の政策が企業の利潤や経済厚生にどのような影響を及ぼすかについて学修

します。 

 前期には、修士論文の中間原稿に基づき、公開で行われる中間発表会において発表させ、他

の教員や他の演習（研究指導）の学生も交えたディスカッションなどを通じ、修正します。 

 後期には、前期までの研究内容や前期に実施した中間発表会における指導等を踏まえ、特に、

現代社会が直面する経済的諸問題の中から国際経済における諸問題に対する解決の方策を提案

できているかという点を重視して修正します。修正した原稿を本演習（研究指導）において再

度発表させ、修士論文の完成を視野に入れた指導を行います。 

 この授業を通じて、高度の専門的職業人に求められる、経済的諸問題の解決の方策を提案す

る能力を修得します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

１．研究指導Ⅰにおいて受講生が作成した修士論文作成計画に沿って、文献・資料収集を行い、

修士論文を作成することができるようになる。 

２．現代社会が直面する経済的諸問題の中から国際経済における諸問題に対する解決の方策に

ついて提案し、表現することができるようになる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 修士論文の中間原稿については、添削して返却します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
テキストは指定しません。必要な資料を適宜配付しま

す。 
ISBN なし 

参考書 

①環境経済学の政策デザイン:資源循環・低炭素・自然

共生，細田衛士・大沼 あゆみ，慶應義塾大学出版会，

2019 年 

ISBN ①9784766426007 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 50 

その他の内容 修士論文の最終原稿 

この科目の受講に 

あたって 
環境経済特論、経済政策特論の履修を推奨します。 

 

授業回 授業 授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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形式 学修時間 

第１回 対面 
前期の授業のねらいと進め方など授業の

概要を説明します。 

【予習】この授業のシラバスを事前によく読んでお

いてください。 

【復習】授業後に、ガイダンスの内容について復習し

てください。 

2 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研究倫理教育 

解説動画を視聴して、研究倫理に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研究不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 

国際経済における経済政策に関する研究

テーマに関連する文献や資料の調査を行

い、報告します。 

【予習】関連する文献や資料に基づく発表資料を事

前に準備しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください。 

4 時間 

第４回 対面 

国際経済における経済政策に関する研究

テーマに関連する文献や資料の調査を行

い、報告します。 

【予習】関連する文献や資料に基づく発表資料を事

前に準備しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください。 

4 時間 

第５回 対面 

国際経済における経済政策に関する研究

テーマに関連する文献や資料の調査を行

い、報告します。 

【予習】関連する文献や資料に基づく発表資料を事

前に準備しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください。 

4 時間 

第６回 対面 
中間原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】中間原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て中間原稿を修正してください。 

4 時間 

第７回 対面 
中間原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】中間原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て中間原稿を修正してください。 

4 時間 

第８回 対面 
中間原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】中間原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て中間原稿を修正してください。 

4 時間 

第９回 対面 
中間原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正を行います。 

【予習】中間原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て中間原稿を修正してください。 

4 時間 

第１０回 対面 
中間原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正を行います。 

【予習】中間原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て中間原稿を修正してください。 

4 時間 

第１１回 対面 
中間原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正を行います。 

【予習】中間原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て中間原稿を修正してください。 

4 時間 

第１２回 対面 
中間原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョンを行います。 

【予習】中間原稿（修正版）の発表資料を事前に準備

しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て中間原稿（修正版）を修正してください。 

4 時間 

第１３回 対面 
中間原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョンを行います。 

【予習】中間原稿（修正版）の発表資料を事前に準備

しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て中間原稿（修正版）を修正してください。 

4 時間 

第１４回 対面 
中間原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョンを行います。 

【予習】中間原稿（修正版）の発表資料を事前に準備

しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て中間原稿（修正版）を修正してください。 

4 時間 
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第１５回 対面 前期の授業の総括を行います。 

【予習】これまでの授業の配布資料等を事前によく

読んでおいてください。 

【復習】授業後に、これまでの授業の配布資料等を総

復習してください。 

6 時間 

第１６回 対面 
後期の授業のねらいと進め方など授業の

概要を説明します。 

【予習】この授業のシラバスを事前によく読んでお

いてください。 

【復習】授業後に、ガイダンスの内容について復習し

てください。 

2 時間 

第１７回 
オンデ

マンド 
前期に学修した内容の復習を行います。 

【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、Learnin

g Portal の「確認テスト」を解き、復習を行ってく

ださい。 

4 時間 

第１８回 対面 
国際経済における経済政策に関する関連

文献や資料の調査を行い、報告します。 

【予習】関連文献や資料に基づく発表資料を事前に

準備しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください。 

4 時間 

第１９回 対面 
国際経済における経済政策に関する関連

文献や資料の調査を行い、報告します。 

【予習】関連文献や資料に基づく発表資料を事前に

準備しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください。 

4 時間 

第２０回 対面 
最終原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】最終原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２１回 対面 
最終原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】最終原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２２回 対面 
最終原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】最終原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２３回 対面 
最終原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】最終原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２４回 対面 
最終原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正を行います。 

【予習】最終原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２５回 対面 
最終原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正を行います。 

【予習】最終原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２６回 対面 
最終原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正を行います。 

【予習】最終原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２７回 対面 
最終原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョンを行います。 

【予習】最終原稿（修正版）の発表資料を事前に準備

しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て最終原稿（修正版）を修正してください。 

4 時間 

第２８回 対面 
最終原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョンを行います。 

【予習】最終原稿（修正版）の発表資料を事前に準備

しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て最終原稿（修正版）を修正してください。 

4 時間 

第２９回 対面 
最終原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョンを行います。 

【予習】最終原稿（修正版）の発表資料を事前に準備

しておいてください。 
4 時間 
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【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て最終原稿（修正版）を修正してください。 

第３０回 対面 授業全体の総括を行います。 

【予習】これまでの授業回の配布資料等を事前によ

く読んでおいてください。 

【復習】授業後に、これまでの授業回の配布資料等に

ついて総復習してください。 

6 時間 
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科目名 経営学研究の理論と方法 開講年度 2025 

担当者 深瀬 澄 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 経営学研究、修士論文作成における、ケーススタディ、SNS データ解析のための定性分析手法 

授業の目的及び概要 

ダイバーシティー化が進展する今、文化、信条、価値観の違いを超えた相互理解や合意形成に

必要なのは客観的なエビデンスである。本講義の目的は、研究の進め方、研究論文の書き方な

ど、経営管理、経営情報、会計の 3 領域に共通し、大学院生に求められる論理的な研究リテラ

シーと科学的な分析方法の修得にある。「ビジネス統計特論」で培った定量的分析に加え、本授

業で質的データの定性分析を修得することで、量的・質的の両利きの研究アプローチが可能と

なる。扱うテーマは、①質的データ（属性やカテゴリ等）の多変量解析（数量化理論）、②SNS

上の口コミ（VOC）、アンケートの自由記述、文献資料等の多言語データを分析するテキスト計

量分析、③実証分析の手法、②対面調査によるデータ収集、③複数の事例研究より普遍性を論

理的に評価する質的比較分析（QCＡ）であり、フリーソフトウエアを用いた実習により分析手

法を習得する。 

履修条件・留意点 

数量データの定量分析と、質的データ（文字、カテゴリ、事例等）の定性分析は全く異質のよ

うに思われるが、「ビジネス統計特論」で学んだ定量分析を基礎とする上位科目であることに留

意いただきたい。 

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

1．論文での主張内容の論拠を、数値以外のカテゴリデータから、統計分析手法を用いて科学的

に示すことができる。 

2．SNS 上の口コミ、アンケート調査の自由記述、肉声データ等、言語データから、論理的な結

論を導出することができる。 

3，少数の事例に基づいて導き出される成功要因等について、必要条件と十分条件から検討し、

その普遍性を客観的に評価することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題については、授業中に解説及び講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
PBL（課題解決型学習）／フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
使用しない。 

資料教材と実習用データを配布する。 
ISBN なし 

参考書 

①リサーチ・デザイン，田村正紀，白桃書房，2006 年 

②経営事例の質的比較分析，田村正紀，白桃書房，2015

年 

③やってみようテキストマイニング，牛澤賢二，朝倉

書店，2018 年 

④教育を科学する力、教師のための量的・質的研究法，

石川美智子・松本みゆき，学術研究出版会，2018 年 

ISBN 

①9784561264576 

②9784561266648 

③9784254122619 

④9784865843194（ビジ

ネス統計特論と共通） 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 15 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 25 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 30 

【定期試験】レポート試験 30 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 
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その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

全 1 年生の履修指定科目です。受講生の研究に役立つようにテーマに合わせて柔軟にアレンジ

していきます。修士論文の一部として、レポートを作成して下さい 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

量的データの定性分析（春学期末試験問

題）の復習 

春学期に「ビジネス統計特論」で、中間試験以降に学

んだことを復習して、学期末試験問歳を解いてくる

こと 

4 時間 

第２回 対面 

データの種類と相関分析 

１．データの種類 

２．相関分析 

数量データ×数量データ 

質的データ×数量データ 

質的データ×質的データ 

【復習】配布資料を再度読み、復習しておくこと 

【実習課題】課題に取組み、ラーニングポータルに提

出すること 

4 時間 

第３回 対面 

数量化理論Ⅲ類と多重対応分析 

クロス集計されたデータの表側（回答者の

属性）と表頭（質的な選択肢）のカテゴリ

ーをマッピングして、同一平面上に布置し

て対応付ける手法である。次元軸が意味を

持ち、解釈できる場合もある。分析事例と

しては、出身大学と就職先企業、職業と商

品選択等 

【復習】配布資料を再度読み、復習しておくこと 

【実習課題】課題に取組み、ラーニングポータルに提

出すること 

4 時間 

第４回 対面 

潜在クラスター分析 

様々な性質の変数が混在した膨大なデー

タから統計的にクラス分けする手法で、従

来のクラスター分析では扱えない質的デ

ータを潜在的な変数として分析できる。特

定のクラスに分類されるのでなく、量子統

計学的に、各クラスへの所属確率として算

出する。 

【復習】配布資料を再度読み、復習しておくこと 

【実習課題】課題に取組み、ラーニングポータルに提

出すること 

4 時間 

第５回 対面 

離散選択モデルと名義ロジスティック回

帰分析 

ロジスティック回帰分析は、医学分野で

は、喫煙や飲酒等の条件の変化が、病気の

発症確率に及ぼす影響の分析に用いられ

るが、これを経営学に応用し、顧客のデモ

グラフィック情報（性別、職業、家族構成

等）と、商品選択、顧客の購買額ランク分

類等の質的な選択の予測に用する。条件の

変化による、選択確率の変化等についても

分析する。 

【復習】配布資料を再度読み、復習しておくこと 

【実習課題】課題に取組み、ラーニングポータルに提

出すること 

4 時間 

第６回 対面 

グループインタビュー 

グルイン、フォーカスグループインタビュ

ー（FGI）、集団面接法ともいう。調査対象

者 4〜8 人程度（同じ考え、同年代、同性

など）でグループ構成し、モデレーター（司

会者）が進行し、調査対象内容について質

問をしながら、座談会のように自由に発言

してもらい、消費者の考えや本音を収集す

る調査方法である。 

実習では、受講生を被験者側とモデレータ

ースタッフ側の 2 組に分け、グループイン

タビューを Zoom で行い、発話内容を「フ

ルトランスクリプト」機能を利用してテキ

調査テーマを設定し、調査スタッフ役は質問とイン

タビューの進行を計画する。被験者役は。設定された

テーマについて、事前に考えを深め知識を整理して

くる。 

発話内容の音声データを話者と紐づけてテキストデ

ータに変換する。KHcorderで分析できるように、EXC

EL のフォーマットでデータベース化し、ラーニング

ポータルに提出すること 

4 時間 
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スト変換する予定。 

第７回 対面 

Webスクレイピング 

Web スクレイピングとは、Web サイトから

大量の情報を自動的に抽出する技術のこ

とであり、特定のデータのみを抽出するこ

ともできる。 

事前にフリーソフト（候補として Octopar

se）をダウンロード、インストール、ライ

センス登録し、スクレイピングを行う際の

注意点を理解して上で、実習を行う。 

Web スクレイピングにより抽出したテキストデータ

を、KHcorder で分析できるように、EXCELのフォーマ

ットでデータベース化し、ラーニングポータルに提

出すること 

4 時間 

第８回 対面 

テキスト計量分析➊ 形態素解析とデー

タクレンジング 

形態素解析で、テキスト化された文章を辞

書を使用して一語ずつの単語に分ける 

クレンジグで、カタカナ、ひらがな、漢字

等の表記が異なる同一の単語を一まとめ

にする 

頻出単語をランキングする 

【予習】予め、KHcorder をダウンロードして、PCに

インストールしておく。 

【実習課題】課題に取組み、ラーニングポータルに提

出すること 

4 時間 

第９回 対面 

テキスト計量分析➋ 語彙間および外部

変数との相関分析 

文中で同時に出現する複数の語の頻度よ

り、相関を求めて数量データに変換して、

以下の統計分析を行う。 

共起ネットワーク分析 

多次元尺度構成法 

対応分析 

潜在的ドキュメント分析 

【復習】配布資料を再度読み、復習しておくこと 

【実習課題】課題に取組み、ラーニングポータルに提

出すること 

4 時間 

第１０回 対面 

テキスト計量分析❸ 文書の分析 

１．探索的な分析： 

 特徴語の抽出、文書のクラスター分析、

トピックモデル（LDA） 

２．仮説検証的な分析： 

 仮説コードの設定、仮説コードと外部変

数のクロス集計、可視化 

LDA（Latent Dirichlet Allocatio）は、

トピックモデリングの基本的な手法の一

つで、大量のテキストデータをベイズ統計

学に基づく確率モデルで分析し、その中に

含まれるトピックを自動的に抽出する手

法である。 

例えば、あるニュースサイトの記事一覧を

トピックモデリングにかけると、政治・経

済・スポーツなどのトピックが自動的に抽

出される。 

【復習】配布資料を再度読み、復習しておくこと 

実習課題】課題に取組み、ラーニングポータルに提出

すること 

4 時間 

第１１回 対面 

テキスト計量分析❹ 研究事例 

金 勝 鎮; 多 田 伶; 勝 又 壮太郎(202

0）、「評価付き自然言語データの定量分析

 どのような消費者レビューが「参考にな

った」を集めるのか？」、『行動計量学』 

第 47 巻第 2 号 

特に LDA によるドキュメント分析など分析手法と考

察結果を中心に、論文の要旨をまとめてくる。 
4 時間 

第１２回 対面 

質的比較分析（QCA）➊ 質的比較法の考

え方 

特定の成功事例から成功要因を後付けし

ても、論理的な普遍性は極めて脆弱であ

る。質的比較分析（qualitative compara

tive analysis: QCA）は、Ragin（1987）

によって提唱された分析手法であり、事例

【復習】配布資料を再度読み、復習しておくこと 

【実習準備】フリーソフト fs/QCA をダウンロードし

てインストールしておくこと。 

4 時間 
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を複数の特性の組み合わせとしてとらえ、

事例間の類似と差異を体系的に検討する

手法である。真理表に基づくデータから因

果関係における必要性と十分性の整合度

と被覆度を求め、ブール代数的に必要十分

条件を探索する。 

ブール代数学の基礎：命題における必要条

件と十分条件、整合度と被覆度 

第１３回 
オンデ

マンド 

質的比較分析（QCA）➋ クリスプ集合の

質的比較分析 

Charles C.  Ragin 教授（カリフォルニア

大学）によって開発された fs/QCA を使用

して、クリスプ集合（０と１のみ）のデー

タについて、質的比較分析を実習する。 

【復習】配布資料を再度読み、復習しておくこと 

実習課題】課題に取組み、ラーニングポータルに提出

すること 

4 時間 

第１４回 対面 

質的比較分析（QCA）❸ 論理矛盾を含む

場合、fazzy 集合の質的比較分析 

Charles C.  Ragin 教授（カリフォルニア

大学）によって開発された fs/QCA を使用

して、論理矛盾を含むケースや、fazzy 集

合（０と１の間の値を含む）データについ

て、 

質的比較分析を実習する。 

【復習】配布資料を再度読み、復習しておくこと 

【実習課題】課題に取組み、ラーニングポータルに提

出すること 

4 時間 

第１５回 対面 質的比較分析（QCA）❹ 分析事例 
課題論文について、分析手法と考察結果を中心に要

旨をまとめてくる。 
4 時間 
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科目名 経営管理特論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 古殿 幸雄 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 経営管理理論について歴史を辿りながら考察します。 

授業の目的及び概要 

経営管理理論について、テイラーの科学的管理法から始め歴史を辿りながら考察していきます。 

経営管理理論の生成発展の各段階について、それぞれが生成する歴史的な背景、提起された諸

理論の内容、そこから提案された管理手法、及び企業で行われている実例について、その意図

や成果について学びます。修得した知識に基づき、経営管理に関する課題と解決策について議

論し、考察を行います。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

この科目は経済学研究科経営学専攻修士課程の必修科目です。  

 この授業では、経営管理理論について、歴史を辿りながら検討しますが、それぞれが生まれ

る歴史的な背景を理解し、各モデルが提唱する管理の実際について具体的な知識や制度及びそ

れらの今日的意義について修得し、さらにそれらの課題を発見する能力を身につけることを目

標とします。 

 この授業で学んだ知識を武器に、経営管理実践において、①当該企業がどのような管理モデ

ルを使用しているかを分析できる、②その管理モデルによって経営戦略を効果的に実行するこ

とができるか、③その管理モデルは当該企業が採用している組織構造とうまくかみ合っている

かを分析することができる。能力を身につけることを到達目標とします。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
適宜、授業中に課題を与え、その課題に対して考察していきます。 

レポート課題に対しては、コメントを記すことでフィードバックを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
①入門ガイダンス 経営科学・経営工学 第３版，古

殿幸雄，中央経済社，2022 年 
ISBN ①9784502436819 

参考書 
古殿幸雄『入門ガイダンス 情報のマネジメント 第

２版』中央経済社、2020 年 
ISBN ISBN978-4502350917 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 10 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 

授業の進め方や注意事項などの説明を行

います。 

経営管理の意義についても言及します。 

事前学修として、シラバスを読んでおくこと。（1 時

間程度）。 

事後学習として、経営管理の意義について説明でき

るか自己チェックしてください（2 時間程度）。 

3 時間 

第２回 対面 
成り行き任せの経営について取り上げ、デ

ィスカッションし、考察します。 

事前学修として、成り行き任せの経営について調べ

ておくこと（2 時間程度）。 

事後学習として、計画的な経営の意義について説明

できるかどうか自己チェックする（2時間程度）。 

4 時間 

第３回 対面 
テイラーの科学的管理法について取り上

げ、ディスカッションし、考察します。 

事前学修として、テイラーの科学的管理法について

調べておくこと（2 時間程度）。 

事後学修として、テイラーの科学的管理法について

説明できるかどうかを自己チェックする（2 時間程

度）。 

4 時間 

第４回 対面 
テイラーの科学的管理法が与えた影響に

ついてディスカッションし、考察します。 

事前学修として、科学的管理法の影響について調べ

ておくこと（2 時間程度）。 

事後学習として、科学的管理法が批判される理由に

ついて、説明できるか確認する（2 時間程度）。 

4 時間 

第５回 対面 
フォードシステムを取り上げ、ディスカッ

ションし、考察します。 

事前学修として、フォーディズムについて調べてお

くこと（2時間程度）。 

事後学習として、フォードシステムを説明できるか

どうかを自己チェックする（2時間程度）。 

4 時間 

第６回 対面 
フォードシステムが与えた影響について

ディスカッションし、考察します。 

事前学修として、フォーディズムの終焉について調

べておくこと（2時間程度）。 

事後学習として、フォーディズムについて説明でき

るかどうかを自分でチェックする（２時間程度）。 

4 時間 

第７回 対面 
デミング経営を取り上げ、ディスカッショ

ンし、考察します。 

事前学修として、デミングについて調べておくこと

（2時間程度）。 

事後学習として、デミング経営について説明できる

かどうか自己チェックする（2時間程度）。 

4 時間 

第８回 対面 
PDCA サイクルが与えた影響についてディ

スカッションし、考察します。 

事前学修として、PDCA サイクルについて調べておく

こと（2 時間程度）。 

事後学習として、PDCA サイクルが与えた影響につい

て説明できるかどうかを自己チェックする（2 時間程

度）。 

4 時間 

第９回 対面 
ホーソン研究を取り上げ、ディスカッショ

ンし、考察します。 

事前学修として、ホーソン研究について調べておく

こと（2 時間程度）。 

事後学習として、ホーソン研究について説明できる

かどうか自己チェックする（2時間程度）。 

4 時間 

第１０回 対面 
人間関係論が与えた影響についてディス

カッションし、考察します。 

事前学修として、人間関係論について調べておくこ

と（2 時間程度）。 

事後学習として、人間関係論について説明できるか

どうかを自己チェックする（2時間程度）。 

4 時間 

第１１回 対面 
行動科学について取り上げ、ディスカッシ

ョンし、考察します。 

事前学修として、行動科学について調べておくこと

（2時間程度）。 

事後学習として、行動科学について説明できるかど

うかを自己チェックする（2 時間程度）。。 

4 時間 

第１２回 対面 
マズローの欲求五段階説を取り上げ、ディ

スカッションし、考察します。 

事前学修として、マズローの欲求五段階説について

調べておくこと（2 時間程度）。 

事後学習として、自己実現について説明できるかど

うかを自己チェックする（2 時間程度）。 

4 時間 

第１３回 対面 
サイモンの意思決定について取り上げ、デ

ィスカッションし、考察します。 

事前学修として、サイモンの意思決定について調べ

ておくこと（2 時間程度）。 

事後学習として、サイモンの意思決定について説明

できるかどうか自己チェックする（2時間程度）。 

4 時間 

第１４回 対面 
意思決定システムについて取り上げ、ディ

スカッションし、考察します。 

事前学修として、意思決定システムについて調べて

おくこと（2 時間程度）。 

事後学習として、人工知能の研究と意思決定につい

4 時間 
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て説明できるかどうか自己チェックする（2 時間程

度）。 

第１５回 
オンデ

マンド 
前期の内容を総括します。 

事前学修として、前期の内容を振り返っておくこと

（2時間程度）。 

事後学習として、前期の内容が説明できるかどうか

自己チェックしてください（3時間程度）。 

5 時間 
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科目名 経営管理特論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 古殿 幸雄 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 
経営管理理論について生産やシステム、情報をキーワードにした現代への展開について考察し

ます。 

授業の目的及び概要 

この講義では、品質と経営から経営管理を検討することで、ものづくりやシステム、情報そし

て人工知能を視野に入れながら、現在から未来の経営管理について取り上げ、議論しながら、

経営管理の意義や展開、今後の発展について考察します。したがって、今後の経営管理につい

て実践・適応できる能力が養えることを目的としています。 

履修条件・留意点 経営管理特論Ⅰを履修していることが望ましい。 

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

①質（Quality）による経営管理を理解し、品質経営の意味や意義を説明できる。 

②日本のものづくりや品質に関するとらえ方を理解し、現在の経営システムへ活かすことがで

きる。 

③情報や AI を活用した経営管理をデザインすることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業中に出た課題・レポートに対して、適時フィードバックを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
①入門ガイダンス 品質管理のマネジメント 第２

版，古殿幸雄著，中央経済社，2024 年 
ISBN ①9784502509414 

参考書 
入門ガイダンス 情報のマネジメント 第２版、古殿

幸雄著、中央経済社、2020 年 
ISBN ISBN978-4502350917 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 10 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
前期の内容を振り返り、後期の授業の進め

方や注意事項などの説明を行います。 

事前学習として、シラバスを読んでおくこと。（1 時

間） 

事後学習として、「経営管理の発展」について説明で

きるかどうかを確認しておくこと。（2 時間） 

3 時間 

第２回 対面 
品質と管理（１）を取り上げ、ディスカッ

ションし、考察します。 

事前学習として、設計品質と適合品質について調べ

ておくこと。（2 時間） 
4 時間 
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事後学習として、品質と経済性について説明できる

かどうか確認すること。（2時間） 

第３回 対面 
品質と管理（２）を取り上げ、ディスカッ

ションし、考察します。 

事前学習として、TQCについて調べておくこと。（2時

間） 

事後学習として、TQMについて説明できるかどうかを

確認すること。（2 時間） 

4 時間 

第４回 対面 
生産部門における管理について取り上げ、

ディスカッションし、考察します。 

事前学習として、生産管理について調べておくこと。

（2時間） 

事後学習として、QCDについて説明できるかどうかを

確認すること。（2 時間） 

4 時間 

第５回 対面 
生産管理システムを取り上げ、ディスカッ

ションし、考察します。 

事前学習として、生産管理システムについて調べお

くこと。（2 時間） 

事後学習として、生産管理システムについて説明で

きるかどうか確認すること。（2 時間） 

4 時間 

第６回 対面 
QC 七つ道具を取り上げ、ディスカッショ

ンし、考察します。 

事前学習として、QC 七つ道具について調べておくこ

と。（2時間） 

事後学習として、QC 七つ道具について説明できるか

どうかを確認すること。（2時間） 

4 時間 

第７回 対面 
システム思考を取り上げ、ディスカッショ

ンし、考察します。 

事前学習として、システムについて調べておくこと。

（2時間） 

事後学習として、システム思考について説明できる

かどうかを確認すること。（2 時間） 

4 時間 

第８回 対面 
システムズ・アプローチを取り上げ、ディ

スカッションし、考察します。 

事前学習として、システムズ・アプローチについて調

べておくこと。（2 時間） 

事後学習として、システムズ・アプローチについて説

明できるかどうかを確認すること。（2 時間） 

4 時間 

第９回 対面 
ERPシステムについて取り上げ、ディスカ

ッションし、考察します。 

事前学習として、ERPについて調べておくこと。（2時

間） 

事後学習として、ERP について、説明できるかどうか

を確認すること。（2時間）。 

4 時間 

第１０回 対面 
SCMについて取り上げ、ディスカッション

し、考察します。 

事前学習として、SCMについて調べておくこと。（2時

間） 

事後学習として、SCMについて説明できるかどうか確

認すること。（2 時間） 

4 時間 

第１１回 対面 
ナレッジマネジメントを取り上げ、ディス

カッションし、考察します。 

事前学習として、ナレッジマネジメントについて調

べておくこと。（2 時間） 

事後学習として、ナレッジマネジメントについて、説

明できるかどうかを確認すること。（2 時間） 

4 時間 

第１２回 対面 
電子商取引について取り上げ、ディスカッ

ションし、考察します。 

事前学習として、電子商取引について調べておくこ

と。（2時間） 

事後学習として、電子商取引について説明できるか

どうかを確認すること。（2時間） 

4 時間 

第１３回 対面 
シックスシグマ経営を取り上げ、ディスカ

ッションし、考察します。 

事前学習として、シックスシグマ経営について調べ

ておくこと。（2 時間） 

事後学習として、シックスシグマ経営について説明

できるか確認すること。（2時間） 

4 時間 

第１４回 対面 
企業の社会的責任に関する課題を取り上

げ、ディスカッションします。 

事前学習として、企業の社会的責任について検討し

ておくこと。（2 時間） 

事後学習として、議論した内容をまとめておくこと。

（2時間） 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
全体を総括します。 

事前学習として、これまでの講義内容を振り返って

おくこと。（2時間） 

事後学習として、これまでの講義内容が説明できる

か確認すること。（2時間） 

4 時間 
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科目名 経営組織特論 開講年度 2025 

担当者 城戸 亮 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 
日本の組織の個々のメンバーのマネジメント、外部環境との関係性から組織の構造や戦略を考

える経営組織論を学修します。 

授業の目的及び概要 

我々の生活のあらゆるところと組織は、密接に関係しています。企業のような営利組織のみな

らず政府に代表される非営利組織との取引の中で毎日の生活を営んでいます。我々と密接に関

係する組織についての基礎知識を習得し、組織を分析する基本的な能力を身につけることを目

的とします。経営組織の全般的な知識・考え方について、興味・関心のある章を担当し、講師

役として発表してもらいます。また、他の講師役の発表を聞いて、疑問点・論点について、討

議の中から学んでいきます。 

履修条件・留意点 
履修条件は特にありませんが、経営組織と関連する経営戦略論や経営管理論との関連に留意し

てください。 

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

身近な組織の出来事を、働く者の視点から組織論として構築し、体系的に説明できる。 

組織活動のマネジメントの仕方について基本的な理解をし、説明することができる。 

組織活動の改善や革新に関してのマネジメントの仕方について理解し、説明することができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 対話型の授業を行います。積極的に発言して下さい。発表については、講評等行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
キャリアで語る経営組織（第 2 版），稲葉祐之・井上達

彦・鈴木竜太・山下勝，有斐閣，2022 年 
ISBN 9784641222014 

参考書 

①はじめての経営組織論，高尾義明，有斐閣，2019 年 

②経営組織論 (はじめての経営学)，鈴木竜太，東洋経

済新報社，2018 年 

ISBN 
①9784641150683 

②9784492502952 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

働く者として、組織に関する知識・理解は必要です。皆さんも将来に備えて、経営組織のあり

方について学修を深めて下さい。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 

この科目の目的・目標、授業の進め方・受

け方、成績評価などについて、説明します。

また、経営組織論の学部時代の各自の学修

【予習】テキストの全体に目を通して、興味・関心の

ある章など、担当したい章の候補を決めて、ガイダン

ス時に担当希望を表明できるようにします。また、学

部時代の経営組織論をどのように学修したのかを思

4 時間 
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について、話してもらいます。 

第１章 キャリアを考える 

個人の欲求と働き方、会社とは何か、付加

価値を生むプロセス、会社で働くキャリア 

い出して、説明できるようにしておきます。テキスト

第１章を一通り読んだ上で分からない用語を調べる

などしてください。 

【復習】ガイダンスで決まった担当箇所を担当でき

るよう準備作業の計画を立てて、準備を進めていき

ます。該当箇所を再度読み、授業で配布された資料や

各自のノートを振り返り、自分なりにまとめてくだ

さい。 

第２回 対面 

第２章 入社する 

組織社会化と組織社会化プロセス、リアリ

ティ・ショックとＲＪＰ、組織文化、同質

性の怖さと過剰な社会化 

【予習】第２章を一通り読んだ上で分からない用語

を調べるなどしてください。発表者に対する質問項

目を考えておきます。 

【復習】該当箇所を再度読み、授業で配布された資料

や各自のノートを振り返り、自分なりにまとめてく

ださい。 

4 時間 

第３回 対面 

第３章 会社と仕事に慣れる 

官僚制、仕事に対する欲求、内発的動機づ

け、会社のなかでの自律性 

【予習】第３章を一通り読んだ上で分からない用語

を調べるなどしてください。発表者に対する質問項

目を考えておきます。 

【復習】該当箇所を再度読み、授業で配布された資料

や各自のノートを振り返り、自分なりにまとめてく

ださい。 

4 時間 

第４回 対面 

第４章 人事異動 

会社のなかの人材管理、組織と個人の関

係、個人のキャリア・マネジメント 

【予習】第４章を一通り読んだ上で分からない用語

を調べるなどしてください。発表者に対する質問項

目を考えておきます。 

【復習】該当箇所を再度読み、授業で配布された資料

や各自のノートを振り返り、自分なりにまとめてく

ださい。 

4 時間 

第５回 対面 

第５章 部下を持つ 

リーダーシップの意義、優れたリーダー行

動、臨機応変のリーダー行動、長期的視点

のリーダー行動 

【予習】第５章を一通り読んだ上で分からない用語

を調べるなどしてください。発表者に対する質問項

目を考えておきます。 

【復習】該当箇所を再度読み、授業で配布された資料

や各自のノートを振り返り、自分なりにまとめてく

ださい。 

4 時間 

第６回 対面 

第６章 部下をまとめる 

意思決定のプロセス、集団の意思決定はど

のようになされるのか、集団の失敗、集団

の罠から逃れるためには 

【予習】第６章を一通り読んだ上で分からない用語

を調べるなどしてください。発表者に対する質問項

目を考えておきます。 

【復習】該当箇所を再度読み、授業で配布された資料

や各自のノートを振り返り、自分なりにまとめてく

ださい。 

4 時間 

第７回 対面 

第７章 内と外で学ぶ 

仕事における学び、実践共同体、個人の学

習と組織の学習、学びほぐし 

【予習】第７章を一通り読んだ上で分からない用語

を調べるなどしてください。発表者に対する質問項

目を考えておきます。 

【復習】該当箇所を再度読み、授業で配布された資料

や各自のノートを振り返り、自分なりにまとめてく

ださい。 

4 時間 

第８回 対面 

第８章 トラブル発生 

コンフリクトとは何か、コンフリクトのプ

ロセス、コンフリクトのない集団はどのよ

うにつくるのか、コンフリクトとダイバシ

ティ・マネジメント 

【予習】第８章を一通り読んだ上で分からない用語

を調べるなどしてください。発表者に対する質問項

目を考えておきます。 

【復習】該当箇所を再度読み、授業で配布された資料

や各自のノートを振り返り、自分なりにまとめてく

ださい。 

4 時間 

第９回 対面 

第９章 いざ組織の再編成へ 

組織における分業、分業されたタスクの調

整方法、ヒエラルキーの設計、追加的な調

整手段、働く人々の視点 

【予習】第９章を一通り読んだ上で分からない用語

を調べるなどしてください。発表者に対する質問項

目を考えておきます。 

【復習】該当箇所を再度読み、授業で配布された資料

や各自のノートを振り返り、自分なりにまとめてく

ださい。 

4 時間 

第１０回 対面 第１０章 部長たちの奮闘 【予習】第１０章を一通り読んだ上で分からない用 4 時間 
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環境とは、環境を見る視点、制度・市場・

利害者集団との関係の生成因、内と外をつ

なぐ視点 

語を調べるなどしてください。発表者に対する質問

項目を考えておきます。 

【復習】該当箇所を再度読み、授業で配布された資料

や各自のノートを振り返り、自分なりにまとめてく

ださい。 

第１１回 対面 

第１１章 組織の変革を任される 

組織の変革、トップによる働きかけ、ミド

ルによる試行錯誤、トップがつくった舞台

にミドルが立つ、環境変化のパターンと変

革のスタイル 

【予習】第１１章を一通り読んだ上で分からない用

語を調べるなどしてください。発表者に対する質問

項目を考えておきます。 

【復習】該当箇所を再度読み、授業で配布された資料

や各自のノートを振り返り、自分なりにまとめてく

ださい。 

4 時間 

第１２回 対面 

第１２章 ついに社長就任 

経営者のビジョンとリーダーシップ、経営

者の役割とは何か、模倣からビジネスモデ

ルを設計する、経営者を取り巻く利害関係

者 

【予習】第１２章を一通り読んだ上で分からない用

語を調べるなどしてください。発表者に対する質問

項目を考えておきます。 

【復習】該当箇所を再度読み、授業で配布された資料

や各自のノートを振り返り、自分なりにまとめてく

ださい。 

4 時間 

第１３回 対面 

第１３章 仲間と会社を起こす 

起業とアントレプレナー、アントレプレナ

ーの属性と機能、ベンチャー企業と外部

性、多くの会社が存在する理由、大企業と

ベンチャー企業のドメイン、スタートアッ

プやベンチャーの生態系 

【予習】第１３章を一通り読んだ上で分からない用

語を調べるなどしてください。発表者に対する質問

項目を考えておきます。 

【復習】該当箇所を再度読み、授業で配布された資料

や各自のノートを振り返り、自分なりにまとめてく

ださい。 

4 時間 

第１４回 対面 

第１４章 ビジネスのさらに先へ 

企業の長期的存続に必要なもの、企業から

社会への働きかけ、事業による社会問題の

解決 

【予習】第１４章を一通り読んだ上で分からない用

語を調べるなどしてください。発表者に対する質問

項目を考えておきます。 

【復習】該当箇所を再度読み、授業で配布された資料

や各自のノートを振り返り、自分なりにまとめてく

ださい。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

全体の総括 

これまで取り扱ってきた内容について振

り返るとともに、あらためて重要なポイン

トは何かについて確認します。レポート試

験についても説明します。 

【予習】テキスト全体と各自のノートをよく振り返

っておいてください。 

【復習】授業で配布された資料や各自のノートを振

り返り、各自の研究テーマとの関連を考えながらま

とめてください。レポート作成に取りかかって下さ

い。 

4 時間 
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科目名 経営戦略特論 開講年度 2025 

担当者 古殿 幸雄 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 経営戦略の各種理論について史的な展開を辿りながら検討し、経営戦略の知識を身につけます。 

授業の目的及び概要 

経営戦略論について史的展開を辿りながら、各回で取り上げられる理論について理解し現実の

企業行動に当てはめることで、企業戦略の現状の分析や改善について検討・提案できるように

なることを目的とします。 

履修条件・留意点 経営組織特論やマーケティング特論を履修していることが望ましい。 

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

①経営戦略に関する基礎的な概念と理論について専門的な説明ができる。 

②企業の多様な戦略行動の是非を判断し、改善の提案ができる。 

③戦略行動と環境動向・組織構造・経営管理との関係を分析できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
小テスト、コメントシートを利用して理解度を確認し、その結果を翌回の授業でフィードバッ

クします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
①入門ガイダンス 経営科学・経営工学 第３版，古

殿幸雄，中央経済社，2022 年 
ISBN ①9784502436819 

参考書 
①入門ガイダンス 経営情報システム 第２版，古殿

幸雄，中央経済社，2017 年 
ISBN ①9784502236815 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 10 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

授業の進め方や留意点などについて説明

します。また、経営戦略の意義について議

論します。 

シラバスを読み、経営戦略について調べておいてく

ださい。 
4 時間 

第２回 対面 
ランチェスター理論について考え、ディス

カッションします。 

事前学習としてランチェスターの法則について調べ

ておいてください。 

事後学修として授業で行った演習について振り返っ

ておいてください。 

4 時間 

第３回 対面 ランチェスター戦略について議論します。 事前学習としてランチェスター戦略について調べ、 4 時間 
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不明な点を明らかにしておいてください。 

事後学修としてランチェスター戦略の現実問題への

適用について説明できるかどうかを自己チェックし

てください。 

第４回 対面 
ランチェスター戦略の企業事例について

解説し、議論します。 

事前学習としてランチェスター戦略の企業事例につ

いて調べておいてください。 

事後学修としてランチェスター戦略の企業事例につ

いて自分なりにまとめておいてください。 

4 時間 

第５回 対面 
アンゾフの成長マトリクスについて議論

します。 

事前学習としてアンゾフの成長マトリクスについて

調べておくこと。 

事後学修として市場浸透・新商品開発・新市場開発・

多角化について説明できるかどうかを自己チェック

してください。 

4 時間 

第６回 対面 
成長マトリクスに実際の企業をあてはめ

て議論します。 

事前学習として企業を取り上げて成長マトリクスに

あてはめてみること。 

事後学修として成長マトリクスについて説明できる

かどうかを自己チェックしてください。 

4 時間 

第７回 対面 

ボストン・コンサルティング・グループが

提唱した PPM 分析を取り上げ、これらにつ

いて考え、ディスカッションします。 

事前学習として PPM 分析について調べておくこと。 

事後学修として 4 つのポジションのそれぞれの意味

について説明できるか、自己チェックしておいてく

ださい。 

4 時間 

第８回 対面 SWOT 分析について考え、議論します。 

事前学習として SWOT 分析について調べておくこと。 

事後学修として内部環境の強み、弱み、外部環境の機

会、脅威について説明できるか、自己チェックしてお

いてください。 

4 時間 

第９回 対面 
ポーターの競争戦略について考え、ディス

カッションします。 

事前学習としてポーターの競争戦略について調べて

おくこと。 

事後学修としてファイブフォースについて説明でき

るかどうかを自己チェックしてください。 

4 時間 

第１０回 対面 
企業のファイブフォース分析を行い、ディ

スカッションします。 

事前学習として実際の企業を取り上げファイブフォ

ース分析を行っておくこと。 

事後学修としてコストリーダーシップ戦略、差別化

戦略、集中戦略について説明できるかどうかを自己

チェックしてください。 

4 時間 

第１１回 対面 
バーニーのリソースベースドビューにつ

いて考え、ディスカッションします。 

事前学習としてバーニーのリソースベースドビュー

について調べておくこと。 

事後学修としてポーターの競争戦略とバーニーの RB

V の考え方の違いについて説明できるかどうかを自

己チェックしてください。 

4 時間 

第１２回 対面 
VRIO フレームワークを取り上げてディス

カッションします。 

事前学習として VRIOフレームワークについて調べて

おくこと。 

事後学修として経済価値（V）、希少性（R）、模倣困難

性（I）、組織（O）の 4 つの視点について説明できる

かどうかを自己チェックしてください。 

4 時間 

第１３回 対面 
実際の企業について VRIO フレームワーク

をあてはめて、ディスカッションします。 

事前学習として実際の企業の VRIO 分析を行っておく

こと。 

事後学修として企業の経営資源における競争優位に

ついて説明できるかどうかを自己チェックしてくだ

さい。 

4 時間 

第１４回 対面 
ブルーオーシャン戦略を取り上げて、ディ

スカッションします。 

事前学習としてブルーオーシャン戦略について調べ

ておくこと。 

事後学修として従来存在しなかった全く新しい市場

は何かについて説明できるかどうかを自己チェック

してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
全体をまとめます。 

事前学習としてこれまでの講義内容を振り返ってお

くこと。 

事後学修として経営戦略の各論について説明できる

4 時間 
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かどうかを自己チェックしてください。 
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科目名 人的資源管理特論 開講年度 2025 

担当者 城戸 亮 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 
日本の組織の人的資源管理を学びます。経営学における人的資源管理論およびビジネス現場に

おける人的資源管理に関する基礎と応用を学びます。 

授業の目的及び概要 

本授業で扱う人的資源管理論（Human Resource Management）は、企業（組織）の中の人々の働

き方やその管理・運営を対象としています。 

人的資源管理の全般的な知識・考え方について、テキストのうちから、興味・関心のある章を

担当し、講師役として発表してもらいます。また、他の講師役の発表を聞いて、疑問点・論点

について、討議の中から学んでいきます。 

これについて学ぶにしても、多様な面から考えなければなりません。皆さんが関心のある就職

（企業から見れば新卒採用、中途採用、通年採用）を考えれば、その時期だけについても春の

新規（卒業）採用もありますし、それ以外の期間の採用や中途（既卒者）採用もあります。ま

た、雇用（形態）を考えれば、従来からある正規雇用者もあれば、パート・アルバイトがあり、

これ以外にも派遣、出向、地域限定社員のような雇用（形態）があります。企業の人的資源管

理は、その企業の形態や組織の構造という内部の要因だけから影響を受けるわけではありませ

ん。競争企業の動向や、国際化の影響、資金調達や為替に関するお金の問題等のように外部の

要因からも影響を受けています。よって、今日の人的資源管理についても企業の内・外部にあ

る多様な要因と関連付けて考えることが重要です。 

履修条件・留意点 
履修条件はとくにありませんが、労働経済学や労働法、経営学の組織行動論等の知見のあるこ

とが望ましいです。 

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

この授業では、人的資源管理の諸課題について、現実的・具体的に考えていくようにします。

そして、この授業の到達目標は、取り上げるトピックスを中心に、理論的な理解・分析・説明

ができ、実践的な提言ができるようになることが目標です。次に、それらが抱える現実的な課

題について、自分なりの解決法を提案できるようになることが目標です。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業での発表について、それぞれ講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
１からの人的資源管理，西村孝史他編，碩学舎，2022

年 
ISBN 9784502407017 

参考書 
経験から学ぶ人的資源管理 新版，上林憲雄・厨子直之・

森田雅也，有斐閣，2018 年 
ISBN 9784641184398 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

日頃から新聞、ビジネス誌を読み、ビジネス情報に触れて、世界や日本の職場に関する出来事

を把握してください。 

授業では活発な討議を期待しています。積極的に授業に参加するようにしてください。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス：授業の進め方、概要、成績評

価の方法など、ガイダンスを行います。 

第 1 章人的資源管理とは何か 

【予習】テキストを購入し、全体を見て、どのような

内容があるのかを認識しておいてください。興味・関

心のある章など、担当したい章の候補を決めて、ガイ

ダンス時に担当希望を表明できるようにします。 

また、第 1 章を一読し、わからない用語などを調べて

おきます。 

【復習】第 1章を再度読み、理解を確実なものとして

下さい。また、ガイダンスで決まった担当箇所を担当

できるよう準備作業の計画を立てて、準備を進めて

いきます。 

4 時間 

第２回 対面 

第 2 章 組織構造・職場マネジメント 

人的資源管理と組織、組織の時代、分業の

方法、典型的な組織構造：機能別組織と事

業部制組織、会社が想定する社員とは、人

間モデル、代表的なモチベーション理論、

管理者の役割、管理職（マネジャー）とリ

ーダーシップ、人的資源管理から見た管理

職 

【予習】第 2章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。発表者に対する質問項目を考えておき

ます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第３回 対面 

第 3 章日本的経営の成り立ち 

人事異動と長期の人材育成、日本的経営の

「三種の神器」、その他の日本的経営の要

素、能力主義と成果主義 

【予習】第 3章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。発表者に対する質問項目を考えておき

ます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第４回 対面 

第 4 章社員区分制度と格付け制度 

多様な雇用形態と仕事、社員区分制度、社

員区分の基準、社員区分間の均衡問題、非

正社員と外部人材、非正社員の基幹労働力

化、非正社員の類型化、社員格付け制度、

職能資格制度、職務等級制度、役割等級制

度、人材ポートフォリオ、無期転換ルール 

【予習】第４章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。発表者に対する質問項目を考えておき

ます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第５回 対面 

第 5 章採用・定着 

就職活動と入社、企業の採用活動のプロセ

ス、組織社会化、社会化エージェント、就

職と就社、リアリティ・ショック 

【予習】第 5章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。発表者に対する質問項目を考えておき

ます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第６回 対面 

第 6 章評価 

評価の仕組み、評価基準・内容、人事評価

の目的、評価手法、能力評価・情意評価・

行動評価、業績評価と目標管理制度、相対

評価・絶対評価、多面評価、フィードバッ

ク、バイアス、多段階評価、組織的公正、

目標設定理論 

【予習】第 6章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。発表者に対する質問項目を考えておき

ます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第７回 対面 

第 7 章配置・異動 

人事異動、ジョブ・ローテーションの目的、

人事異動の効果、昇進・昇格、昇格管理の

特徴、昇進管理の特徴、出向・転籍の目的、

出向の 2類型 

【予習】第 7章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。発表者に対する質問項目を考えておき

ます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第８回 対面 

第 8 章人材育成とキャリア 

「育つ」と「育てる」の両面性、人材育成

が果たす機能、企業が従業員を「育てる」、

働く人びとが自ら「育つ」、企業による人

材育成の方法、仕事を通じた人材育成、仕

事から離れての人材育成、日本企業におけ

【予習】第 8章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。発表者に対する質問項目を考えておき

ます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 
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る人材育成の実態、人材育成の新たな展開

と課題、エンプロイアビリティとキャリア

開発、タレント・マネジメント、生涯現役

時代の人材育成とキャリア、職場における

学習 

第９回 対面 

第 9 章報酬管理 

給与と待遇の違い、報酬管理の据え方、賃

金管理、総額賃金管理と個別賃金管理、基

本給の決め方、昇給の仕組み、手当と賞与、

福利厚生と退職給付の管理、福利厚生管

理、退職給付管理、期待理論、同一労働同

一賃金 

【予習】第 9章を一読し、わからない用語などを調べ

ておきます。発表者に対する質問項目を考えておき

ます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１０回 対面 

第 10章退職管理・雇用調整 

高齢者雇用、セカンドキャリア、ライフシ

フト、定年・雇用延長、雇用調整、整理解

雇の 4 要件、早期退職、ワークシェアリン

グ、心理的契約 

【予習】第 10章を一読し、わからない用語などを調

べておきます。発表者に対する質問項目を考えてお

きます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１１回 対面 

第 11章労働時間管理 

長時間労働のメカニズム、労働時間の現

状、長時間労働の要因、労働時間短縮と働

き方改革、労働時間制度、労働時間に対す

る規制、多様な労働時間制度、休日と休暇・

休業制度、年次有給制度の現状と課題、育

児・介護休業の現状と課題、ワーク・ライ

フ・バランス 

【予習】第 11章を一読し、わからない用語などを調

べておきます。発表者に対する質問項目を考えてお

きます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１２回 対面 

第 12章健康経営・安全衛生 

健康経営、健康経営の実践、ウェルビーイ

ングへの注目、メンタルヘルス不調者の増

加、職場のメンタルヘルス対策、ストレス

チェック、職場のいじめからハラスメント

へ、ハラスメントのタイプ、ハラスメント

防止の取り組み 

【予習】第 12章を一読し、わからない用語などを調

べておきます。発表者に対する質問項目を考えてお

きます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１３回 対面 

第 13章労使関係 

労働組合の役割、日本の企業別組合、日本

の労働組合の多層性、団体交渉・春闘、労

使協議制、個別的労使関係、労働協議制の

広がり、苦情処理、コミュニケーション 

【予習】第 13章を一読し、わからない用語などを調

べておきます。発表者に対する質問項目を考えてお

きます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１４回 対面 

第 14章ダイバーシティと多様な働き方 

ダイバーシティ、多様な働き方（テレワー

ク、副業）、インクルージョン（Inclusio

n：包摂）、知覚された組織的支援 

第 15章国際人事 

グローバル化に対応した人事施策、国際化

の影響、多国籍企業で働く人材への個別人

事、海外駐在員、現地国籍人材、本国本社

の外国籍人材、グローバル、HRM、国の文

化の測定 

【予習】第 14・15章を一読し、わからない用語など

を調べておきます。発表者に対する質問項目を考え

ておきます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度該当箇所を

読んで理解しておきます。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
日本の働き方第 1 回～第 14 回までの復習 

【予習】ラーニングポータルにある配付資料を読ん

できて下さい。第 1 回～第 15 回までの該当箇所を読

んで、わかりにくいところなどをチェックしておき

ます。 

【復習】授業の内容を思い出し、もう一度資料や第 1

回～第 15回までの該当箇所を読んで理解しておきま

す。 

4 時間 
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科目名 経営情報特論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 津田 博 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 情報技術を活用した経営戦略と業務改革の考察 

授業の目的及び概要 

企業が情報技術（IT）を戦略的に活用し、競争優位性を獲得するための理論と実践を体系的に

学びます。授業では、経営課題を解決し、業務プロセスを革新するための情報技術の役割を理

解し、理論と実践の両面から知識を習得します。学修内容は、次の 3 視点から展開します。①

戦略的視点では、イノベーションやバリューチェーンを通じて競争優位性の確保方法を学びま

す。②最適化視点では、システム化構想やシステム化企画、リスク管理を含む IT 導入のプロセ

スを学習します。③技術活用視点では、AI や IoT などを活用した新たなビジネスモデルの可能

性を探ります。これにより、企業価値の創出と変革の手法を習得します。 

そして、得られた知識に基づき、企業の情報化における課題の発見と解決の方策について議論

し、考察を深めていきます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

・イノベーションやバリューチェーンを通じて、企業が情報技術（IT）を戦略的に活用し、競

争優位性を確保するための理論と実践を理解し、具体的なビジネスシナリオに応用できる。 

・IT 導入プロセスにおけるシステム化構想、システム化企画、リスク管理の重要性を理解し、

業務プロセスの革新に向けた実践的な改善策を提案できる。 

・AIや IoT などの先端技術を活用した新たなビジネスモデルの可能性を探り、企業価値の創出

と変革のための具体的な提案を行う能力を身に付ける。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業内で課した課題やレポートに対しては、講評を行うことでフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業でシステム開発担当者としての業務経験を持ち、システム開発

やプログラミングなどの豊富な経験を有する。本科目では、これらの実務経験を活かした授業

を行う。 

テキスト テキストは使用しません。 ISBN ― 

参考書  ISBN ー 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 主要なイノベーションの知見である「シュ Learning Portalの講義プリントを事前に読んで、発 4 時間 

2025/05/01

84



 

 

ンペーター」「P.F.ドラッカー」「クレイト

ン・ステンセン」「オープン・イノベーシ

ョン」等を解説し、イノベーションの全体

像を把握します。それを基にディスカッシ

ョンを行います。 

表の準備を行い、授業後に復習をしておくこと（4時

間 程度） 

第２回 対面 

バリューチェーン分析により、企業活動を

構造的に理解し、価値創出における各活動

の役割についてディスカッションを行い、

考察します。 

Learning Portalの講義プリントを事前に読んで、発

表の準備を行い、授業後に復習をしておくこと（4時

間 程度） 

4 時間 

第３回 対面 

デジタル成熟度モデルを用いて、組織の現

状を評価し、競争力強化のためのデジタル

化戦略についてディスカッションを行い、

考察します。 

Learning Portalの講義プリントを事前に読んで、発

表の準備を行い、授業後に復習をしておくこと（4時

間 程度） 

4 時間 

第４回 対面 

経営目標を達成するためのシステム化の

必要性を分析し、全体的なシステム化構想

策定のためのディスカッションを行い、考

察します。 

Learning Portalの講義プリントを事前に読んで、発

表の準備を行い、授業後に復習をしておくこと（4時

間 程度） 

4 時間 

第５回 対面 

システム化構想を基に、戦略的かつ具体的

なシステム化企画について、ディスカッシ

ョンを行い、考察します。 

Learning Portalの講義プリントを事前に読んで、発

表の準備を行い、授業後に復習をしておくこと（4時

間 程度） 

4 時間 

第６回 対面 

バランススコアカードの理論と実践を踏

まえ、その活用方法や課題についてディス

カッションを行い、考察します。 

Learning Portalの講義プリントを事前に読んで、発

表の準備を行い、授業後に復習をしておくこと（4時

間 程度） 

4 時間 

第７回 対面 

組織全体のビジネスプロセスと IT 資産の

整合性を図るエンタープライズ・アーキテ

クチャを学び、ディスカッションを行い、

考察します。 

Learning Portalの講義プリントを事前に読んで、発

表の準備を行い、授業後に復習をしておくこと（4時

間 程度） 

4 時間 

第８回 対面 

情報システム投資の効果を定量的・定性的

に評価する手法を解説し、ディスカッショ

ンを行い、考察します。 

Learning Portalの講義プリントを事前に読んで、発

表の準備を行い、授業後に復習をしておくこと（4時

間 程度） 

4 時間 

第９回 対面 

情報システムを適切に選定・調達するため

の RFP（提案依頼書）の作成、ベンダー選

定、契約交渉の方法を解説します。これを

基にシステム調達戦略の立案についてデ

ィスカッションを行い、考察します。 

Learning Portalの講義プリントを事前に読んで、発

表の準備を行い、授業後に復習をしておくこと（4時

間 程度） 

4 時間 

第１０回 対面 

IT サービスの提供と運用を効率化するた

めの IT サービスマネジメント（ITIL）を

解説し、ディスカッションを行い、考察し

ます。 

Learning Portalの講義プリントを事前に読んで、発

表の準備を行い、授業後に復習をしておくこと（4時

間 程度） 

4 時間 

第１１回 対面 

情報システムの安全性や効率性を評価す

るシステム監査を解説し、その適用方法や

課題について ディスカッションを行い、

考察します。 

Learning Portalの講義プリントを事前に読んで、発

表の準備を行い、授業後に復習をしておくこと（4時

間 程度） 

4 時間 

第１２回 対面 

データウェアハウスの設計と構築、BI （ビ

ジネスインテリジェンス）ツールを用いた

意思決定支援を解説し、ディスカッション

を行い、考察します。 

Learning Portalの講義プリントを事前に読んで、発

表の準備を行い、授業後に復習をしておくこと（4時

間 程度） 

4 時間 

第１３回 対面 

人工知能（AI）の基礎を理解し、ビジネス

における活用についてディスカッション

を行い、考察します。 

Learning Portalの講義プリントを事前に読んで、発

表の準備を行い、授業後に復習をしておくこと（4時

間 程度） 

4 時間 

第１４回 対面 

IoT（Internet of Things）の基本概念と

ビジネスモデルへの応用についてディス

カッションを行い、考察します。 

 

Learning Portalの講義プリントを事前に読んで、発

表の準備を行い、授業後に復習をしておくこと（4時

間 程度） 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

これまでの授業内容について、総括を行い

ます。 

情報技術を活用した経営戦略と業務改革に関するレ

ポート課題を作成すること（4時間 程度） 
4 時間 
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科目名 経営情報特論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 津田 博 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ バリューチェーンと経営情報システムのケーススタディ 

授業の目的及び概要 

「経営情報特論Ⅰ」で修得する知識や技能を前提に、現代の企業経営におけるバリューチェー

ンと経営情報システムの事例を取り上げたケーススタディを行い、企業の中長期戦略の策定や

業務改善に資する情報システム戦略や ICT を活用したビジネスモデル、DX の進展についてディ

スカッションをします。ディスカッションを通して、現代の企業経営の運営における諸課題に

対して、経営情報の考え方に基づく解決策を提案する能力の修得を図ります。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

・現代の企業経営において、バリューチェーンと経営情報システムが果たす役割を理解し、具

体的な事例を通じてその分析・活用方法を説明できる。 

・経営情報の視点を用いて、企業の中長期戦略や業務改善に資する情報システム戦略や ICT を

活用した具体的な解決策を提案できる。 

・デジタルトランスフォーメーション（DX）の進展を踏まえ、企業経営における新たなビジネ

スモデルや業務改善策を設計・提案できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授業内で課した課題やレポートに対しては、講評を行うことでフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業でシステム開発担当者としての業務経験を持ち、システム開発

やプログラミングなどの豊富な経験を有する。本科目では、これらの実務経験を活かした授業

を行う。 

テキスト テキストは使用しません。 ISBN ― 

参考書  ISBN ― 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
企業における情報化の歴史を解説し、ディ

スカッションを行います。 

企業における情報化の歴史に関する調査を行い、授

業で報告し、授業後に復習すること（4 時間程度） 
4 時間 

第２回 対面 

組織と業務、情報システム全体像を取り上

げ、ICT によるソリューションについてデ

ィスカッションを行い、考察します。 

組織と業務、情報システム全体像の事例調査を行い、

授業で報告し、授業後に復習すること（4 時間程度） 
4 時間 

2025/05/01

86



 

 

第３回 対面 

営業企画業務の事例を取り上げ、ICTによ

るソリューションについてディスカッシ

ョンを行い、考察します。 

営業企画業務の ICT ソリューションに関して調査を

行い、授業で報告し、授業後に復習すること（4 時間

程度） 

4 時間 

第４回 対面 

Webマーケティングの事例を取り上げ、IC

Tによるソリューションについてディスカ

ッションを行い、考察します。 

Webマーケティングに関して調査を行い、授業で報告

し、授業後に復習すること（4時間程度） 
4 時間 

第５回 対面 

CRM（Customer Relationship Managemen

t）の事例を取り上げ、ICT によるソリュー

ションについてディスカッションを行い、

考察します。 

CRM（Customer Relationship Management）に関して

調査を行い、授業で報告し、授業後に復習すること（4

時間程度） 

4 時間 

第６回 対面 

受注業務の事例を取り上げ、ICTによるソ

リューションについてディスカッション

を行い、考察します。 

受注業務の ICTソリューションに関して調査を行い、

授業で報告し、授業後に復習すること（4 時間程度） 
4 時間 

第７回 対面 

生産管理の ICT ソリューションに関して

調査を行い、授業で報告し、授業後に復習

すること（4 時間程度） 

生産管理の ICTソリューションに関して調査を行い、

授業で報告し、授業後に復習すること（4 時間程度） 
4 時間 

第８回 対面 

調達業務の事例を取り上げ、ICTによるソ

リューションについてディスカッション

を行い、考察します。 

調達業務の ICTソリューションに関して調査を行い、

授業で報告し、授業後に復習すること（4 時間程度） 
4 時間 

第９回 対面 

物流業務の事例を取り上げ、ICTによるソ

リューションについてディスカッション

を行い、考察します。 

物流業務の ICTソリューションに関して調査を行い、

授業で報告し、授業後に復習すること（4 時間程度） 
4 時間 

第１０回 対面 

サプライチェーンマネジメント（SCM）SCM

（Supply Chain Management）の事例を取

り上げ、ICT によるソリューションについ

てディスカッションを行い、考察します。 

SCM（Supply Chain Management）に関して調査を行

い、授業で報告し、授業後に復習すること（4 時間程

度） 

4 時間 

第１１回 対面 

経理業務の事例を取り上げ、ICTによるソ

リューションについてディスカッション

を行い、考察します。 

経理業務の ICTソリューションに関して調査を行い、

授業で報告し、授業後に復習すること（4 時間程度） 
4 時間 

第１２回 対面 

人事業務の事例を取り上げ、ICTによるソ

リューションについてディスカッション

を行い、考察します。 

人事業務の ICTソリューションに関して調査を行い、

授業で報告し、授業後に復習すること（4 時間程度） 
4 時間 

第１３回 対面 

法務業務の事例を取り上げ、ICTによるソ

リューションについてディスカッション

を行い、考察します。 

法務業務の ICTソリューションに関して調査を行い、

授業で報告し、授業後に復習すること（4 時間程度） 
4 時間 

第１４回 対面 
ＤＸ化の事例を取り上げ、ディスカッショ

ンを行い、考察します。 

DX 化に関して調査を行い、授業で報告し、授業後に

復習すること（4時間程度） 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

これまでの授業内容について、総括しま

す。 

経営情報システムに関するレポート課題を作成する

こと（4 時間程度） 
4 時間 
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科目名 情報処理特論 開講年度 2025 

担当者 津田 博 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 人工知能（AI）を支える機械学習について、Python プログラミングを通して学修する。 

授業の目的及び概要 

本講義では、現代の企業経営（マーケティングや営業、生産管理、顧客サポート等）において

必要とされるデータの活用・分析能力を身につけるために、人工知能（AI）の一種である機械

学習の手法を修得することを目的とします。Python プログラミングによるデータ解析によって

情報処理の実践的な能力を養成します。 

履修条件・留意点 毎回に復習において、授業内容を確認すると同時に、発展問題の練習も行って下さい。 

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

・Python の基本的な文法を理解し、コーディングをすることができる。 

・教師あり学習による分類、回帰の原理を理解する。 

・機械学習により、問題解決や利活用への応用力を養う。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 前回の復習を兼ねて毎回提出される課題について講評・コメントします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業でシステム開発担当者としての業務経験を持ち、システム開発

やプログラミングなどの豊富な経験を有する。本科目では、これらの実務経験を活かした授業

を行う。 

テキスト 

第１回から第３回：講義プリントを配布します。 

第４回から第１５回：スッキリわかる Python による

機械学習入門、須藤秋良・ 株式会社フレアリンク、イ

ンプレス、2020 年 

ISBN 9784295009948 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 40 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

演習課題を授業時間中にパソコンを用いて取り組み、その成果の提出を求めます。課題に取り

組む時間中は質問や相談は自由に行ってください。できるだけ、自分のノートパソコンを授業

に持参して、プログラムを実践するようにしてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

Python プログラミングを学習する意義と

実行環境の構築 

・基本演算と変数 

Learning Portalの講義プリントをよく読み、演習課

題について、予習しておくようにして下さい。（2 時

間） 

授業中に解説したプログラミング演習課題を自ら実

行し、レポートを提出して下さい。（2 時間） 

4 時間 

第２回 対面 Pythonプログラミングの基礎 Learning Portalの講義プリントをよく読み、演習課 4 時間 
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・制御構造 

・要素をもつデータ型 

題について、予習しておくようにして下さい。（2 時

間） 

授業中に解説したプログラミング演習課題を自ら実

行し、レポートを提出して下さい。（2 時間） 

第３回 対面 

Pythonプログラミングの基礎 

・関数の利用 

・引数と戻り値 

Learning Portalの講義プリントをよく読み、演習課

題について、予習しておくようにして下さい。（2 時

間） 

授業中に解説したプログラミング演習課題を自ら実

行し、レポートを提出して下さい。（2 時間） 

4 時間 

第４回 対面 

AI と機械学習 

・人工知能（AI)とは 

・機械学習とは 

・ディープラーニングとニューラルネッ

トワーク 

テキスト第１章を事前に読んでください。（2 時間） 

授業中に解説したプログラミング演習課題を自ら実

行し、レポートを提出して下さい。（2 時間） 

4 時間 

第５回 対面 

機械学習に必要な基礎統計学 

・データの種類 

・基本統計量 

・統計学でよく使われるグラフ 

テキスト第２章を事前に読んでください。（2 時間） 

授業中に解説したプログラミング演習課題を自ら実

行し、レポートを提出して下さい。（2 時間） 

4 時間 

第６回 対面 

機械学習によるデータ分析の流れ 

・目的の明確化 

・データの収集と前処理 

・モデルの選択と学習 

・モデルの評価 

テキスト第３章を事前に読んでください。（2 時間） 

授業中に解説したプログラミング演習課題を自ら実

行し、レポートを提出して下さい。（2 時間） 

4 時間 

第７回 対面 

機械学習の体験 

・きのこ派とたけのこ派に分類する 

・pandos 超入門 

・データの前処理 

・モデルの準備と機械学習の実行 

・モデルの評価 

・モデルの保存 

テキスト第４章を事前に読んでください。（2 時間） 

授業中に解説したプログラミング演習課題を自ら実

行し、レポートを提出して下さい。（2 時間） 

4 時間 

第８回 対面 

分類１：アヤメの判別(1) 

・アヤメの花を分類する 

・データの前処理 

・モデルの作成と学習 

テキスト第５章を事前に読んでください。（2 時間） 

授業中に解説したプログラミング演習課題を自ら実

行し、レポートを提出して下さい。（2 時間） 

4 時間 

第９回 対面 

分類１：アヤメの判別(2) 

・モデルの作成と学習 

・モデルの評価 

・決定木の図の作成 

テキスト第５章を事前に読んでください。（2 時間） 

授業中に解説したプログラミング演習課題を自ら実

行し、レポートを提出して下さい。（2 時間） 

4 時間 

第１０回 対面 

回帰１：映画の興行収入の予測(1) 

・映画の興行収入を予測する 

・データの前処理 

・モデルの作成と学習 

テキスト第６章を事前に読んでください。（2 時間） 

授業中に解説したプログラミング演習課題を自ら実

行し、レポートを提出して下さい。（2 時間） 

4 時間 

第１１回 対面 

回帰１：映画の興行収入の予測(2) 

・モデルの作成と学習 

・モデルの評価 

・回帰式による影響度の分析 

テキスト第６章を事前に読んでください。（2 時間） 

授業中に解説したプログラミング演習課題を自ら実

行し、レポートを提出して下さい。（2 時間） 

4 時間 

第１２回 対面 

分類２：客船沈没事故での生存予測 

・客船沈没事故から生き残れるかを予測 

・データの前処理 

・モデルの作成と学習 

・モデルの評価 

・決定木による特徴量の考察 

テキスト第７章を事前に読んでください。（2 時間） 

授業中に解説したプログラミング演習課題を自ら実

行し、レポートを提出して下さい。（2 時間） 

4 時間 

第１３回 対面 

回帰２：住宅の平均価格の予測 

・住宅平均価格を予測する 

・データの前処理 

・モデルの作成と学習 

・モデルの評価とチューニング 

テキスト第８章を事前に読んでください。（2 時間） 

授業中に解説したプログラミング演習課題を自ら実

行し、レポートを提出して下さい。（2 時間） 

4 時間 
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第１４回 対面 

教師あり学習の総合演習 

・これまでのまとめ 

・練習問題：金融機関のキャンペーン 

テキスト第９章を事前に読んでください。（2 時間） 

授業中に解説したプログラミング演習課題を自ら実

行し、レポートを提出して下さい。（2 時間） 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

人工知能（AI)の利用例 

まとめ 

機械学習に関するレポート課題を作成すること。（4

時間） 
4 時間 
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科目名 マーケティングリサーチ特論 開講年度 2025 

担当者 深瀬 澄 配当年次 修士 2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 市場動向と消費行動の分析手法 

授業の目的及び概要 

本講義では、製品開発、広告、市場導入、ブランド化、顧客創造など、マーケティングの各段

階の問題を分析対象とします。どれも私たちの日常生活に身近なテーマですが、経営が求める

解決策を得るのはそうたやすくありません。生活様式の変化やインターネット・SNS の出現等

によって、消費者の情報伝達経路、行動価値観が、これまでとは大きく変化してきているから

です。そこで本講義では、マーケティングにおける具体的なシーンでの状況を「経験や勘や度

胸（KKD）」に頼らずに、市場と消費者を読み解くためのさまざまな統計手法を駆使し、科学的

な分析力を養い、迅速で的確な「次の一手」を講じていくことを目指します。フリーの統計ソ

フトを用いて、実際に科学的な分析にトライしながら学びます。 

実証分析によるアプローチをしている受講生の研究については、本人の希望があれば、学外の

学会報告、論文投稿のレベルに引き上げるよう支援もします。 

履修条件・留意点 

M1 の「ビジネス統計特論」で学んだ統計手法をベースに、分析手法を拡充してマーケティング

戦略に応用します。 

受講生の要望があれば、授業計画に固執せず、弾力的に研究テーマに対応します。 

授業計画に記していませんが、人工知能（生成系 AI を除く）を用いたデータ分析にも対応しま

す。 

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

到達目標は、教科書の分析手法を各自の研究で実践し、新しく創造された知見を情報発信する

こと、即ち以下です。 

１．学会報告を経験する。 

２．学外の研究コンテストに論文を投稿する。 

上記目標の達成には、以下をクリアすることが必要です。 

３．科学的な思考法力（数式計算も含む）と、解りやすく説明するためのスキルを向上させる。 

４．市場と消費者を読み解くためのさまざまなマーケティング・リサーチの手法を修得する。 

５．そのために、Excel 以外のフリーソフトの操作方法にも慣れる必要がある。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

メインとなる学修はゼミ形式によるテキストの輪読であり、理解を助け実践力を養うために、

適宜、フリーソフトを利用してパソコン実習も行う。 

テキストを輪読し、マーケティングの各段階での目的に応じて用いられるリサーチ手法の考え

方を学ぶ。 

毎回、全員に下読みをしてきてもらい、理解できなかった箇所とその理由を授業始めに答えて

もらう。 

報告者はテキストを丸読みするのではなく、報告資料（Word 版）を配り、プロジェクターを使

用して、理解できた内容をわかりやすく解説することを期待する。 

教員より報告に対するフィードバックを行い、必要に応じて補足説明をする。報告の後、マー

ケティング担当者が現場でとるべき行動について話し合いも行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、

報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
①現代マーケティング・リサーチ（新版），照井伸彦・

佐藤忠彦，有斐閣，2022 年 
ISBN ①9784641166080 

参考書 

①R で学ぶマーケティングリサーチ，長畑秀和，日科

技連，2022 年 

②『マーケティング・サイエンス入門 市場対応の科

学的マネジメント（新版）』，古川一郎・守口剛・阿部

ISBN 
①9784817197702 

②9784641124387 
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誠，有斐閣アルマ，2018 年 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 40 

その他の内容 修士論文における実証分析 

この科目の受講に 

あたって 

データサイエンス・コースとして、修士論文には、文献研究に加えて、実証研究または理論研

究の要素を含むことを期待する。 

修士レベルの統計手法は、標準の EXCEL には装備されていないため、専門的なソフトウエアの

使い方にも習熟する必要がある。 

実証研究では、分析結果が仮説と乖離し、計画とおりに進捗しない場合もある。 

苦しい状況下でも研究倫理を遵守して前進させる強靱な精神力と、柔軟な対応力が必要である。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

第１回  ガイダンス 

前期の授業のねらいと進め方など授業の

概要を説明する。 

【復習】次回からの実習に備え。フリーのソフトウエ

アＲをインストールして、動作を確認しておいて下

さい。 

4 時間 

第２回 対面 
第２回 

データの取得と整理 

【予習】テキストの第２章を熟読してきてください

（2時間程度）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

下さい（2時間程度）。 

4 時間 

第３回 対面 
第３回 

サンプリング 

【予習】テキストの第３章を熟読してきてください

（2時間程度）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

下さい（2時間程度）。 

4 時間 

第４回 対面 

第４回  市場反応分析（Ⅰ） 

回帰モデル 

重回帰モデル 

弾力性 

【予習】テキストの第５章を熟読してきてください

（2時間程度）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

下さい（2時間程度）。 

4 時間 

第５回 対面 
第５回 市場の発見と知覚マップ   

因子分析によるブランド力調査 

【予習】テキストの第６章を熟読してきてください

（2時間程度）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

下さい（2時間程度）。 

4 時間 

第６回 対面 

第６回  市場セグメンテーションとター

ゲティング 

STPアプローチ 

クラスター分析 

【予習】テキストの第７章を熟読してきてください

（2時間程度）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

下さい（2時間程度）。 

4 時間 

第７回 対面 
第７回  製品開発 

コンジョイント分析よる消費効用測定 

【予習】テキストの第８章を熟読してきてください

（2時間程度）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

下さい（2時間程度）。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 

第８回  新製品の普及 

バスモデル 

【予習】テキストの第９章を熟読してきてください

（2時間程度）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

下さい（2時間程度）。 

4 時間 

第９回 対面 

第９回  顧客の管理 

RFM分析 

分散分析 

ロジスティック回帰分析 

【予習】テキストの第 10 章を熟読してきてください

（2時間程度）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

下さい（2時間程度）。 

4 時間 
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第１０回 対面 
第１０回  市場反応分析（Ⅱ） 

離散選択モデルによるブランド選択分析 

【予習】テキストの第 11 章を熟読してきてください

（2時間程度）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

下さい（2時間程度）。 

4 時間 

第１１回 対面 

第１１回  ブランドと属性の同時マップ 

コレスポンデンス分析による顧客のポジ

ショニング 

【予習】テキストの第 12 章を熟読してきてください

（2時間程度）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

下さい（2時間程度）。 

4 時間 

第１２回 対面 

第１２回  マーケットバスケットとクロ

スセリング 

アソシエーション分析による関連商品の

紹介 

【予習】テキストの第 13 章を熟読してきてください

（2時間程度）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

下さい（2時間程度）。 

4 時間 

第１３回 対面 
第１３回  定性調査データの分析 

共分散構造分析による顧客満足度分析 

【予習】テキストの第章を熟読してきてください（2

時間程度）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

下さい（2時間程度）。 

4 時間 

第１４回 対面 第１４回  修士論文の報告と指導 
各自の研究の実証分析の部分をバージョンアップし

て下さい。 
4 時間 

第１５回 対面 第１５回  修士論文の報告と指導 
各自の研究の実証分析の部分をバージョンアップし

て下さい。 
4 時間 
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科目名 ビジネス統計特論 開講年度 2025 

担当者 深瀬 澄 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 経営学研究、修士論文作成に用いる数量データの分析手法 

授業の目的及び概要 

マーケティング・商品開発、行動経済学、人的資源管理、管理会計分野の学術的な実証的研究

をするために必要な統計分析手法を「研究リテラシー」として全員が修得する。授業では、経

営学分野を中心とする様々な社会科学・人文科学系で共通に用いられている比較的易しい手法

について、統計学的な考え方と学術的な理論構築における使用例を解説し、PC 実習でソフトウ

エアの具体的な操作方法を体得する。社会心理学系のデータを多く扱うが、経営学研究では、

意思決定（戦略論）、購買心理（マーケティング）、モチベーション（労務管理）、無形資産（会

計学）等々、目に見えない意識・感情等の「構成概念」の分析が極めて重要であるため、最も

役立つと考えている。 

履修条件・留意点 
M1 生は、春学期に履修指定となっている。 

春休み中の入学前に実施される［統計学入門講座]の受講を前提としている。 

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

１．因子分析を用いて、インタンジブルな（目に見えない）影響要因の本質を解明し、影響力

を測定できる。 

２．重回帰分析で生じる統計的な問題に対して適切に対処し、結論を誤らずに導くことができ

る。 

３．ある要因の影響について、他の条件の統一が困難な場合でも統計的な調整を施し、複数の

集団間を比較して仮説検定をすることができる。 

４．原因と結果との因果関係に対して、外部からの影響力（調整効果）の強さを求めることが

できる。 

５．原因と結果との因果関係において、直接効果と他の媒介変数を経由する間接効果（媒介効

果）に分解し、それぞれの影響力を求めることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

１．講義内容に関する質問については、授業内で受け付けて回答する。 

２．PC 実習の質問については、復習時にオンデマンド動画で対応する。 

３．テストに対しては、正解と講評を示しフィードバックする。 

４．授業改善のためのアンケートを実施し、回答結果に対する改善案を示しフィードバックす

る。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
反転授業／フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
①社会心理学のための統計学，清水裕士・荘島宏二郎，

誠信書，2017 年 
ISBN ①9784414301892 

参考書 

①教育を科学する力、教師のための量的・質的研究方

法，石川美智子・松本みゆき，学術出版界，2018 年 

②リサーチ・デザイン，田村正紀，白桃書房，2006 年 

ISBN 
①9784865843194 

②9784561264576 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 15 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 35 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 20 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 30 

その他（％） 0 
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その他の内容 0 

この科目の受講に 

あたって 

英国で研究をされた亀田教授によれば、世界標準の経営学研究は、理論をより厳密化し科学的

に考察するために、統計分析を重視する潮流がみられるそうである。現在では、研究手法が従

来のケーススタディを中心とする帰納法的アプローチから、仮説を立ててデータを集め、統計

処理して分析する演繹的アプローチが主流になっている。ここで、研究テーマは無数にあるが、

分析に用いる統計手法は限られていることに気づいて欲しい。つまり分野横断的に分析の流れ

は類似しており、特にマーケティング分野では消費者心理、購買行動、商品開発、広告効果、

デザイン選好等の分析に心理学的な統計手法が積極的に導入されてきたのである。 

本授業で扱う多変量解析や媒介効果分析等は、Excel で分析できるレベルを超えているため、

PC 実習では専門のフリーソフトを用いる。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

第１章 心についての構成概念の測定① 

「構成概念」の測定尺度と実習で使うソフ

トウエア１ 

「態度」とは、体験より獲得する心の状態

で、人の周りの対象に対して、行動を起こ

したり変えたりする構成概念である。例え

ばファンの心理を直接に測定することは

できないが、支援願望、憧憬、到達目標、

生き甲斐、献身・自己犠牲等の感情の度合

いより推定される。このようにそれ自体は

直接には観測できないが、現象を説明する

のに便利な科学的な仮定を構成概念とい

う。構成概念の測定法を「態度」を事例と

して講義する。 

テキスト pp.1-18 を理解すること。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】フリーソフトウエアをインストールして、動

作を確認して下さい。（2 時間） 

4 時間 

第２回 対面 

第１章 心についての構成概念の測定② 

「構成概念」の測定尺度と実習で使うソフ

トウエア２ 

第１講 「自尊心」の測定方法 

第２講 分析に用いる統計手法 

第 3 講 フリーソフトウエアによる PC 実

習： データ読込、データ変換、基本統計、

ヒストグラム、I-T 相関 

【予習】テキスト pp.1-18 を熟読してくること（2時

間） 

【復習】オンデマンドの PC 実習動画教材を視聴し。

実習課題を提出して下さい（2時間） 

4 時間 

第３回 対面 

第２章 対人認知構造を明らかにする 

因子分析 1 潜在因子の抽出 

無数にある色彩も、わずか３色の原色で構

成されている。このように複雑な観測デー

タ（結果）を、少ない潜在因子（原因とす

る構成概念）に集約し、因子の意味を割り

出す統計手法を因子分析という。 

「他人に対する印象形成の構造解明」を分

析事例とし、因子分析の手法を説明する。 

ある人物 A の印象について 10 項目の質問

を行い得られた回答者 200 人の評価結果

より、人の印象がどのような潜在的要因に

よって形成されているのか、因子分析によ

る構造解明を実習する 

テキスト pp.20-28を理解すること。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】オンデマンドの PC 実習動画教材を視聴し。

実習課題を提出して下さい（2時間）。 

4 時間 

第４回 対面 

第２章 対人認知構造を明らかにする② 

因子分析3 因子得点と尺度得点による類

型化とポジショニング 

人は幼児期の親子関係から愛情を得るた

めの心の仕組み（愛着）を形成し（内的作

業モデル）、成人後の自己や他者に対して

持つ期待や信念の個人差のことを「成人の

テキスト pp.29-39を理解すること。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】オンデマンドの PC 実習動画教材を視聴し。

実習課題を提出して下さい（2時間）。 

4 時間 
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愛着スタイル」という。 

「成人の愛着スタイル」について、Bartho

lmew&Hoerwitz(1991)は、「自己に対する自

信」と「他者に対する信頼」の測定尺度に

よる座標系を想定し、それぞれの回答者を

座標上の因子得点（構成概念の測定値）に

位置付け、４タイプに類型化した。ここで

は、日本の測定尺度研究事例の短縮版を用

いて、サンプルデータの類型化を実習す

る。 

第１講 因子分析の理論 

第２講 因子分析の手順と分析 

第３講 パソコン実習（別の動画） 

第４講 マーケティングリサーチへの応

用 

第５回 対面 

第３章 他者への期待や信念の類型化－

尺度の信頼性と妥当性 

因子分析4 因子分析のディテールよ分析

結果の評価 

前回作成した因子得点を測定する評価尺

度の信頼性（安定性と一貫性）をクローン

バックα係数、ω係数等を用いて評価し、

妥当性（関連基準、内容的、構成概念）に

ついても検討をする。 

第 1 項 マーケティングにおける他者理

解の意義 

第 2 講 愛着スタイルと先行研究 

第 3 講 実習の分析内容：「学生の恋人に

対する想い」 

第 4 講 因子分析３（上級者編） 

第 5 講 尺度の信頼性と妥当性の検討 

第 6 講 被験者の測定結果 

テキスト pp.40-56を理解すること。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】オンデマンドの PC 実習動画教材を視聴し。

実習課題を提出して下さい（2時間） 

4 時間 

第６回 対面 
STP戦略におけるポジショニング 

因子分析の応用 

テキストにはありません。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください。 

【復習】実習課題を提出して下さい。 

4 時間 

第７回 対面 

第４章 似ている人は好き 

回帰分析1 単回帰分析と分析結果の評価 

他者のことを好きになることを「対人魅

力」という。Byrne＆Nelson（1965）によ

る「初対面でも、自分と「態度」が似てい

る人を好きになる」とする「類似性魅力仮

説」の実証事例について、単回帰分析の実

習をする。単回帰の既習者も多いだろう

が、ここではより専門的に、回帰分析を実

行するための前提（残差の独立性・分散均

一性・正規性）や予測力の評価にも留意す

る。 

第 1 講 類似性魅力仮説 

第 2 講 回帰分析の理論 

第 3 講 本日の実習概要 

第 4 講 出力結果の解釈 

テキスト pp.57-72を理解すること。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください。 

【復習】実習課題を提出して下さい。 

4 時間 

第８回 対面 

第５章 一緒にいたい気持ちを予測する

  

回帰分析2 重回帰分析に因子分析の結果

を利用する 

「ある対象と関りをもちたい」という心理

テキスト pp.73-90を理解すること。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください 

【復習】実習課題を提出して下さい 

4 時間 
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的な強度を「コミットメント」という。Ru

sbult（1980）は、「対人関係へのコミット

メントがどのように形成されるのか」につ

いて、「コミットメント＝関係に近づける

力−遠避ける力＋留めようとする力」の葛

藤であるとする「投資モデル」を用いて解

明した。しかし、分析に用いるデータは構

成概念であり直接には計測できない。そこ

で因子分析によりこれらの因子得点を測

定し、重回帰分析に利用するのである。 

「コミットメントを予測する投資モデル」

にいて、３つの説明変数の影響力を比較

し、多重共線性の問題とその解決について

検討する。 

第 1 講 イントロダクション 

第 2 講 ラズバルトの投資モデル 

第 3 講 本日の実習概要 

第 4 講 重回帰分析と偏回帰係数 

第 5 講 効果量と標準偏回帰係数 

第 6 講 多重共線性の問題 

第９回 
オンデ

マンド 

中間試験の講評と正解 

第１講 中間試験の講評 

第２講 中間試験の正解 

第３講 授業改善アンケート結果報告 

試験範囲の復習（４時間） 4 時間 

第１０回 対面 

共第 6 章 集団への所属意識を予測する

ものは① 

分散分析(ANCOVA)1 効果比較の分析 

変数間の因果関係を分析する「共分散構造

分析」と、グループ間の平均との差を検定

する「共分散分析」は別な分析手法である。

共分散分析を学ぶ前の準備として、分散分

析を復習しておく。 

第 1 講 一要因分散分析 

第 2 講 2要因分散分析とは 

第 3 講 2要因分散分析の理論 

第 4 講 多重比較の補足説明 

テキストにはありません 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください 

【復習】実習課題を提出して下さい（2 時間） 

4 時間 

第１１回 対面 

第 6 章 集団への所属意識を予測するも

のは② 

共分散分析(ANCOVA)2 共分散分析と重回

帰分析の関係 

自分を集団によって定義したり認識する

ことを「社会的アイデンティティ」といい、

それは集団内における他集団との区別の

意識の有無より実証される。「他社との比

較」により、「自社への愛着度」が高まる

かを共分散分析により検証する。この分析

に必要な不等価群事前事後テスト計画、余

剰変数の統制、共変量などの考え方につい

て講義する。「他社との比較」意識による

「自社への愛着度」の促進効果について、

①実験群と統制群との「共分散分析」、②

ダミー変数を用いた重回帰分析によって、

分析実習をする。 

第０講 インターナルマーケティング 

第１講 社会的アイデンティティ理論 

第２講 第３講 共分散分析 

第４講 共分散分析と重回帰分析実験と

準 

テキスト pp.91-106 を理解すること。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください。 

【復習】オ実習課題を提出して下さい。 

4 時間 
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第１２回 対面 

第 7 章 リーダーシップ・スタイルの相乗

効果 

階層的重回帰分析と調整効果分析1 調整

効果分析の概要 

三隅(1996)の PM 理論では、リーダーシッ

プの機能には、P（Performance：課題達成）

機能と M(Maintenance：関係維持)機能の

２つがあるとし、リーダーシップ・スタイ

ルを両機能の高低の組合せで４つに類型

化した。P 型リーダー、M 型リーダーによ

るモチベーション管理において、残る他方

の機能による調整効果（相乗効果）につい

て、階層的重回帰分析を用いて検証する。

単純勾配変化からも検討する。 

なお、この考え方を、新製品の開発、顧客

満足度改善等、多方面のマーケティング戦

略に応用することを期待している。 

第 1 講 リーダーシップ研究の系譜 

第 2 講 交互作用とは 

第 3 講 ＰＭ理論と本日の分析概要 

第 4 講 調整効果分析の理論 

テキスト pp.107-125 を理解すること。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください 

【復習】実習課題を提出して下さい 

4 時間 

第１３回 対面 

第８章 心の文化差を説明する媒介効果

分析 

媒介効果分析 

「自分に対して、人は危害を加えない」と

いう意識を一般的信頼という。Yuuki et 

al.(2007)は、「流動性が高い環境では一般

的信頼が必要だが、人間関係が固定的な環

境では不要」、すなわち、「関係流動性が一

般的信頼に関する文化の差の要因である」

とした。「日米間の一般的信頼の文化の差

に、関係流動性が影響している」という仮

説について、媒介分析による 4段階の手続

きを踏む実証を実習する。さらに「日米間

の一般的信頼の文化の差における関係流

動性による間接効果」の有意性について、

①ソベル検定、②ブートストラップ法を用

いた検定を実習する。 

テキスト pp126-141 を理解すること。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください 

【復習】実習課題を提出して下さい 

4 時間 

第１４回 対面 

定性分析と数量化理論 

第１講  定量分析と定性分析  

第２講 クロス集計 

第３講  χ2（カイ 2乗）検定 

第４講 残差分析 

第５講 周辺分布 

第６講 ベイズの定理 

テキストにはありません。 

【予習】オンデマンドの講義動画教材を視聴してき

てください（2 時間） 

【復習】オンデマンドの PC 実習動画教材を視聴し。

実習課題を提出して下さい（2時間） 

4 時間 

第１５回 対面 

学期末試験に備えて 

中間試験以降の後半の授業で勉強してき

たことを総括する。 

試験範囲の復習（４時間） 4 時間 
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科目名 財務会計特論Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 島本 克彦 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 財務会計の基礎理論を学ぶ 

授業の目的及び概要 

本講義では、企業の情報開示制度における中心的手段である財務諸表について、当該制度が成

立する歴史的背景を理解し、各財務諸表要素の認識、測定および表示・開示に関する基本的思

考を中心に検討し、営利組織体の財務会計問題を中心に考察する。そして、財務諸表の経済社

会における役立ちと、その作成の基礎にある思考について理解し、現代経済社会における財務

会計問題の解決策についてディスカッションできる能力を修得する。 

履修条件・留意点 
株式会社の簿記について日商簿記 3 級程度の知識が必要です。留意点として、必ずテキストを

購入し、予習・復習を行ってください。なお、理由なき欠席は認めません。 

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

この授業では、企業の情報開示制度における中心的手段である財務諸表について、当該制度が

成立する歴史的背景を理解し、各財務諸表要素の認識、測定および表示・開示に関する基本的

思考を修得し、財務会計の課題や問題を発見することができる。さらに、比較の対象として非

営利組織体の財務会計問題ついても取り上げ、現代経済社会における財務会計問題の解決策を

提案できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題については、授業中に解説及び講評を行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
新・現代会計入門 第 6 版，伊藤邦雄 ，日経 BP 日本

経済新聞出版，2024 年 
ISBN 9784296120048 

参考書 必要に応じて適宜指示・紹介する。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目を深く理解するためには、簿記の知識が必須となる。各自簿記については学んでおく

こと。また、講義に出席し、参考書や配布資料を利用して事前・事後学修を必ず行う。いうま

でもないが病気等以外の欠席は禁じる。積極的な演習活動を望む。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

授業の進め方、授業の内容についてのオリ

エンテーションを行い、序章 現代の企業

会計について学修する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

4 時間 
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メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

第２回 対面 

第Ⅰ部 第２章 企業会計の本質とフレ

ームワーク(Accounting Today)について

学修する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第３回 対面 

第２章 企業会計の本質とフレームワー

ク(Theory and History)について学修す

る。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第４回 対面 
第３章 会計制度の論理と体系(Accounti

ng Today)について学修する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第５回 対面 
第３章 会計制度の論理と体系(Theory a

nd History)について学修する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第６回 対面 
第４章 企業のディスクロージャー(Acco

unting Today)について学修する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第７回 対面 

第４章 企業のディスクロージャー(Theo

ry and History)・統合報告について学修

する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第８回 対面 簿記の基礎・基本について学修する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のビデオ授業に向けた準備をしてください（2 時間程

度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第９回 対面 
第５章 損益計算書のパラダイム(Theory

 and History)について学修する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第１０回 対面 
第６章 経営パフォーマンスの測定と表

示(Accounting Today)について学修する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第１１回 対面 
第６章 経営パフォーマンスの測定と表

示(Theory and History)・キャッシュ・フ

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）
4 時間 
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ローについて学修する。 をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

第１２回 対面 
第Ⅲ部 第７章 貸借対照表のパラダイ

ム(Accounting Today)について学修する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第１３回 対面 
第７章 貸借対照表のパラダイム(Theory

 and History)について学修する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第１４回 対面 
第８章 資産の会計(Accounting Today)

について学修する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
会計の機能について 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返る（2 時間程度）。 

4 時間 
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科目名 財務会計特論Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 島本 克彦 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 財務会計の基礎理論を学ぶ。 

授業の目的及び概要 

本講義では、企業の情報開示制度における中心的手段である財務諸表について、当該制度が成

立する歴史的背景を理解し、各財務諸表要素の認識、測定および表示・開示に関する基本的思

考を中心に検討し、営利組織体の財務会計問題を中心に考察する。そして、財務諸表の経済社

会における役立ちと、その作成の基礎にある思考について理解し、現代経済社会における財務

会計問題の解決策についてディスカッションできる能力を修得する。また、会計専門職の制度

説明会や最近の会計の動向に関する講演会を講義の一環として行う。 

履修条件・留意点 

株式会社の簿記について日商簿記 3 級程度の知識が必要である。留意点として、必ずテキスト

を購入し、予習・復習を行い、理由なき欠席は認めない。またこの科目を履修するにあたって

は、財務会計特論Ⅰの履修が必要である。財務会計特論Ⅰを履修していることが条件である。 

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

この授業では、企業の情報開示制度における中心的手段である財務諸表について、当該制度が

成立する歴史的背景を理解し、各財務諸表要素の認識、測定および表示・開示に関する基本的

思考を修得し、財務会計の課題や問題を発見ことができる。さらに、比較の対象として非営利

組織体の財務会計問題ついても取り上げ、現代経済社会における財務会計問題の解決策を提案

できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題については、授業中に解説及び講評を行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
新・現代会計入門 第 6 版，伊藤邦雄，日経 BP 日本経

済新聞出版，2024 年 
ISBN 9784296120048 

参考書 必要に応じて適宜指示・紹介する。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この科目を深く理解するためには、簿記の知識が必須となる。各自簿記については学んでおく

ようする。また、講義に出席し、テキストや配布資料を利用して事前・事後学修を必ず行う。

いうまでもないが病気等以外の欠席は禁じる。積極的な演習活動を望む。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
第 8 章 資産の会計(Theory and Histor

y)・減価償却 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

4 時間 
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・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

第２回 対面 
第 9 章 持分の会計(Theory and Histor

y)・負債と資本の区分について学修する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第３回 対面 
第Ⅳ章 第 10 章 金融商品の会計(Accou

nting  Today)について学修する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第４回 対面 
第 10章 金融商品の会計(Theory and Hi

story)について学修する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第５回 対面 
第 11 章 従業員給付の会計(Accounting 

 Today)について学修する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第６回 対面 
第 11章 従業員給付の会計(Theory and 

History)について学修する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第７回 対面 
第Ⅴ章 第 12 章 連結グループの会計(A

ccounting  Today)について学修する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第８回 対面 
第 12章 連結グループの会計(Theory an

d History)について学修する。 

【予習】テキストの「企業倫理と企業の社会的責任（p

p.180-190）」を事前に読んでおくこと（２時間程度）。 

【復習】テキストの「企業倫理と企業の社会的責任（p

p.180-190）」と配布資料を読み直し、講義で得た知識

を確認すること（２時間程度）。 

4 時間 

第９回 対面 

第 13 章 企業結合・事業分離等の会計(A

ccounting  Today)について学修する（そ

の１）。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第１０回 対面 

第 13 章 企業結合・事業分離等の会計(T

heory and History)について学修する（そ

の２）。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第１１回 対面 第 14 章 グローバリゼーションの会計(A ・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回 4 時間 
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ccounting  Today)について学修する（そ

の１）。 

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

第１２回 対面 

第 14 章 グローバリゼーションの会計(T

heory and History)について学修する（そ

の２）。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第１３回 対面 
終 章 戦略的企業評価に向けてについ

て学修する。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第１４回 対面 

終 章 戦略的企業評価に向けてー具体

的な実例と活用について学修する。伊藤レ

ポートを読む。 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、次回のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成等）をしてください（2時間程度）。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

退職給付会計についての復習、授業全体の

振り返り 

・事前学修は、テキスト・配布資料等を使用して今回

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間程度）。 

・事後学修は、テキスト・配布資料等を使用して振り

返り、講義で得た知識を確認すること（2 時間程度）。 

4 時間 
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科目名 管理会計特論 開講年度 2025 

担当者 島本 克彦 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 管理会計の基礎‣基本的な理論について学修する。 

授業の目的及び概要 
管理会計に関する知識と技能を習得し，経営管理に必要な情報を利活する能力を身につける。

同時に経営戦略の意義とその重要性についても理解する。 

履修条件・留意点 
工業簿記の基本的な知識が必要です。留意点として、必ずテキストを購入し、予習・復習を行

ってください。なお、理由なき欠席は認めません。 

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

本授業では、経営管理に役立つ会計情報を提供することを目的とする管理会計の領域を幅広く

理解し、短期利益計画，予算編成，予算統制など管理会計の基礎・基本的理論および技法を学

修する。そしてその学修することにより、企業を取り巻く環境の変化に伴って企業戦略が重要

になっていることと，企業の業績の管理や短期的な意思決定など，会計情報を経営管理に活用

することができるようになる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 課題については、授業中に解説および講評を行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
エッセンシャル管理会計 ，谷武幸，中央経済社，2022

年 
ISBN 978-4502439018 

参考書 授業中に適宜指示する。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

授業の目標と進め方についてのオリエン

テーションを行い、管理会計の基礎・基本

の概略について学修する。 

・【予習】は、テキスト「序章 管理会計を学ぶ」を

読み、授業に向けた準備（レジュメ作成等）をしてく

ださい（2時間）。 

・【復習】は、テキストを使用して振り返り、学修事

項を確認をしてください（2 時間）。 

4 時間 

第２回 対面 
「第１章 管理会計の意義」経営管理・管

理会計のアプローチについて学修する。 

・【予習】は、テキスト「第１章 管理会計の意義」

を読み、授業に向けた準備（レジュメ作成等）をして

ください（2 時間）。 

4 時間 
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・【復習】は、テキストを使用して振り返り、学修事

項を確認をしてください（2 時間）。 

第３回 対面 

「第２章 管理会計の基礎概念」原価概

念・原価分解・計画の種類について学修す

る（2 時間）。 

・【予習】は、テキスト「第２章 管理会計の基礎概

念」を読み、授業に向けた準備（レジュメ作成等）を

してください（2時間）。 

・【復習】は、テキストを使用して振り返り、学修事

項を確認をしてください（2 時間）。 

4 時間 

第４回 対面 

「第３章 意思決定アプローチの方法」マ

ネジメントコントロール・差額分析の原価

概念について学修する。 

・【予習】は、テキスト「第３章 意思決定アプロー

チの方法」を読み、授業に向けた準備（レジュメ作成

等）をしてください（2時間）。 

・【復習】は、テキストを使用して振り返り、学修事

項を確認をしてください（2 時間）。 

4 時間 

第５回 対面 

「第４章 業績アプローチの方法」業績ア

プローチの意義・業績管理システムによる

統合・責任センターの設定・管理可能性基

準の適用について学修する（2時間）。 

・【予習】は、テキスト「第４章 業績アプローチの

方法」を読み、授業に向けた準備（レジュメ作成等）

をしてください（2 時間）。 

・【復習】は、テキストを使用して振り返り、学修事

項を確認をしてください（2 時間）。 

4 時間 

第６回 対面 
「第５章 原価管理」原価管理の意義・直

接費の管理について学修する。 

・【予習】は、テキスト「第５章 原価管理」を読み、

授業に向けた準備をしてください（2時間）。 

・【復習】は、テキストを使用して振り返り、学修事

項を確認をしてください（2 時間）。 

4 時間 

第７回 対面 
「第５章 原価管理ー製造間接費の管理」

ついて学修する。 

・【予習】は、テキスト「第５章 原価管理ー製造間

接費の管理」を読み、授業に向けた準備（レジュメ作

成等）をしてください（2 時間）。 

・【復習】は、テキストを使用して振り返り、学修事

項を確認をしてください（2 時間）。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 

「第 6 章 長期経営計画」長期経営計画の

意義・プロセス・部門の関与について学修

する。 

・【予習】は、テキスト「第 6章 長期経営計画」を

読み、授業に向けた準備（レジュメ作成等）をしてく

ださい（2時間）。 

・【復習】は、テキストを使用して振り返り、学修事

項を確認をしてください（2 時間）。 

4 時間 

第９回 対面 
「第 7 章 設備投資計画」経済性計算・資

本コストについて学修する。 

・【予習】は、テキスト「第 7章 設備投資計画」を

読み、授業に向けた準備（レジュメ作成等）をしてく

ださい（2時間）。 

・【復習】は、テキストを使用して振り返り、学修事

項を確認をしてください（2 時間）。 

4 時間 

第１０回 対面 
「第 8 章 利益計画」利益管理・CVP関係

の分析について学修する。 

・【予習】は、テキスト「第 8 章 利益計画」を読み、

授業に向けた準備（レジュメ作成等）をしてください

（2時間）。 

・【復習】は、テキストを使用して振り返り、学修事

項を確認をしてください（2 時間）。 

4 時間 

第１１回 対面 
「第９章 予算管理」予算管理の意義・プ

ロセス・運用・差異分析について学修する。 

・【予習】は、テキスト「第９章 予算管理」を読み、

授業に向けた準備をしてください（2時間）。 

・【復習】は、テキストを使用して振り返り、次回「第

１章 管理会計の意義」のディスカッションに向け

た準備（レジュメ作成等）をしてください（2 時間）。 

4 時間 

第１２回 対面 

「第 10 章 事業部の業績管理」相互依存

性の管理・事業部利益の測定・振替価格の

設定について学修する。 

・【予習】は、テキスト「第 10 章 事業部の業績管

理」を読み、授業に向けた準備（レジュメ作成等）を

してください（2時間）。 

・【復習】は、テキストを使用して振り返り、学修事

項を確認をしてください（2 時間）。 

4 時間 

第１３回 対面 
「第 11 章 ABC/ABM」戦略管理会計・ABC・

ABMについて学修する。 

・【予習】は、テキスト「第 11 章 ABC/ABM」を読み、

授業に向けた準備（レジュメ作成等）をしてください

（2時間）。 

・【復習】は、テキストを使用して振り返り、学修事

項を確認をしてください（2 時間）。 

4 時間 

第１４回 対面 「第 12 章 バランスト・スコアーカード」 ・【予習】は、テキスト「第 12 章 バランスト・スコ 4 時間 
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バランスト・スコアーカードの意義・視点

について学修する。 

アーカード」を読み、授業に向けた準備（レジュメ作

成等）をしてください（2 時間）。 

・【復習】は、テキストを使用して振り返り、学修事

項を確認をしてください（2 時間）。 

第１５回 対面 

「第 13 章 原価企画」日本的管理会計に

ついて学修する。 

管理会計全般についての振り返り 

・【予習】は、テキスト「第 13 章 原価企画」を読み、

レーポート課題に向けた準備をしてください（2 時

間）。 

・【復習】は、テキストを使用して振り返り、学修事

項を確認をしてください（2 時間）。 

4 時間 
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科目名 コーポレートファイナンス特論 開講年度 2025 

担当者 粂井 淳子 配当年次 修士 1・2 

科目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授業方法 講義 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 企業価値を高めるための資金の調達・運用、設備投資等について考える。 

授業の目的及び概要 

この授業は、企業における資金の調達・運用、設備投資等に関して包括的に学び、理論を正確

に理解した上で、その応用力を身につけることを目的とします。 

授業では、テキストを用いて基本的なファイナンスに関する理論、企業における資金調達と資

本構成の実態、資本コストの考え方やその算出方法、企業における配当政策、債券と株式の評

価方法、現在価値の概念を用いたキャッシュフローの評価方法や M＆A 等に関する知識をスライ

ドや配布プリントを利用して修得します。さらに、テキストの内容についての発表や課題の提

出を行っていただき、ディスカッションを行います。 

履修条件・留意点 簿記や財務諸表の初歩的な知識を持っていることが望ましい。 

DP との関連 ― 

学修の到達目標 
基本的なコーポレートファイナンスの考え方を身につけ、グローバル化する現代ビジネスの諸

課題に創造的に対応できる力を身につけます。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 テキストの内容についての発表や課題については授業中に講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
①コーポレートファイナンス論入門，橋本正明著，ビ

ジネス教育出版社，2020 年 
ISBN ①9784828308494 

参考書 
『コーポレートファイナンス 戦略と実践』田中慎一、

保田隆明著 ダイヤモンド社 2019 年 
ISBN 9784478105412 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 60 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

テキスト、参考書、書込み式の配布資料を用いて講義形式で授業を行い、また毎回、確認テス

トを実施します。ラーニングポータルに資料を載せ、授業では PowerPoint を使用します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ガイダンス 

第１章コーポレートファイナンスとは 

【予習】事前にシラバスに目を通しテキストの第 1章

の部分を読んでおきましょう。 

【復習】テキストの第１章の部分や配布資料等を利

用して知識を確認してください。 

4 時間 

第２回 対面 第２章デットファイナンス 
【予習】事前にテキストの第２章の部分や配布資料

等を利用して予習しましょう。 
4 時間 
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【復習】テキストの第２章の部分や配布資料等を利

用して知識を確認してください。 

第３回 対面 
第３章エクイティファイナンス 

第４章その他のファイナンス手法 

【予習】事前にテキストの第３章、第４章の部分や配

布資料等を利用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第３章、第４章の部分や配布資料

等を利用して知識を確認してください。 

4 時間 

第４回 対面 
第５章企業価値評価１ 

現在価値と DCF法、FCF 

【予習】事前にテキストの第５章(１．及び２．)の部

分や配布資料等を利用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第５章(１．及び２．)の部分や配

布資料等を利用して知識を確認してください。 

4 時間 

第５回 対面 
第５章企業価値評価２ 

資本コスト 

【予習】事前にテキストの第５章(３．)の部分や配布

資料等を利用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第５章(３．)の部分や配布資料等

を利用して知識を確認してください。 

4 時間 

第６回 対面 
第５章企業価値評価３ 

DCF法による事業価値評価と投資判断 

【予習】事前にテキストの第５章(４．及び５．)の部

分や配布資料等を利用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第５章(４．及び５．)の部分や配

布資料等を利用して知識を確認してください。 

4 時間 

第７回 対面 

第５章企業価値評価４ 

最適資本構成 

企業価値の各種指標１(安全性の指標) 

【予習】事前にテキストの第５章(６．及び７．安全

性の指標)の部分や配布資料等を利用して予習しま

しょう。 

【復習】テキストの第５章(６．及び７．安全性の指

標)の部分や配布資料等を利用して知識を確認して

ください。 

4 時間 

第８回 対面 

企業価値３  

事業評価第５章企業価値評価５ 

企業価値の各種指標２(資本利益率の分析

等) 

【予習】事前にテキストの第５章(７．資本利益率の

分析～)の部分や配布資料等を利用して予習しまし

ょう。 

【復習】テキストの第５章(７．資本利益率の分析～)

の部分や配布資料等を利用して知識を確認してくだ

さい。 

4 時間 

第９回 対面 
第５章企業価値評価６ 

マルチプル法 

【予習】事前にテキストの第５章(８．)の部分や配布

資料等を利用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第５章(８．)の部分や配布資料等

を利用して知識を確認してください。 

4 時間 

第１０回 対面 第６章余剰資金等を用いた財務戦略 

【予習】事前にテキストの第６章の部分や配布資料

等を利用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第６章の部分や配布資料等を利

用して知識を確認してください。 

4 時間 

第１１回 対面 
第７章 M＆A１ 

M＆A について 

【予習】事前にテキストの第７章(１．～６．)の部分

や配布資料等を利用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第７章(１．～６．)の部分や配布

資料等を利用して知識を確認してください。 

4 時間 

第１２回 対面 
第７章 M＆A２ 

買収価格の算定等 

【予習】事前にテキストの第７章(７．～１３．)の部

分や配布資料等を利用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第７章(７．～１３．)の部分や配

布資料等を利用して知識を確認してください。 

4 時間 

第１３回 対面 第８章ヘッジ戦略 

【予習】事前にテキストの第８章の部分や配布資料

等を利用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第８章の部分や配布資料等を利

用して知識を確認してください。 

4 時間 

第１４回 対面 プレゼンテーション 

【予習】事前に各自のレポートをもとにプレゼンテ

ーション資料を準備して下さい。 

【復習】プレゼンテーションを振り返ってみましょ

う。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ 

【予習】企業価値について学修したことをまとめて

みましょう。 

【復習】企業価値について学修したことを振り返り、

4 時間 
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応用する際の課題について考えましょう。 

 

2025/05/01

110



 

科目名 研究指導Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 津田 博 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 企業や行政における情報の利活用 

授業の目的及び概要 

春学期においては、調査研究の⽅法や修⼠論⽂の作成⽅法について学修します。また、修⼠論

⽂のテーマや構成、研究計画などを作成していきます。秋学期においては、各々研究の成果を

何度か中間発表し、お互いに議論しあい、修⼠論⽂の⼀次原稿を作成することを目的とします。 

本演習（研究指導）は、経営情報の考え方に基づき、企業や行政の効率的かつ効果的な情報の

利活用について、組織的取組や制度、システム構築や調達、クラウドコンピューティングや AI

（人工知能）、IoT 等が社会に及ぼす影響や課題を考察し解決策を提案します。理論と事例をベ

ースに多面的なディスカッションを行います。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

産業のソフトウエア化や知能化など情報技術（IT）が企業や公共機関等の社会に及ぼす影響や

諸問題を考察し、解決の方策やシステム構築方法論を立案できる能力を養成します。企業や公

共機関において種々のアプリやプラットフォームなどでのシステムを企画立案し分析を行える

人材に必要な能力を獲得できるようにします。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業内で課した課題や発表に対しては、講評を行うことでフィードバックを実施します。また、

調査結果について発表する機会も設定します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 

本科目の担当教員は、民間企業でシステム開発担当者としての業務経験を持ち、システム開発

やプログラミングなどの豊富な経験を有する。本科目では、これらの実務経験を活かした授業

を行う。 

テキスト 講義プリントを配付します。 ISBN なし 

参考書 
現代経営情報論，遠山曉・村田潔・古賀広志，有斐閣，

2021 年 
ISBN 9784641221789 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 50 

その他の内容 
研究計画書の評価 

修士論文の一次原稿の評価 

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
前期の授業のねらいと進め方など授業の

概要を説明します。 

【予習】この授業のシラバスを事前によく読んでお

いてください（1時間程度）。 

【復習】授業後に、ガイダンスの内容の復習及び課題

4 時間 
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について検討してください（3時間程度）。 

第２回 
オンデ

マンド 

研究倫理教育 

解説動画を視聴して、研究倫理に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研究不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 修士論文の執筆方法を説明します。 

【予習】修士論文の執筆方法に関する配布資料を事

前によく読んでおいてください（2 時間程度）。 

【復習】授業後に、修士論文の執筆方法に関する配布

資料を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第４回 対面 

企業や行政における情報の利活用に関す

る教材の講読、受講生による発表、ディス

カッション 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

いてください（2時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第５回 対面 

企業や行政における情報の利活用に関す

る教材の講読、受講生による発表、ディス

カッション 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

いてください（2時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第６回 対面 

企業や行政における情報の利活用に関す

る教材の講読、受講生による発表、ディス

カッション 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

いてください（2時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第７回 対面 
企業や行政における情報の利活用に関す

る研究テーマ・分析方法の決定 

【予習】研究テーマ・分析方法の決定に関する配布資

料を事前によく読んでおいてください（2時間程度）。 

【復習】授業後に、研究テーマ・分析方法の決定に関

する配布資料を復習してください（2時間程度）。 

4 時間 

第８回 対面 修士論文作成計画の作成指導 

【予習】修士論文作成計画の作成に関する配布資料

を事前によく読んでおいてください（2 時間程度）。 

【復習】授業後に、修士論文作成計画の作成に関する

配布資料を復習してください（2時間程度）。 

4 時間 

第９回 対面 修士論文作成計画の発表 

【予習】修士論文作成計画を事前に準備しておいて

ください（2 時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て修士論文作成計画を修正してください（2 時間程

度）。 

4 時間 

第１０回 対面 修士論文作成計画の発表 

【予習】修士論文作成計画を事前に準備しておいて

ください（2 時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て修士論文作成計画を修正してください（2 時間程

度）。 

4 時間 

第１１回 対面 修士論文作成計画の発表 

【予習】修士論文作成計画を事前に準備しておいて

ください（2 時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て修士論文作成計画を修正してください（2 時間程

度）。 

4 時間 

第１２回 対面 

企業や行政における情報の利活用に関す

る研究テーマに基づくレポートの発表・デ

ィスカッション 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください

（2時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１３回 対面 

企業や行政における情報の利活用に関す

る研究テーマに基づくレポートの発表・デ

ィスカッション 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください

（2時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１４回 対面 

企業や行政における情報の利活用に関す

る研究テーマに基づくレポートの発表・デ

ィスカッション 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください

（2時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１５回 対面 前期の授業の総括を行う。 
【予習】これまでの授業の配布資料等を事前によく

読んでおいてください（2 時間程度）。 
4 時間 
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【復習】授業後に、これまでの授業の配布資料等を総

復習してください（2 時間程度）。 

第１６回 対面 
後期の授業のねらいと進め方など授業の

概要を説明する。 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

いてください（2時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１７回 対面 

企業や行政における情報の利活用に関す

る研究テーマに関連する教材の講読、受講

生による発表 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

いてください（2時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１８回 対面 

企業や行政における情報の利活用に関す

る研究テーマに関連する教材の講読、受講

生による発表 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

いてください（2時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１９回 対面 

企業や行政における情報の利活用に関す

る研究テーマに関連する教材の講読、受講

生による発表 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

いてください（2時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２０回 対面 

企業や行政における情報の利活用に関す

る研究テーマに関連する各種文献・資料の

検討 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

によく読んでおいてください（2時間程度）。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献・資

料を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２１回 対面 

企業や行政における情報の利活用に関す

る研究テーマに関連する各種文献・資料の

検討 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

によく読んでおいてください（2時間程度）。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献・資

料を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２２回 対面 

企業や行政における情報の利活用に関す

る研究テーマに関連する各種文献・資料の

検討 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

によく読んでおいてください（2時間程度）。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献・資

料を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２３回 対面 

企業や行政における情報の利活用に関す

る研究テーマに関連する各種文献・資料の

検討 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

によく読んでおいてください（2時間程度）。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献・資

料を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２４回 対面 一次原稿の発表、ディスカッション 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください（2 時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２５回 対面 一次原稿の発表、ディスカッション 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください（2 時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２６回 対面 一次原稿の発表、ディスカッション 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください（2 時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２７回 対面 
一次原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください（2 時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２８回 対面 
一次原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください（2 時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２９回 対面 
一次原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください（2 時間程度）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

4 時間 
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て一次原稿を修正してください（2 時間程度）。 

第３０回 
オンデ

マンド 
授業全体の総括を行う。 

【予習】これまでの授業回の配布資料等を事前によ

く読んでおいてください（2 時間程度）。 

【復習】授業後に、これまでの授業回の配布資料等に

ついて総復習してください（2時間程度）。 

4 時間 
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科目名 研究指導Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 氏田 壮一郎 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 日本企業における経営管理について考える。 

授業の目的及び概要 

この研究指導では、日本企業の経営に関する様々な様々な課題、対応策等について学修する。 

前期には、すべての受講生に共通の学修内容として、文献に基づく学修に加え、大学院におけ

る調査研究の方法、修士論文の執筆方法について、修得する。そして、経営管理に関連する研

究テーマを決定し、研究計画を作成する。 

後期には、すべての受講生に共通の学修内容として、文献に基づく学修に加え、先行研究論文

に基づく学修を進め、経営管理に関する最近の研究動向をレビューします。さらに研究テーマ

に関連する文献や資料の調査を行うとともに、修士論文の一次原稿を作成し、発表、討論等を

通じて修正していく。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

大学院における調査研究の方法や修士論文の作成方法について修得する。 

問題意識や関心がある研究テーマを設定し、修士論文の研究計画を策定し、修士論文の一次原

稿を作成することができる。 

経営管理に関する自身の研究に必要な知識を身につける。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
演習での発表・報告は、その都度コメントし、指導する。提出物については、修正すべき点等

を明示し、返却する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、

報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
なし 

(注）第 1 回ガイダンスで説明する。 
ISBN なし 

参考書 必要に応じて紹介する。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 40 

その他の内容 期末提出の修士論文一次原稿及び研究計画書 

この科目の受講に 

あたって 

自分の研究テーマについては、常に最新の情報を吸収するように努めること。学術論文だけで

はなく、ニュースや一般雑誌などにも関連する資料があり、幅広く目を通すこと。また、他の

受講生の発表についても、自らの研究テーマとは異なるが、切り口、視点、関連情報など、自

分の研究にも参考になる部分が多いので、議論などに積極的に参加すること。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
前期の演習の進め方について、説明する。

また、自己紹介、自分の研究テーマ（候補）

【予習】シラバスを読み、自分の研究テーマ（候補）

に関する現在までの取り組みの状況について、資料
4 時間 
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に関する現在に至るまでの取り組み状況

について、報告すること。 

等整理し、演習で説明できるようにしておく。 

【復習】演習での内容等を踏まえ、研究テーマの選

定、方向性等について、検討を進める。 

第２回 
オンデ

マンド 

研究倫理教育 

解説動画を視聴して、研究倫理に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研究不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 
大学院における資料収集や調査研究の方

法、修士論文の執筆方法を説明する。 

【予習】調査研究の方法や資料収集に関する配布資

料等を読み、研究計画の作成準備を行う。修士論文の

執筆方法に関して調べて、修士論文の執筆作業につ

いてイメージしておくこと。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、研究計画書の作成、修士論文の執筆等の具体的な

作業を始める。 

4 時間 

第４回 対面 
経営についての諸問題に関する文献の購

読、受講生による発表、議論 

【予習】課題の論文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の論文等を理解する。 

4 時間 

第５回 対面 
経営についての諸問題に関する文献の購

読、受講生による発表、議論 

【予習】課題の論文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の論文等を理解する。 

4 時間 

第６回 対面 
経営についての諸問題に関する文献の購

読、受講生による発表、議論 

【予習】課題の論文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の論文等を理解する。 

4 時間 

第７回 対面 
経営についての諸問題に関する研究テー

マ、分析方法の検討 

【予習】自分の研究テーマ、分析方法を検討し、報告

できるよう準備する。 

【復習】指導内容を踏まえ、研究テーマの選定、分析

方法、研究の方向性等について、適宜修正の上、検討

を進める。 

4 時間 

第８回 対面 修士論文の研究計画の検討 
【予習】論文の研究計画について、検討する。 

【復習】演習での説明を踏まえ、検討を進める。 
4 時間 

第９回 対面 修士論文の研究計画の発表 
【予習】論文の研究計画について、検討する。 

【復習】演習での討議を踏まえ、検討を進める。 
4 時間 

第１０回 対面 修士論文の研究計画の発表 
【予習】論文の研究計画について、検討する。 

【復習】演習での討議を踏まえ、検討を進める。 
4 時間 

第１１回 対面 修士論文の研究計画の発表 
【予習】論文の研究計画について、検討する。 

【復習】演習での討議を踏まえ、検討を進める。 
4 時間 

第１２回 対面 研究テーマに基づくレポートの発表、議論 

【予習】発表するレポートを作成し、発表の準備を行

う。 

【復習】演習での討議を踏まえ、研究テーマの検討を

進める。 

4 時間 

第１３回 対面 研究テーマに基づくレポートの発表、議論 

【予習】発表するレポートを作成し、発表の準備を行

う。 

【復習】演習での討議を踏まえ、研究テーマの検討を

進る。 

4 時間 

第１４回 対面 研究テーマに基づくレポートの発表、議論 

【予習】発表するレポートを作成し、発表の準備を行

う。 

【復習】演習での討議を踏まえ、研究テーマの検討を

進める。 

4 時間 

第１５回 対面 前期の総括 

【予習】修士論文の作成計画を完成させる。 

【復習】修士論文の作成計画を踏まえ、修士論文の一

次原稿の作成準備を始める。 

4 時間 

第１６回 対面 

後期の演習の進め方について、説明する。

また、研究テーマに関する夏休みの進捗状

況について、報告する。 

【予習】研究テーマに関する夏休みの進捗状況につ

いて整理し、演習で説明できるようにしておく。 

【復習】指導内容等を踏まえ、研究の検討を進める。 

4 時間 

第１７回 オンデ 10 月提出の研究計画書の作成について、 【予習】研究計画書を作成・検討しておく。 4 時間 
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マンド オンライン個別指導を行う。 【復習】指導での指摘を思い出し、それらを踏まえ

て、研究計画書を精査する。 

第１８回 対面 
経営管理についての諸問題に関する文献

の購読、受講生による発表、議論 

【予習】課題の論文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の論文等を理解しておく。 

4 時間 

第１９回 対面 
経営管理についての諸問題に関する文献

の購読、受講生による発表、議論 

【予習】課題の論文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の論文等を理解する。 

4 時間 

第２０回 対面 
研究テーマに関連する先行研究・文献・資

料の検討 

【予習】先行研究・文献・資料を読み込み整理し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに検討を深める。 

4 時間 

第２１回 対面 
研究テーマに関連する先行研究・文献・資

料の検討 

【予習】先行研究・文献・資料を読み込み整理し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに検討を深める。 

4 時間 

第２２回 対面 
研究テーマに関連する先行研究・文献・資

料の検討 

【予習】先行研究・文献・資料を読み込み整理し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに検討を深める。 

4 時間 

第２３回 対面 
研究テーマに関連する先行研究・文献・資

料の検討 

【予習】先行研究・文献・資料を読み込み整理し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに検討を深める。 

4 時間 

第２４回 対面 修士論文の一次原稿の発表、討議 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正していく。 

4 時間 

第２５回 対面 修士論文の一次原稿の発表、討議 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正していく。 

4 時間 

第２６回 対面 修士論文の一次原稿の発表、討議 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正していく。 

4 時間 

第２７回 対面 修士論文の一次原稿の修正 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに加筆・修正していく。 

4 時間 

第２８回 対面 修士論文の一次原稿の修正 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに加筆・修正していく。 

4 時間 

第２９回 対面 修士論文の一次原稿の修正 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに加筆・修正していく。 

4 時間 

第３０回 対面 全体の総括 

【予習】一次原稿を完成させる。 

【復習】演習での指摘を踏まえて、一次原稿を修正し

完成させる。 

4 時間 
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科目名 研究指導Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 粂井 淳子 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 企業戦略の課題 

授業の目的及び概要 

目的： 

企業の資金調達や設備投資に対する意思決定などの、企業価値を高めるための財務戦略を含む

さまざまな企業戦略について考察し、解決に向けての方法を探る。 

概要： 

大学院での学修を通じて関心を持ったテーマに基づく調査研究を行うにあたり、大学院におけ

る調査研究の方法や修士論文の執筆方法を修得します。 

前期は企業戦略の諸課題の中から各受講生の研究テーマを決定し、テーマに基づいた修士論文

の研究計画書を作成します。 

後期は各受講生の研究成果の中間報告を行い、修士論文の 1 次原稿を作成します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 
企業戦略を考察・研究することにより各自が設定したテーマに筋道を立てて取り組むことがで

きる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 発表や提出ファイル等については授業中に講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 授業中に提示します。 ISBN 授業中に提示します。 

参考書 授業中に提示します。 ISBN 授業中に提示します。 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 60 

その他の内容 研究計画書、修士論文の一次原稿 

この科目の受講に 

あたって 
コーポレートファイナンス特論の履修を推奨します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

前期のガイダンス 

前期の研究指導のねらいと進め方など授

業の概要を説明します。 

事前学修 シラバスを確認してください。また、企業

金融の諸課題について図書館や新聞、ニュース等で

情報収集してください。 

事後学修 授業の内容を確認してください。 

4 時間 

第２回 オンデ 研究倫理教育 事前学修 インターネットで研究不正とは何か調べ 4 時間 
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マンド 解説動画を視聴して、研究倫理に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

る。 

事後学修 解説動画を再視聴する。 

第３回 対面 

研究方法について１ 

大学院における資料収集や調査研究の方

法を説明します。 

事前学修 企業金融の諸課題について図書館や新

聞、ニュース等で情報収集してください。 

事後学修 授業の内容をもとに、企業金融の諸課題

について図書館や新聞、ニュース等で情報収集し、関

心のあるテーマを探してください。 

4 時間 

第４回 対面 
研究方法について２ 

修士論文の執筆方法を説明します。 

事前学修 企業金融の諸課題について図書館や新

聞、ニュース等で情報収集し、関心のあるテーマを探

してください。 

事後学修 企業金融の諸課題について図書館や新

聞、ニュース等で情報収集し、関心のあるテーマを探

してください。 

4 時間 

第５回 対面 テキストまたは資料の輪読１ 

事前学修 Learning Portal に記載する第 5 回のテ

キストまたは資料の範囲について準備をしておいて

ください。 

事後学修 授業で得た知識を整理しておきましょ

う。 

4 時間 

第６回 対面 テキストまたは資料の輪読２ 

事前学修 Learning Portal に記載する第 6 回のテ

キストまたは資料の範囲について準備をしておいて

ください。 

事後学修 授業で得た知識を整理しておきましょ

う。 

4 時間 

第７回 対面 テキストまたは資料の輪読３ 

事前学修 Learning Portal に記載する第 7 回のテ

キストまたは資料の範囲について準備をしておいて

ください。 

事後学修 授業で得た知識を整理しておきましょ

う。 

4 時間 

第８回 対面 テキストまたは資料の輪読４ 

事前学修 Learning Portal に記載する第 8 回のテ

キストまたは資料の範囲について準備をしておいて

ください。 

事後学修 授業で得た知識を整理しておきましょ

う。 

4 時間 

第９回 対面 
修士論文研究計画１ 

修士論文研究計画の作成指導を行います。 

事前学修 授業で報告できるように、事前に修士論

文の作成計画を準備してください。 

事後学修 担当教員による指導内容を確認して、修

士論文の計画を修正してください。 

4 時間 

第１０回 対面 
修士論文研究計画２ 

修士論文研究計画の作成指導を行います。 

事前学修 授業で報告できるように、事前に修士論

文の作成計画を準備してください。 

事後学修 担当教員による指導内容を確認して、修

士論文の計画を修正してください。 

4 時間 

第１１回 対面 
修士論文研究計画３ 

修士論文研究計画の作成指導を行います。 

事前学修 授業で報告できるように、事前に修士論

文の作成計画を準備してください。 

事後学修 担当教員による指導内容を確認して、修

士論文の計画を修正してください。 

4 時間 

第１２回 対面 

レポート報告１ 

レポートの発表とディスカッションを行

います。 

事前学修 授業で報告できるように、事前にレポー

トを作成してください。 

事後学修 担当教員による指導内容を確認して、レ

ポートを修正してください。 

4 時間 

第１３回 対面 

レポート報告２ 

レポートの発表とディスカッションを行

います。 

事前学修 授業で報告できるように、事前にレポー

トを作成してください。 

事後学修 担当教員による指導内容を確認して、レ

ポートを修正してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

レポート報告３ 

レポートの発表とディスカッションを行

います。 

事前学修 授業で報告できるように、事前にレポー

トを作成してください。 

事後学修 担当教員による指導内容を確認して、レ

ポートを修正してください。 

4 時間 
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第１５回 
オンデ

マンド 
前期の総括 

事前学修 前期の研究成果を振り返りましょう。 

事後学修 後期に向けて計画を立てましょう。 
4 時間 

第１６回 対面 

後期のガイダンス 

後期の授業の進め方の説明を行います。 

また、収集した文献について検討を行いま

す。 

事前学習 これまでに収集した文献を整理し、レジ

メを作成・印刷して、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正等を行ってください。 

4 時間 

第１７回 対面 

関連文献の輪読１ 

研究テーマに関連する文献の購読と発表、

ディスカッションを行います。 

事前学習 事前に関連文献を理解したうえで、レジ

メを作成・印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正等を行ってください。 

4 時間 

第１８回 対面 

関連文献の輪読２ 

研究テーマに関連する文献の購読と発表、

ディスカッションを行います。 

事前学習 事前に関連文献を理解したうえで、レジ

メを作成・印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正等を行ってください。 

4 時間 

第１９回 対面 

関連文献の輪読３ 

研究テーマに関連する文献の購読と発表、

ディスカッションを行います。 

事前学習 事前に関連文献を理解したうえで、レジ

メを作成・印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正等を行ってください。 

4 時間 

第２０回 対面 

先行研究のサーベイ１ 

研究テーマに関連する先行研究のサーベ

イと発表を行います。 

事前学習 事前に先行研究となる文献を理解したう

えで、レジメを作成・印刷し、授業で報告してくださ

い。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正を行ってください。 

4 時間 

第２１回 対面 

先行研究のサーベイ２ 

研究テーマに関連する先行研究のサーベ

イと発表を行います。 

事前学習 事前に先行研究となる文献を理解したう

えで、レジメを作成・印刷し、授業で報告してくださ

い。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正を行ってください。 

4 時間 

第２２回 対面 

先行研究のサーベイ３ 

研究テーマに関連する先行研究のサーベ

イと発表を行います。 

事前学習 事前に先行研究となる文献を理解したう

えで、レジメを作成・印刷し、授業で報告してくださ

い。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正を行ってください。 

4 時間 

第２３回 対面 

先行研究のサーベイ４ 

研究テーマに関連する先行研究のサーベ

イと発表を行います。 

事前学習 事前に先行研究となる文献を理解したう

えで、レジメを作成・印刷し、授業で報告してくださ

い。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正を行ってください。 

4 時間 

第２４回 対面 修士論文 1 次原稿の発表１ 

事前学習 事前に１次原稿をまとめ、レジメを作成・

印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正を行ってください。 

4 時間 

第２５回 対面 修士論文 1 次原稿の発表２ 

事前学習 事前に１次原稿をまとめ、レジメを作成・

印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正を行ってください。 

4 時間 

第２６回 対面 修士論文 1 次原稿の発表３ 

事前学習 事前に１次原稿をまとめ、レジメを作成・

印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正を行ってください。 

4 時間 

第２７回 対面 
一次原稿修正版１ 

一次原稿修正版の発表を行います。 

事前学習 事前に一次原稿修正版をまとめ、レジメ

を作成・印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正を行ってください。 

4 時間 

第２８回 対面 
一次原稿修正版２ 

一次原稿修正版の発表を行います。 

事前学習 事前に一次原稿修正版をまとめ、レジメ

を作成・印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

4 時間 
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正を行ってください。 

第２９回 対面 
一次原稿修正版３ 

一次原稿修正版の発表を行います。 

事前学習 事前に一次原稿修正版をまとめ、レジメ

を作成・印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正を行ってください。 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 
授業全体の総括を行います。 

事前学修 1 年間の研究成果を振り返りましょう。 

事後学修 次年度に向けて計画を立てましょう。" 
4 時間 
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科目名 研究指導Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 深瀬 澄 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 経済・経営・社会・文化活動における潜在的「原因と結果」の構造的因果関係の分析 

授業の目的及び概要 

「研究指導Ⅰ」は１年次の必修科目である。前期においては、調査研究の方法や修士論文の作

成方法について学修する。また、修士論文のテーマや構成、研究計画などを作成していく。 

後期においては、各々研究の成果を何度か中間発表し、お互いに議論しあい、修士論文の一次

原稿を作成することを目的とする。 

■本研究室では、経済・経営・社会・文化活動における諸問題に対し、顧客や同僚の「心理面」

に配慮しつつ、実証的なアプローチにより有効な方策を提言し実践することを目指している。

具体的な学修としては、「現状における原因と結果との構造的な因果関係の解明」に重点が置か

れる。しかし、実証分析においては、相関関係の検証は容易だが因果関係の検証は難しい。そ

こで、汎用性が広く学術的にも高度とされる「共分散構造分析」の手ほどきを最初に行い、個

別のテーマ内容に応じて多様な手法を指導していく。 

 前期に学ぶ共分散構造分析(CSA, Covariance Structure Analysis)とは、構造方程式モデリ

ング (SEM, Structural Equation Modeling) ともいい、因子分析と重回帰分析の利点を兼ね備

えた、構造的な因果関係を分析するための統計手法である。潜在変数も含めた変数間の構造的

な因果関係をパス図を用いてモデル化し、用いたデータとモデルとの整合性、1 本 1 本のパス

（因果関係）の有意性と影響強度等について分析していく。想定した原因がダイレクトに結果

に影響せず、思いもよらない別の要因を経由して間接的に影響しているようなケースも頻繁に

解明される。新規の知見の開拓が期待できるため、方策を立案する際に非常に有益な情報を示

唆することができる。 

  

■ゼミ生の研究テーマに応じて、データ分析手法については、多変量解析、計量経済学、人工

知能（ニューラルネットワーク）、形態素解析等々、柔軟に対応して指導する。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

■前期目標 

１．相関関係と因果関係の違いを明確に理解し、原因と結果の構造的な因果関係を分析する力

を修得する。 

２．授業を中心に修士論文で用いる学術的な実証分析の手法の概要をまとめる。 

３．実証的学術論文をサーベイし、テーマを絞り、研究計画書を完成させる。 

■夏休み目標 

以下１〜３の到達目標に従い、修士論文（一次稿）の半分（①課題設定、②論文構成（目次の

概要説明）、③現状分析（フィールド調査実習）、④先行研究のサーベイ、⑤分析手法）を完成

させる。 

１．先行研究文献を詳細にサーベイし、概念、モデル、分析手法、結論等を修士論文の一部と

してまとめる。必要に応じて、論文末参考文献リストの資料をサーベイに追加する。 

２．テーマに関するフィールド調査に出向き、現状把握、因果構造仮説のデザイン、調査票の

作成に必要な情報を収集する。 

３．分析に用いるデータの入手方法を具体的に計画する（アンケート調査票原案も作成）。 

■後期到達目標 

研究テーマに関する問題構造における本質的なロジックをパス図（仮説モデル）として整理し、

実証分析に必要なデータを入手し、共分散構造分析により検証、考察して結論を導く。得られ

た研究の成果を何度か中間発表し、お互いに議論しあい、最終的に「修士論文の一次原稿」を

完成させる。 

■到達目標として想定される研究テーマ例。 

バニラカップアイスのおいしさの感性的評価 

東京ディズニーランドにみる日常から非日常への心理的変化 

おしゃれの二面性尺度の作成（母世代・娘世代の比較） 

女性労働をめぐる職場環境と家庭生活の相互作用 

２チャンネルが盛り上がるダイナミズム 
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サッカーゲームにおける攻撃技能の因果構造 

自転車放置者への説得的なコミュニケーション 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 個別に研究内容の指摘と改善の方向性を示す。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
①共分散構造分析（AMOS 編），豊田秀樹，東京図書，

2007 年 
ISBN ①9784489020087 

参考書 

参考文献として、 

＜マーケティング分野の学術誌（トップジャーナル）

＞ 

Journal of Marketing 

Journal of Marketing Research 

Journal of Consumer Research（JCR） 

Marketing Science 

ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 30 

その他の内容 学外の論文投稿 

この科目の受講に 

あたって 

データサイエンス・コースとして、修士論文には、文献研究に加えて、実証研究または理論研

究の要素を含むことを期待する。 

修士レベルの統計手法は、標準の EXCEL には装備されていないため、専門的なソフトウエアの

使い方にも習熟する必要がある。 

実証研究では、分析結果が仮説と乖離し、計画とおりに進捗しない場合もある。苦しい状況下

でも研究倫理を遵守して前進させる強靱な精神力と柔軟な対応力が必要である。 

8 月 日本ホスピタリティマネジメント学会（渋谷） 

9 月 日本商業学会第 13 回「マーケティング夏の学校」 

12 月 NTT データ数理システム 学生研究奨励賞コンテスト（投稿締め切り 12 月初旬） 

12 月 留学生論文コンテスト（投稿締め切り 12 月中旬） 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

※計画は暫定的なものであり、受講生の修

士論文作成を最優先し、柔軟に対応する。 

１．自己紹介および学部時代の卒業研究概

要を学生より報告 

２．ガイダンス（研究指導Ⅰの運営方針、

勉強法、スケジュールなど） 

３．共分散構造分析の概要について教員よ

り説明 

◎次回までに実習用の専門ソフトをインストール

（２時間）して、動作を確認（２時間）してくること 
4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研究倫理教育 

解説動画を視聴して、研究倫理に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研究不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 【実習課題】セミナー受講者の満足度調査 テキスト pp.26-49を理解すること（２時間） 4 時間 
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の分析 

前回の分析事例について、より詳細な推定

法、出力のオプションと出力結果の解釈法

を解説する 

①使用データ：生データ／分散共分散行列

／相関係数行列／「分散タイプ」／「分析

対象の共分散」 

②モデル構築と変数：逐次モデルと非逐次

モデル／外生変数と内生変数／観測変の

数と推定パラメータ数／飽和モデルと独

立モデル／識別問題とその対処法 

③推定法：「正規性と異常値の検定」／最

尤推定法／一般化最小 2 乗法／ADF 法（漸

近的分布非依存法） 

④出力オプション：／修正指数／推定値の

共分散・相関／標本の積率／モデルの積率

／残差の積率／重相関係数の平方／直接

効果・間接効果・総合効果 

授業後の復習として、再度ソフトウエアを起動し、モ

デルを再設定して出力結果を確認すること（２時間） 

第４回 対面 

■教員より、共分散構造分析で代表的な「M

IMIC（Multiple Indicator Multiple Cau

se）モデル」、「PLS（Partial Least Squa

re）モデル」について説明。 

■受講生が、共分散構造分析以外の、逐次

モデル、非逐次モデル、重回帰分析による

分析を実習する。 

①携帯電話の購買意欲（重回帰分析） 

②結婚相談所における女性による男性の

格付け（逐次モデル） 

③野球球団 A に対する応援の「態度」を巡

る夫婦とその両親との因果関係（非逐次モ

デル） 

テキスト pp.52-59を理解すること（２時間） 

授業後の復習として、再度ソフトウエアを起動し、モ

デルを再設定して出力結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第５回 対面 

■前回に続き、受講生より、共分散分析、

確認的因子分析、階層因子分析等の多様な

モデルを実習する。 

④高校生の期末試験の成績に及ぼす知能、

勉強時間、睡眠時間の影響（多変量回帰） 

⑤コンピュータ学修は英語の能力を向上

させるのか（共分散分析） 

⑥学校における子供の仲間評価（2 次因子

分析・階層因子分析） 

⑦母子関係における母親の絶対視観（ファ

ントム変数登用モデル） 

テキスト pp.60-71を理解すること（２時間） 

授業後の復習として、再度ソフトウエアを起動し、モ

デルを再設定して出力結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第６回 対面 

■多母集団分析とは、属性の異なるデータ

が混在する場合の分析法である。 

【実習課題①】：難関校と低位校の入学時

偏差値と学校生活が、卒業時学力差に及ぼ

す影響 

【実習課題②】：数的処理能力における小

学 6 年生と中学 1 年生の学力差要因 

■平均共分散構造分析とは、変数間の平均

値の違いを考慮した分析であり、属性間に

おける平均値の差の検定もできる。 

【実習課題③】セミナーの満足度評価の平

均共分散構造分析（相関データに平均情報

を組込む） 

【実習課題④】算数の学力変化における教

授法による影響分析 

テキスト pp.74-97を理解すること（２時間） 

授業後の復習として、再度ソフトウエアを起動し、モ

デルを再設定して出力結果を確認すること（２時間） 

4 時間 
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第７回 対面 

■成長曲線モデルについて、縦断的データ

（同一対象を複数回測定）の推移を示す曲

線を仮定し、その経時的に一貫したパラメ

ータを推定する。 

【実習課題】大学入学時後の運動と学年別

の体重変化予測 

■研究テーマ検討１： 

受講生による研究テーマ報告とディスカ

ッション 

テキスト pp.100-107 を理解すること（２時間） 

授業後の復習として、再度ソフトウエアを起動し、モ

デルを再設定して出力結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第８回 対面 

■完全にランダムな欠損（MCAR)の対処に

ついて、完全情報最尤法、多重代入法（回

帰代入法、確率的代入法、ベイズ代入法）

を実習する 

【実習課題】欠損データを含む試験成績の

分析における対処 

■研究テーマ検討２： 

受講生による研究計画報告とディスカッ

ション 

テキスト pp.110-127 を理解すること（２時間） 

授業後の復習として、再度ソフトウエアを起動し、モ

デルを再設定して出力結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第９回 対面 

■ブートストラップ法を用い、標本データ

数の不足や偏りで分析が困難な場合に、既

存データセットより仮想的なデータセッ

トを生成して補い、問題に対処する。また、

複数の構造仮説モデルを比較し、最も適合

度の良いものを選択する。 

【実習課題】試験成績の分析における推定

値のバイアス修正、構造仮説モデル間の適

合度の比較 

■研究テーマ検討３： 

受講生による研究テーマ報告とディスカ

ッション 

テキスト pp.120-127 を理解すること（２時間） 

授業後の復習として、再度ソフトウエアを起動し、モ

デルを再設定して出力結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第１０回 対面 

■モデル探索機能を用いて、仮説の因果構

造図で不足している可能性があるパスを

探索する。 

【実習課題①】難関校と低位校の入学時偏

差値と学校生活が、卒業時学力差に及ぼす

影響（第 6 回）の分析結果の改良を試みる。 

【実習課題②】「ニセコヴィラ・スキー場」

の因子分析におけるイメージ抽出モデル

の比較検討 

■先行研究文献報告１： 

研究計画書作成の参考として、テーマに関

する先行研究の論文構成、調査対象、結論

を中心に報告 

テキスト pp.130-137 を理解すること（２時間） 

授業後の復習として、再度ソフトウエアを起動し、モ

デルを再設定して出力結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第１１回 対面 

■多母集団平均構造分析により、母集団間

の平均構造が潜在因子やその後の推移へ

の影響に関連させて分析する 

【実習課題】学力を決定する潜在因子に関

する大学間比較 

■先行研究文献報告２： 

研究計画書作成の参考として、テーマに関

する先行研究の論文構成、調査対象、結論

を中心に報告 

テキスト pp.140-147 を理解すること（２時間） 

授業後の復習として、再度ソフトウエアを起動し、モ

デルを再設定して出力結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

■ベイズ推定とは、未知の母数の推定値を

その事前情報（確率分布）を考慮して求め

る統計手法の概念である。MCMC 法では、マ

ルコフ連鎖の概念とモンテカルロ・シミュ

レーションを用いて近似的な事後分布を

テキスト pp.150-157 を理解すること（２時間） 

授業後の復習として、再度ソフトウエアを起動し、モ

デルを再設定して出力結果を確認すること（２時間） 

4 時間 
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生成する。事後分布（形状、パラメータ）

を予め設定しそれに収束させることによ

り高精度のパス係数推定が可能となる。 

【実習課題】：知能（構成概念）による個

別能力（観測変数）へのパス係数の MCMC 推

定 

■研究計画討論 1： 

テーマに関するデータの入手方法の報告

とディスカッション 

第１３回 対面 

■数量区分の選択肢において、「〇〇以上」

のように一括され曖昧なデータを「打切り

データ」という。このようなデータに対し、

MCMC 法を用いて対処する。 

【実習課題】病気患者の投薬療法による完

治までの経過日数への、年齢と体重による

影響（途中転院による打切りデータを含

む） 

■研究計画討論 2： 

フィールド調査による現状把握方法に関

する報告とディスカッション 

テキスト pp.160-164 を理解すること（２時間） 

授業後の復習として、再度ソフトウエアを起動し、モ

デルを再設定して出力結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第１４回 対面 

■「非常に良い」「やや良い」「どちらとも

いえない」等の順序カテゴリカルデータに

ついて、MCMC 法を用いて分析する 

【実習課題】順序カテゴリカルデータの因

子分析における MCMC 法による因子負荷量

の推定 

■研究計画討論 3： 

フィールド調査による現状把握方法に関

する報告とディスカッション 

テキスト pp.168-177 を理解すること（２時間） 

授業後の復習として、再度ソフトウエアを起動し、モ

デルを再設定して出力結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第１５回 対面 

１．研究計画書（一次稿）の報告 

２．夏休み到達目標の確認 

３．振り返り 

学会報告（北海道）に向けて、夏休み中にプレゼンを

完成させる（４時間） 
4 時間 

第１６回 対面 

１．フィールド調査の学修成果報告 

２．研究計画書の更新 

３．分析データの具体的な入手方法（アン

ケート調査票）検討 

コメントをするので、授業の一週間前に事前に課題

を提出すること（4 時間） 
4 時間 

第１７回 対面 

１．フィールド調査の学修成果報告 

２．研究計画書の更新 

３．分析データの具体的な入手方法（アン

ケート調査票）検討 

コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第１８回 対面 
研究テーマに関する先行研究サーベイの

学生報告、ディスカッション 

コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第１９回 対面 
研究テーマに関する先行研究サーベイの

学生報告、ディスカッション 

コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２０回 対面 
データ集計〜分析〜考察についての学生

報告、ディスカッション 

コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２１回 対面 
データ集計〜分析〜考察についての学生

報告、ディスカッション 

コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２２回 対面 論文概要の報告、ディスカッション 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２３回 対面 論文概要の報告、ディスカッション 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２４回 対面 論文概要の報告、ディスカッション 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２５回 対面 一次原稿の発表、ディスカッション 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２６回 対面 次原稿の発表、ディスカッション コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な 4 時間 
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る充実をすること（4 時間） 

第２７回 対面 指導教員との質疑応答・追加・修正 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２８回 対面 指導教員との質疑応答・追加・修正 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２９回 対面 指導教員との質疑応答・追加・修正 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第３０回 対面 

総括 

２年次の研究計画 

春休み中の到達目標（理論、政策面の強化

を重点的に） 

日本行動経済学会（学生論文コンテスト）

への投稿、学会報告について 

http://www.abef.jp/topics/20180207/73

3/ 

コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 
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科目名 研究指導Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 城戸 亮 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 日本企業等の人材・組織マネジメントについて考える。 

授業の目的及び概要 

この研究指導では、経営資源である人材を活かし、組織の力を最大化する観点から、日本企業

等の人材・組織マネジメントに関する様々な課題、対応策等について学修する。 

前期には、すべての受講生に共通の学修内容として、文献に基づく学修に加え、大学院におけ

る調査研究の方法、修士論文の執筆方法について、修得する。そして、人材・組織マネジメン

トに関連する研究テーマを決定し、研究計画を作成する。 

後期には、すべての受講生に共通の学修内容として、文献に基づく学修に加え、先行研究論文

に基づく学修を進め、人材・組織マネジメントに関する最近の研究動向をレビューします。さ

らに研究テーマに関連する文献や資料の調査を行うとともに、修士論文の一次原稿を作成し、

発表、討論等を通じて修正していく。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

大学院における調査研究の方法や修士論文の作成方法について修得する。 

問題意識や関心がある研究テーマを設定し、修士論文の研究計画を策定し、修士論文の一次原

稿を作成することができる。 

経営資源である人材を活かし、組織の力を最大化することに必要な知識を身につける。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
演習での発表・報告は、その都度コメントし、指導する。提出物については、修正すべき点等

を明示し、返却する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、

報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
経験から学ぶ人的資源管理 第３版，上林憲雄・厨子直

之・森田雅也，有斐閣，2025年 
ISBN 9784641184732 

参考書 

①マネジメント・テキスト 人事管理入門(新装版)，今

野浩一郎・佐藤博樹，日本経済新聞出版，2022 年 

②キャリアで語る経営組織〔第 2 版〕ー個人の論理と

組織の論理ー，稲葉祐之・井上龍彦・鈴木竜太・山下

勝，有斐閣，2022 年 

ISBN 
①9784532135287 

②9784641222014 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 40 

その他の内容 期末提出の修士論文一次原稿及び研究計画書 

この科目の受講に 

あたって 

自分の研究テーマについては、常に最新の情報を吸収するように努めること。学術論文だけで

はなく、ニュースや一般雑誌などにも関連する資料があり、幅広く目を通すこと。また、他の

受講生の発表についても、自らの研究テーマとは異なるが、切り口、視点、関連情報など、自

分の研究にも参考になる部分が多いので、議論などに積極的に参加すること。 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

前期の演習の進め方について、説明する。

また、自己紹介、自分の研究テーマ（候補）

に関する現在に至るまでの取り組み状況

について、報告すること。 

【予習】シラバスを読み、自分の研究テーマ（候補）

に関する現在までの取り組みの状況について、資料

等整理し、演習で説明できるようにしておく。 

【復習】演習での内容等を踏まえ、研究テーマの選

定、方向性等について、検討を進める。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研究倫理教育 

解説動画を視聴して、研究倫理に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研究不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 
大学院における資料収集や調査研究の方

法、修士論文の執筆方法を説明する。 

【予習】調査研究の方法や資料収集に関する配布資

料等を読み、研究計画の作成準備を行う。修士論文の

執筆方法に関して調べて、修士論文の執筆作業につ

いてイメージしておくこと。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、研究計画書の作成、修士論文の執筆等の具体的な

作業を始める。 

4 時間 

第４回 対面 

人材・組織マネジメントについての諸問題

に関する文献の購読、受講生による発表、

議論 

【予習】課題の論文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の論文等を理解する。 

4 時間 

第５回 対面 

人材・組織マネジメントについての諸問題

に関する文献の購読、受講生による発表、

議論 

【予習】課題の論文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の論文等を理解する。 

4 時間 

第６回 対面 

人材・組織マネジメントについての諸問題

に関する文献の購読、受講生による発表、

議論 

【予習】課題の論文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の論文等を理解する。 

4 時間 

第７回 対面 
人材・組織マネジメントについての諸問題

に関する研究テーマ、分析方法の検討 

【予習】自分の研究テーマ、分析方法を検討し、報告

できるよう準備する。 

【復習】指導内容を踏まえ、研究テーマの選定、分析

方法、研究の方向性等について、適宜修正の上、検討

を進める。 

4 時間 

第８回 対面 修士論文の研究計画の検討 
【予習】論文の研究計画について、検討する。 

【復習】演習での説明を踏まえ、検討を進める。 
4 時間 

第９回 対面 修士論文の研究計画の検討 
【予習】論文の研究計画について、検討する。 

【復習】演習での討議を踏まえ、検討を進める。 
4 時間 

第１０回 対面 修士論文の研究計画の検討 
【予習】論文の研究計画について、検討する。 

【復習】演習での討議を踏まえ、検討を進める。 
4 時間 

第１１回 対面 修士論文の研究計画の検討 
【予習】論文の研究計画について、検討する。 

【復習】演習での討議を踏まえ、検討を進める。 
4 時間 

第１２回 対面 研究テーマに基づくレポートの発表、議論 

【予習】発表するレポートを作成し、発表の準備を行

う。 

【復習】演習での討議を踏まえ、研究テーマの検討を

進める。 

4 時間 

第１３回 対面 研究テーマに基づくレポートの発表、議論 

【予習】発表するレポートを作成し、発表の準備を行

う。 

【復習】演習での討議を踏まえ、研究テーマの検討を

進る。 

4 時間 

第１４回 対面 研究テーマに基づくレポートの発表、議論 

【予習】発表するレポートを作成し、発表の準備を行

う。 

【復習】演習での討議を踏まえ、研究テーマの検討を

進める。 

4 時間 

第１５回 対面 前期の総括 
【予習】修士論文の研究計画書を完成に近づける。 

【復習】修士論文の研究計画書を加筆・修正等してい
4 時間 
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くとともに、修士論文の一次原稿の作成準備を始め

る。 

第１６回 対面 

後期の演習の進め方について、説明する。

また、研究テーマに関する夏休みの進捗状

況について、報告する。 

【予習】研究テーマに関する夏休みの進捗状況につ

いて整理し、説明できるようにしておく。 

【復習】指導内容等を踏まえ、研究の検討を進める。 

4 時間 

第１７回 
オンデ

マンド 

10 月提出の研究計画書の作成について、

オンライン個別指導を行う。 

【予習】研究計画書を作成・検討しておく。 

【復習】指導での指摘を思い出し、それらを踏まえ

て、研究計画書を精査する。 

4 時間 

第１８回 対面 

人材・組織マネジメントについての諸問題

に関する文献の購読、受講生による発表、

議論 

【予習】課題の論文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の論文等を理解しておく。 

4 時間 

第１９回 対面 

人材・組織マネジメントについての諸問題

に関する文献の購読、受講生による発表、

議論 

【予習】課題の論文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の論文等を理解する。 

4 時間 

第２０回 対面 
研究テーマに関連する先行研究・文献・資

料の検討 

【予習】先行研究・文献・資料を読み込み整理し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに検討を深める。 

4 時間 

第２１回 対面 
研究テーマに関連する先行研究・文献・資

料の検討 

【予習】先行研究・文献・資料を読み込み整理し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに検討を深める。 

4 時間 

第２２回 対面 
研究テーマに関連する先行研究・文献・資

料の検討 

【予習】先行研究・文献・資料を読み込み整理し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに検討を深める。 

4 時間 

第２３回 対面 
研究テーマに関連する先行研究・文献・資

料の検討 

【予習】先行研究・文献・資料を読み込み整理し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに検討を深める。 

4 時間 

第２４回 対面 修士論文の一次原稿の発表、討議 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正していく。 

4 時間 

第２５回 対面 修士論文の一次原稿の発表、討議 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正していく。 

4 時間 

第２６回 対面 修士論文の一次原稿の発表、討議 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正していく。 

4 時間 

第２７回 対面 修士論文の一次原稿の修正 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに加筆・修正していく。 

4 時間 

第２８回 対面 修士論文の一次原稿の修正 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに加筆・修正していく。 

4 時間 

第２９回 対面 修士論文の一次原稿の修正 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに加筆・修正していく。 

4 時間 

第３０回 対面 全体の総括 

【予習】一次原稿を完成させる。 

【復習】演習での指摘を踏まえて、一次原稿を修正し

完成させる。 

4 時間 
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科目名 研究指導Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 島本 克彦 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 
現代の財務会計における問題領域を幅広く理解し、各⾃の問題意識からより深く会計理論を考

察する。 

授業の目的及び概要 

本演習（研究指導）は、簿記・会計の知識・技能に基づき、わが国の制度会計を理解する。そし

て歴史的な観点を踏まえながら会計理論について深く考察することを目的として研究指導を⾏

う。ただ理論を学ぶだけではなく、ディスカッションを行うことによって批判的思考力を養成

する。 

履修条件・留意点 
株式会社の簿記について日商簿記 3 級ないし 2 級程度の知識が必要である。留意点として、必

ずテキストを購入し、予習・復習を行ってください。なお、理由なき欠席は認めない。 

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

本研究指導Ⅰは、簿記・会計の知識・技能に基づき、理論面につき深く理解できるようになる

ことを目標とする。たとえばリース取引におけるリース資産・リース負債を計上するという現

行の処理において、なぜそのような会計処理が行なわれているのか、歴史的にはどうなのか、

どういう考え方が根底にあるのか、他の類似取引とどこが違うのかという観点から、りースと

いう会計事象を考察することにより、会計的によりよく考える能力（批判的思考力）を養うこ

とができるようになる。受講生の関心や問題意識に基づき、修⼠論⽂のテーマや構成、研究計

画と修⼠論⽂の⼀次原稿の作成を目標とする。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授業中に課した課題や発表に対しては、講評と添削を行う。修士論文の作成計画や一次原稿に

ついては、添削して返却する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 資料は授業時に配布する。 ISBN 
資料は授業時に配布し

ます。 

参考書 授業中に適宜指示する。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 50 

その他の内容 研究計画書および修士論文の一次原稿 

この科目の受講に 

あたって 

日商簿記検定 3 級ないし 2 級の知識が必要である。財務会計特論Ⅰ・Ⅱ、管理会計特論の履修

を推奨する。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

前期の授業の目標と進め⽅など授業の概

要を説明する。各自の修論の内容に関連し

た資料を配布する。 

【予習】この授業のシラバスを事前によく読んでお

いてください（2時間）。 

【復習】授業後に、ガイダンスの内容について復習し

4 時間 
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てください（2 時間）。 

第２回 
オンデ

マンド 

研究倫理教育 

解説動画を視聴して、研究倫理に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研究不正とは何かについ

て調べる（2 時間）。 

【復習】解説動画を再視聴し、要点をまとめる（2時

間）。 

4 時間 

第３回 対面 
前の対面授業時に配布された資料による

報告（発表）、ディスカッション 

【予習】前の対面授業時に配布された資料に基づく

報告（発表）原稿を事前に準備しておいてください（2

時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第４回 対面 
前時に配布された資料による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資料に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第５回 対面 
前時に配布された資料による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資料に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第６回 対面 
前時に配布された資料による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資料に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第７回 対面 
前時に配布された資料による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資料に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第８回 対面 
前時に配布された資料による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資料に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第９回 対面 
前時に配布された資料による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資料に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第１０回 対面 
前時に配布された資料による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資料に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第１１回 対面 
前時に配布された資料による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資料に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第１２回 対面 
前時に配布された資料による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資料に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第１３回 対面 
前時に配布された資料による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資料に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第１４回 対面 
前時に配布された資料による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資料に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第１５回 対面 
前時に配布された資料による報告（発表）、

ディスカッション。振り返り。 

【予習】前時に配布された資料に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

4 時間 
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て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

第１６回 対面 
前期の復習、後期の授業の目標と進め⽅な

ど授業の概要を説明する。 

【予習】この授業のシラバスを事前によく読み、前期

の復習をしてください（2 時間）。 

【復習】授業後に、再度前期の演習内容、ガイダンス

の内容について復習してください（2時間）。 

4 時間 

第１７回 対面 

財務会計に関する研究テーマに関連する

文献・資料の準備と熟読、受講生による報

告（発表） 

【予習】研究テーマに関連する文献・資料を事前に準

備し、報告原稿を作成しておいてください（2 時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第１８回 対面 

財務会計に関する研究テーマに関連する

文献・資料の準備と熟読、受講生による報

告（発表） 

【予習】研究テーマに関連する文献・資料の資料を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第１９回 対面 

財務会計に関する研究テーマに関連する

文献・資料の準備と熟読、受講生による報

告（発表） 

【予習】研究テーマに関連する文献・資料の資料を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第２０回 対面 

財務会計に関する研究テーマに関連する

文献・資料の準備と熟読、受講生による報

告（発表） 

【予習】研究テーマに関連する文献・資料の資料を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第２１回 対面 

財務会計に関する研究テーマに関連する

文献・資料の準備と熟読、受講生による報

告（発表） 

【予習】研究テーマに関連する文献・資料の資料を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第２２回 対面 

財務会計に関する研究テーマに関連する

文献・資料の準備と熟読、受講生による報

告（発表） 

【予習】研究テーマに関連する文献・資料の資料を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第２３回 対面 

財務会計に関する研究テーマに関連する

文献・資料の準備と熟読、受講生による報

告（発表） 

【予習】研究テーマに関連する文献・資料の資料を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第２４回 対面 

財務会計に関する研究テーマに関連する

文献・資料の準備と熟読、受講生による報

告（発表） 

【予習】研究テーマに関連する文献・資料の資料を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第２５回 対面 

財務会計に関する研究テーマに関連する

文献・資料の準備と熟読、受講生による報

告（発表） 

【予習】研究テーマに関連する文献・資料の資料を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第２６回 対面 

財務会計に関する研究テーマに関連する

文献・資料の準備と熟読、受講生による報

告（発表）、一次原稿の作成 

【予習】研究テーマに関連する文献・資料の資料を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

4 時間 

第２７回 対面 
一次原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正 

【予習】研究テーマに関連する文献・資料の資料を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

4 時間 
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【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2時間）。 

第２８回 対面 
研究テーマの一次原稿に関する指導教員

との質疑応答・追加・修正 

【予習】追加・修正した研究テーマの一次原稿の報告

（発表）を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て再度一次原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第２９回 対面 
一次原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正 

【予習】追加・修正した一次原稿の報告（発表）原稿

を事前に準備しておいてください（2時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て再度一次原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 

一次原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正 

授業全体の振り返り 

【予習】追加・修正した一次原稿の報告（発表）原稿

を事前に準備しておいてください（2時間）。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て再度一次原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 
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科目名 研究指導Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 引地 夏奈子 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 現代の財務会計にかかわる問題領域を幅広く理解し、各⾃の問題意識から会計理論を考察する。 

授業の目的及び概要 

「研究指導Ⅰ」は１年次の必修科目である。前期においては、調査研究の⽅法や修⼠論⽂の作

成⽅法について学修す 

た、修⼠論⽂のテーマや構成、研究計画などを作成していく。後期においては、各々研究の成

果を何度か中間発表 

いに議論しあい、修⼠論⽂の⼀次原稿を作成することを目的とする。 

本演習（研究指導）は、財務会計の知識に基づき、コンバージェンス、アドプション、エンド

ースメント等、様々 

表現されているわが国制度会計を理解するとともに、その変化が正当化される会計理論につい

て考察することを目 

研究指導を⾏う。ただ理論を学ぶだけではなく、適宜最新のケーススタディを織り交ぜながら、

ディスカッションをおこなう。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

本演習（研究指導）は、⼤学院における調査研究の⽅法や修⼠論⽂の作成⽅法について修得す

るとともに、財務会 

⽅に基づき、コンバージェンス、アドプション、エンドースメント等、様々な⾔葉で表現され

ているわが国制度会 

る諸問題について考察する⼒を⾝につける。また、ケーススタディを織り交ぜることから、理

論と実務に習熟した 

する深い専門知識を備えた⼈材に必要な能⼒を獲得する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
修士論文の作成計画や一次原稿については、添削して返却する。課題に対してはフィードバッ

クを実施する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
指定しない。適宜各自の研究テーマに合わせて指示致

します。 
ISBN なし 

参考書 適宜各自の研究テーマに合わせて指示致します。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 60 

その他の内容 修士論文の一次原稿 

この科目の受講に 

あたって 
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授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
前期の授業のねらいと進め⽅など授業の

概要を説明する 

【予習】この授業のシラバスを事前によく読んでお

いて下さい。 

【復習】授業後に、ガイダンスの内容について復習を

しておいて下さい。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研究倫理教育 

解説動画を視聴して、研究倫理に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研究不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 修⼠論⽂の執筆⽅法を説明する。 

【予習】修士論文の執筆方法に関する配布資料を読

んでおいてください。 

【復習】授業後に、修士論文の執筆方法に関する配布

資料を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第４回 対面 
財務会計に関する教材の講読、受講⽣によ

る発表、ディスカッション 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

て下さい。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て資料を修正してください。 

4 時間 

第５回 対面 
財務会計に関する教材の講読、受講⽣によ

る発表、ディスカッション 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

て下さい。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て資料を修正してください。 

4 時間 

第６回 対面 
財務会計に関する教材の講読、受講⽣によ

る発表、ディスカッション 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

て下さい。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て資料を修正してください。 

4 時間 

第７回 対面 
財務会計に関する研究テーマ・分析⽅法の

検討 

【予習】研究テーマ・分析方法の決定に関する配布資

料を事前によく読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ・分析方法の決定に関

する配布資料を復習してください。 

4 時間 

第８回 対面 修⼠論⽂作成計画の作成指導 

【予習】修士論文作成計画を事前に準備しておいて

ください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、論文作成計画を修正してください。 

4 時間 

第９回 対面 修⼠論⽂作成計画の作成指導 

【予習】修士論文作成計画を事前に準備しておいて

ください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、論文作成計画を修正してください。 

4 時間 

第１０回 対面 修⼠論⽂作成計画の作成指導 

【予習】修士論文作成計画を事前に準備しておいて

ください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、論文作成計画を修正してください。 

4 時間 

第１１回 対面 修⼠論⽂作成計画の作成指導 

【予習】修士論文作成計画を事前に準備しておいて

ください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、論文作成計画を修正してください。 

4 時間 

第１２回 対面 
財務会計に関する研究テーマに基づくレ

ポートの発表・ディスカッション 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

てレポーートを修正してください。 

4 時間 

第１３回 対面 
財務会計に関する研究テーマに基づくレ

ポートの発表・ディスカッション 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

てレポーートを修正してください。 

4 時間 

第１４回 対面 
財務会計に関する研究テーマに基づくレ

ポートの発表・ディスカッション 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

てレポーートを修正してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
前期の授業の総括 

【予習】これまでの授業の配布資料等を事前によく

読んでいてください。 
4 時間 
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【復習】授業後に、これまでの授業の配布資料等を再

度よく読んでいてください。 

第１６回 対面 
前期の復習、後期の授業のねらいと進め⽅

など授業の概要を説明する。 

【予習】この授業のシラバスを事前によく読み、前期

に学修した範囲の復習をしてください。 

【復習】授業後に、再度前期の演習内容、ガイダンス、

前期に学修した範囲について復習してください。 

6 時間 

第１７回 対面 
財務会計に関する研究テーマに関連する

教材の講読、受講生による発表 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

に読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献等に

ついて復習してください。 

4 時間 

第１８回 対面 
財務会計に関する研究テーマに関連する

教材の講読、受講生による発表 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

に読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献等に

ついて復習してください。 

4 時間 

第１９回 対面 
財務会計に関する研究テーマに関連する

教材の講読、受講生による発表 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

に読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献等に

ついて復習してください。 

4 時間 

第２０回 対面 
財務会計に関する研究テーマに関連する

教材の講読、受講生による発表 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

に読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献等に

ついて復習してください。 

4 時間 

第２１回 対面 
財務会計に関する研究テーマに関連する

教材の講読、受講生による発表 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

に読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献等に

ついて復習してください。 

4 時間 

第２２回 対面 
財務会計に関する研究テーマに関連する

教材の講読、受講生による発表 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

に読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献等に

ついて復習してください。 

4 時間 

第２３回 対面 
財務会計に関する研究テーマに関連する

教材の講読、受講生による発表 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

に読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献等に

ついて復習してください。 

4 時間 

第２４回 対面 ⼀次原稿の発表、ディスカッション 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

て下さい。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、現行を修正してください。 

4 時間 

第２５回 対面 ⼀次原稿の発表、ディスカッション 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

て下さい。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、現行を修正してください。 

4 時間 

第２６回 対面 ⼀次原稿の発表、ディスカッション 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

て下さい。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、現行を修正してください。 

4 時間 

第２７回 対面 
一次原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

て下さい。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、現行を修正してください。 

4 時間 

第２８回 対面 
一次原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

て下さい。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、現行を修正してください。 

4 時間 

第２９回 対面 
一次原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

て下さい。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

4 時間 
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て、現行を修正してください。 

第３０回 
オンデ

マンド 
授業全体の総括 

【予習】これまでの授業回の配布資料等を事前によ

く読んでおいてください。 

【復習】授業後に、これまでの授業回の配布資料等に

ついて総復習してください。 

4 時間 
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科目名 研究指導Ⅰ 開講年度 2025 

担当者 岩見 真希 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 現代社会が直面する経済的諸問題の調査研究 

授業の目的及び概要 調査研究方法を修得し、修士論文の一次原稿を作成することを目指します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 適切な課題設定と研究方法に基づく、論理性のある修士論文を書き上げることを目標とします。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 受講生の進捗状況に応じて，コメントや添削等を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 授業中に提示します。 ISBN ー 

参考書 授業中に提示します。 ISBN ー 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 50 

その他の内容 修士論文の一次原稿 

この科目の受講に 

あたって 

少しずつ行う学習・研究の積み重ねで、修士論文の一次原稿を作成することを目指します。 

毎週，きちんと進めることを心がけてください。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 前期の授業の進め方を説明します。 

【予習】シラバスを読んでおいてください。自分が取

り組みたい研究テーマに関する書籍やニュースを読

んでおいてください。 

【復習】授業内容を確認してください。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

【研究倫理教育】解説動画を視聴して、研

究倫理に対する自身の考えを文章にしま

す。 

【予習】インターネットで研究不正とは何か調べて

ください。 

【復習】解説動画を再視聴しておいてください。 

4 時間 

第３回 対面 
大学院における資料収集や調査研究の方

法を説明します。 

【予習】自分が取り組みたい研究テーマに関する書

籍やニュースを読んでおいてください。 

【復習】授業で課された課題に取り組んでください。 

4 時間 

第４回 対面 修士論文の執筆方法を説明します。 

【予習】自分が取り組みたい研究テーマに関する書

籍やニュースを読んでおいてください。 

【復習】修士論文の執筆方法について復習し、課題に

取り組んでください。 

4 時間 
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第５回 対面 

現代社会が直面する経済的諸問題に関す

る教材の講読、受講生による発表、ディス

カッション 

【予習】各自のテーマに関わる文献を読み、資料の調

査・整理を行い、報告の準備をしてください。 

【復習】課題を整理して，どのように進めるべきかを

検討してください。 

4 時間 

第６回 対面 

現代社会が直面する経済的諸問題に関す

る教材の講読、受講生による発表、ディス

カッション 

【予習】各自のテーマに関わる文献を読み、資料の調

査・整理を行い、報告の準備をしてください。 

【復習】課題を整理して，どのように進めるべきかを

検討してください。 

4 時間 

第７回 対面 

現代社会が直面する経済的諸問題に関す

る教材の講読、受講生による発表、ディス

カッション 

【予習】各自のテーマに関わる文献を読み、資料の調

査・整理を行い、報告の準備をしてください。 

【復習】課題を整理して，どのように進めるべきかを

検討してください。 

4 時間 

第８回 対面 修士論文作成計画の作成指導 

【予習】各自のテーマに関わる文献を読み、資料の調

査・整理を行っておいてください。 

【復習】修士論文作成計画を完成させてください。 

4 時間 

第９回 対面 修士論文作成計画の発表 

【予習】修士論文作成計画を事前に準備しておいて

ください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て修士論文作成計画を修正してください。 

4 時間 

第１０回 対面 修士論文作成計画の発表 

【予習】修士論文作成計画を事前に準備しておいて

ください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て修士論文作成計画を修正してください。 

4 時間 

第１１回 対面 修士論文作成計画の発表 

【予習】修士論文作成計画を事前に準備しておいて

ください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て修士論文作成計画を修正してください。 

4 時間 

第１２回 対面 

現代社会が直面する経済的諸問題に関す

る研究テーマに基づくレポートの発表・デ

ィスカッション 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください。 

4 時間 

第１３回 対面 

現代社会が直面する経済的諸問題に関す

る研究テーマに基づくレポートの発表・デ

ィスカッション 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

現代社会が直面する経済的諸問題に関す

る研究テーマに基づくレポートの発表・デ

ィスカッション 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
前期の授業の総括を行います。 

【予習】これまでの授業の配布資料等を事前によく

読んでおいてください。 

【復習】授業後に、これまでの授業の配布資料等を総

復習してください。 

4 時間 

第１６回 対面 前期の授業の進め方を説明します。 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

いてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください。 

4 時間 

第１７回 対面 

現代社会が直面する経済的諸問題に関す

る研究テーマに関連する教材の講読、受講

生による発表 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

いてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください。 

4 時間 

第１８回 対面 

現代社会が直面する経済的諸問題に関す

る研究テーマに関連する教材の講読、受講

生による発表 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

いてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください。 

4 時間 

第１９回 対面 

現代社会が直面する経済的諸問題に関す

る研究テーマに関連する教材の講読、受講

生による発表 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

いてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て発表資料を修正してください。 

4 時間 

第２０回 対面 現代社会が直面する経済的諸問題に関す 【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前 4 時間 
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る研究テーマに関連する各種文献・資料の

検討 

によく読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献・資

料を復習してください。 

第２１回 対面 

現代社会が直面する経済的諸問題に関す

る研究テーマに関連する各種文献・資料の

検討 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

によく読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献・資

料を復習してください。 

4 時間 

第２２回 対面 

現代社会が直面する経済的諸問題に関す

る研究テーマに関連する各種文献・資料の

検討 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

によく読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献・資

料を復習してください。 

4 時間 

第２３回 対面 

現代社会が直面する経済的諸問題に関す

る研究テーマに関連する各種文献・資料の

検討 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

によく読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献・資

料を復習してください。 

4 時間 

第２４回 対面 修士論文の最終原稿の発表（１） 

事前に，最終原稿を執筆して，発表の準備をしてくだ

さい． 

事後には，ディスカッションを通した方向に，原稿を

追加・ 修正してください. 

4 時間 

第２５回 対面 修士論文の最終原稿の発表（２） 

事前に，最終原稿を執筆して，発表の準備をしてくだ

さい． 

事後には，ディスカッションを通した方向に，原稿を

追加・ 修正してください. 

4 時間 

第２６回 対面 一次原稿の発表、ディスカッション 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください。 

4 時間 

第２７回 対面 
一次原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください。 

4 時間 

第２８回 対面 
一次原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください。 

4 時間 

第２９回 対面 
一次原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください。 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 
授業全体の総括 

【予習】これまでの授業回の配布資料等を事前によ

く読んでおいてください。 

【復習】授業後に、これまでの授業回の配布資料等に

ついて総復習してください。 

4 時間 
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科目名 研究指導Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 粂井 淳子 配当年次 修士 2 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 企業戦略の課題 

授業の目的及び概要 

目的： 

企業の資金調達や設備投資に対する意思決定などの、企業価値を高めるための財務戦略を含む

さまざまな企業戦略について考察し、解決に向けての方法を探る。 

概要： 

前期は、4 月末に研究計画書を提出し、10 月の中間発表会発表を念頭に、1 年次修了時に提出

した修士論文の一次原稿や研究計画をもとに研究を進めます。後期は、前期までの研究内容や

中間発表会における研究内容をもとに議論し、加筆・修正を行い、修士論文を完成させます。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 企業戦略を考察・研究することにより各自が設定したテーマに深く取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 発表や提出ファイル等については授業中に講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 使用しません。 ISBN 使用しません。 

参考書 授業中に提示します。 ISBN 授業中に提示します。 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 60 

その他の内容 修士論文の作成と発表 

この科目の受講に 

あたって 
コーポレートファイナンス特論の履修を推奨します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

前期のガイダンス 

前期の研究指導のねらいと進め方など授

業の概要を説明する。 

事前学修 シラバスを確認してください。1 年間の研

究計画を考えておきましょう。 

事後学修 授業の内容を確認し、研究計画書を作成

してください。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研究倫理教育 

解説動画を視聴して、研究倫理に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

事前学修 インターネットで研究不正とは何か調べ

る。 

事後学修 解説動画を再視聴する。 

4 時間 

第３回 対面 研究計画書に沿った調査・研究について点 事前学修 研究計画に沿って、各自進めた調査研究 4 時間 
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検・指導する。 と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行ってく

ださい。 

事後学修 教員からのコメントを各自の調査研究と

論文原稿に反映させてください。 

第４回 対面 
研究計画書に沿った調査・研究について点

検・指導する。 

事前学修 研究計画に沿って、各自進めた調査研究

と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行ってく

ださい。 

事後学修 教員からのコメントを各自の調査研究と

論文原稿に反映させてください。 

4 時間 

第５回 対面 
研究計画書に沿った調査・研究について点

検・指導する。 

事前学修 研究計画に沿って、各自進めた調査研究

と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行ってく

ださい。 

事後学修 教員からのコメントを各自の調査研究と

論文原稿に反映させてください。 

4 時間 

第６回 対面 
研究計画書に沿った調査・研究について点

検・指導する。 

事前学修 研究計画に沿って、各自進めた調査研究

と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行ってく

ださい。 

事後学修 教員からのコメントを各自の調査研究と

論文原稿に反映させてください。 

4 時間 

第７回 対面 
研究計画書に沿った調査・研究について点

検・指導する。 

事前学修 研究計画に沿って、各自進めた調査研究

と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行ってく

ださい。 

事後学修 教員からのコメントを各自の調査研究と

論文原稿に反映させてください。 

4 時間 

第８回 対面 
研究計画書に沿った調査・研究について点

検・指導する。 

事前学修 研究計画に沿って、各自進めた調査研究

と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行ってく

ださい。 

事後学修 教員からのコメントを各自の調査研究と

論文原稿に反映させてください。 

4 時間 

第９回 対面 
研究計画書に沿った調査・研究について点

検・指導する。 

事前学修 研究計画に沿って、各自進めた調査研究

と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行ってく

ださい。 

事後学修 教員からのコメントを各自の調査研究と

論文原稿に反映させてください。 

4 時間 

第１０回 対面 
研究計画書に沿った調査・研究について点

検・指導する。 

事前学修 研究計画に沿って、各自進めた調査研究

と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行ってく

ださい。 

事後学修 教員からのコメントを各自の調査研究と

論文原稿に反映させてください。 

4 時間 

第１１回 対面 
研究計画書に沿った調査・研究について点

検・指導する。 

事前学修 研究計画に沿って、各自進めた調査研究

と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行ってく

ださい。 

事後学修 教員からのコメントを各自の調査研究と

論文原稿に反映させてください。 

4 時間 

第１２回 対面 
10 月末の中間発表会に向けて、調査研究

と論文原稿について点検・指導する。 

事前学修 10 月末の中間発表会に向けて、各自の調

査研究と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行

ってください。 

事後学修 教員からのコメントを 10月末の中間発表

会に向けた各自の調査研究と論文原稿に反映させて

ください。 

4 時間 

第１３回 対面 
10 月末の中間発表会に向けて、調査研究

と論文原稿について点検・指導する。 

事前学修 10 月末の中間発表会に向けて、各自の調

査研究と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行

ってください。 

事後学修 教員からのコメントを 10月末の中間発表

会に向けた各自の調査研究と論文原稿に反映させて

ください。 

4 時間 

第１４回 対面 10 月末の中間発表会に向けて、調査研究 事前学修 10 月末の中間発表会に向けて、各自の調 4 時間 
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と論文原稿について点検・指導する。 査研究と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行

ってください。 

事後学修 教員からのコメントを 10月末の中間発表

会に向けた各自の調査研究と論文原稿に反映させて

ください。 

第１５回 対面 
前期の授業の総括と夏休みの研究計画に

対する指導を行う。 

事前学修 前期の研究成果を振り返り、夏休みに行

うべき調査・研究を考え、研究計画を立てましょう。 

事後学修 夏休みの研究計画を進め、後期の授業で

の発表に備えて、研究結果をまとめましょう。 

4 時間 

第１６回 対面 

後期のガイダンス 

夏休みの研究結果の報告と後期の授業の

進め方の説明を行う。 

事前学習 夏休みの研究計画をまとめて、発表でき

るようにしておきましょう。 

事後学習 後期の授業の進め方を確認し、教員から

のコメントを 10月末の中間発表会に向けた各自の調

査研究と論文原稿に反映させてください。 

4 時間 

第１７回 対面 
10 月末の中間発表会に向けて、調査研究

と論文原稿について点検・指導する。 

事前学習 事前に関連文献を理解したうえで、レジ

メを作成・印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正等を行ってください。 

4 時間 

第１８回 対面 
10 月末の中間発表会に向けて、調査研究

と論文原稿について点検・指導する。 

事前学修 10 月末の中間発表会に向けて、各自の調

査研究と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行

ってください。 

事後学修 教員からのコメントを 10月末の中間発表

会に向けた各自の調査研究と論文原稿に反映させて

ください。 

4 時間 

第１９回 対面 
10 月末の中間発表会に向けて、調査研究

と論文原稿について点検・指導する。 

事前学修 10 月末の中間発表会に向けて、各自の調

査研究と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行

ってください。 

事後学修 教員からのコメントを 10月末の中間発表

会に向けた各自の調査研究と論文原稿に反映させて

ください。 

4 時間 

第２０回 
オンデ

マンド 

修士論文の完成に向けて、調査研究と論文

作成を指導する。 

事前学修 修士論文の完成に向けて、各自の調査研

究と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行って

ください。 

事後学修 教員からのコメントを修士論文の完成に

向けた各自の調査研究と論文原稿に反映させてくだ

さい。 

4 時間 

第２１回 対面 
修士論文の完成に向けて、調査研究と論文

作成を指導する。 

事前学修 修士論文の完成に向けて、各自の調査研

究と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行って

ください。 

事後学修 教員からのコメントを修士論文の完成に

向けた各自の調査研究と論文原稿に反映させてくだ

さい。 

4 時間 

第２２回 対面 
修士論文の完成に向けて、調査研究と論文

作成を指導する。 

事前学修 修士論文の完成に向けて、各自の調査研

究と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行って

ください。 

事後学修 教員からのコメントを修士論文の完成に

向けた各自の調査研究と論文原稿に反映させてくだ

さい。 

4 時間 

第２３回 対面 
修士論文の完成に向けて、調査研究と論文

作成を指導する。 

事前学修 修士論文の完成に向けて、各自の調査研

究と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行って

ください。 

事後学修 教員からのコメントを修士論文の完成に

向けた各自の調査研究と論文原稿に反映させてくだ

さい。 

4 時間 

第２４回 対面 
修士論文の完成に向けた調査研究内容と

最終原稿について指導する。 

事前学修 修士論文の最終原稿に向けて、各自の調

査研究と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行

ってください。 

4 時間 
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事後学修 教員からのコメントを修士論文の最終原

稿に向けた各自の調査研究と論文原稿に反映させて

ください。 

第２５回 対面 
修士論文の完成に向けた調査研究内容と

最終原稿について指導する。 

事前学修 修士論文の最終原稿に向けて、各自の調

査研究と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行

ってください。 

事後学修 教員からのコメントを修士論文の最終原

稿に向けた各自の調査研究と論文原稿に反映させて

ください。 

4 時間 

第２６回 対面 
修士論文の完成に向けた調査研究内容と

最終原稿について指導する。 

事前学修 修士論文の最終原稿に向けて、各自の調

査研究と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行

ってください。 

事後学修 教員からのコメントを修士論文の最終原

稿に向けた各自の調査研究と論文原稿に反映させて

ください。 

4 時間 

第２７回 対面 
修士論文の完成に向けた調査研究内容と

最終原稿について指導する。 

事前学修 修士論文の最終原稿に向けて、各自の調

査研究と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行

ってください。 

事後学修 教員からのコメントを修士論文の最終原

稿に向けた各自の調査研究と論文原稿に反映させて

ください。 

4 時間 

第２８回 対面 
修士論文の完成に向けた調査研究内容と

最終原稿について指導する。 

事前学修 修士論文の最終原稿に向けて、各自の調

査研究と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行

ってください。 

事後学修 教員からのコメントを修士論文の最終原

稿に向けた各自の調査研究と論文原稿に反映させて

ください。 

4 時間 

第２９回 対面 
修士論文の完成に向けた調査研究内容と

最終原稿について指導する。 

事前学修 修士論文の最終原稿に向けて、各自の調

査研究と論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行

ってください。 

事後学修 教員からのコメントを修士論文の最終原

稿に向けた各自の調査研究と論文原稿に反映させて

ください。 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 

演習全体の総括を行い、修士論文を完成さ

せる。 

事前学修 修士論文の完成原稿をチェックリストに

基づいて最終点検し、報告・発表する準備を行ってく

ださい。 

事後学修 教員のコメントを修士論文の完成原稿に

反映させてください。 

4 時間 
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科目名 研究指導Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 城戸 亮 配当年次 修士 2 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 日本企業等の人材・組織マネジメントについての修士論文の完成に向けた研究指導 

授業の目的及び概要 

この研究指導では、日本企業等の組織・人材マネジメントに関する様々な課題、対応策等につ

いて学修する。前期には、4 月末の研究計画書提出、10 月の中間発表会発表を念頭に、1 年次修

了時に提出した修士論文の一次原稿を引き続き加筆・修正等していく。後期は、前期までの研

究内容や中間発表会における指導等を踏まえ、特に、現代企業が直面する人的資源管理の諸問

題に対する解決方策を提案できているかという点を重視して修正させる。修正した原稿を本研

究指導において議論し、修士論文の完成にもっていく。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

研究計画書に沿って、周到な文献・資料収集を行うことができ、論理的な思考と記述に則した

修士論文を完成させることができる。 

この学修を通じて、人的資源管理・組織の課題に関する調査・分析・提言の能力を習得できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 各回の学生の報告に対して教員が不十分な点を指摘するとともに、論文原稿を添削する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決型学習）／ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、

報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト なし ISBN なし 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 30 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 40 

その他の内容 1 月末に提出する修士論文 

この科目の受講に 

あたって 

この演習では原則として、毎回受講生の報告と発表が行われる。活発な議論を引き出すために

は、日頃から十分な調査・研究に努力することが求められる。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

前期のねらいと進め方など、演習の進め方

について説明する。 

研究計画書を点検・指導する。 

【予習】4 月末に提出予定の研究計画書を改訂してお

く。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正していく。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研究倫理教育 

解説動画を視聴して、研究倫理に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研究不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 
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第３回 対面 研究計画書を充実させる。 

【予習】4 月末に提出予定の研究計画書を改訂してお

く。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正していく。 

4 時間 

第４回 対面 研究計画書を完成させる。 

【予習】4 月末に提出予定の研究計画書を改訂してお

く。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、完成させる。 

4 時間 

第５回 対面 
研究計画書に沿って、調査研究と論文原稿

作成を点検・指導する。 

【予習】研究計画に沿って、各自進めた調査研究と論

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

4 時間 

第６回 対面 
研究計画書に沿って、調査研究と論文原稿

作成を点検・指導する。 

【予習】研究計画に沿って、各自進めた調査研究と論

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

4 時間 

第７回 対面 
研究計画書に沿って、調査研究と論文原稿

作成を点検・指導する。 

【予習】研究計画に沿って、各自進めた調査研究と論

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

4 時間 

第８回 対面 
研究計画書に沿って、調査研究と論文原稿

作成を点検・指導する。 

【予習】研究計画に沿って、各自進めた調査研究と論

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

4 時間 

第９回 対面 
研究計画書に沿って、調査研究と論文原稿

作成を点検・指導する。 

【予習】研究計画に沿って、各自進めた調査研究と論

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

4 時間 

第１０回 対面 
研究計画書に沿って、調査研究と論文原稿

作成を点検・指導する。 

【予習】研究計画に沿って、各自進めた調査研究と論

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

4 時間 

第１１回 対面 
研究計画書に沿って、調査研究と論文原稿

作成を点検・指導する。 

【予習】研究計画に沿って、各自進めた調査研究と論

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

4 時間 

第１２回 対面 
10 月末の中間発表会に向けて、調査研究

と論文原稿について点検・指導する。 

【予習】中間発表会に向けて各自進めた調査研究と

論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

4 時間 

第１３回 対面 
10 月末の中間発表会に向けて、調査研究

と論文原稿について点検・指導する。 

【予習】中間発表会に向けて各自進めた調査研究と

論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

4 時間 

第１４回 対面 
10 月末の中間発表会に向けて、調査研究

と論文原稿について点検・指導する。 

【予習】中間発表会に向けて各自進めた調査研究と

論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

4 時間 
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映させる。 

第１５回 対面 
前期の授業の総括と夏休みの研究計画に

対する指導。 

【予習】各自進めた調査研究と論文原稿を総点検し、

夏休みの研究作業の検討を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、夏

休みの調査研究活動を具体的に決める。 

4 時間 

第１６回 対面 
夏休み中に行った研究結果の報告。後期の

演習の進め方などについて説明する。 

【予習】夏休みに行った調査研究の成果をとりまと

め、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

4 時間 

第１７回 
オンデ

マンド 

10 月末の中間発表会に向けて、オンライ

ン個別指導を行う。 

【予習】中間発表会に向けて各自進めた調査研究と

論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】個別指導での指摘を踏まえて、加筆・修正し、

報告・発表した調査研究と論文原稿に反映させる。 

4 時間 

第１８回 対面 
10 月末の中間発表会に向けて、調査研究

と論文原稿について点検・指導する。 

【予習】中間発表会に向けて各自進めた調査研究と

論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

4 時間 

第１９回 対面 
10 月末の中間発表会に向けて、調査研究

と論文原稿について点検・指導する。 

【予習】中間発表会に向けて各自進めた調査研究と

論文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

4 時間 

第２０回 対面 
修士論文の完成に向けて、調査研究と論文

作成を指導する。 

【予習】中間発表会における各教員からの指導を踏

まえ、調査研究と論文原稿を修正しておく。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

4 時間 

第２１回 対面 
修士論文の完成に向けて、調査研究と論文

作成を指導する。 

【予習】研究計画に沿って、各自進めた調査研究と論

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

4 時間 

第２２回 対面 
修士論文の作成に向けて、調査研究と論文

作成を指導する。 

【予習】研究計画に沿って、各自進めた調査研究と論

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

4 時間 

第２３回 対面 
修士論文の作成に向けて、調査研究と論文

作成を指導する。 

【予習】研究計画に沿って、各自進めた調査研究と論

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

4 時間 

第２４回 対面 
修士論文の完成に向けた調査研究内容と

最終原稿について指導する。 

【予習】研究計画に沿って、各自進めた調査研究と論

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

4 時間 

第２５回 対面 
修士論文の完成に向けた調査研究内容と

最終原稿について指導する。 

【予習】研究計画に沿って、各自進めた調査研究と論

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

4 時間 

第２６回 対面 
修士論文の完成に向けた調査研究内容と

最終原稿について指導する。 

【予習】研究計画に沿って、各自進めた調査研究と論

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

4 時間 
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筆・修正し、報告・発表した調査研究と論文原稿に反

映させる。 

第２７回 対面 
修士論文の完成に向けた調査研究内容と

最終原稿について指導する。 

【予習】修士論文の完成に向けた調査研究内容を点

検し、最終原稿の報告を準備する。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した論文原稿に反映させる。 

4 時間 

第２８回 対面 
修士論文の完成に向けた調査研究内容と

最終原稿について指導する。 

【予習】修士論文の完成に向けた調査研究内容を点

検し、最終原稿の報告を準備する。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した論文原稿に反映させる。 

4 時間 

第２９回 対面 
修士論文の完成に向けた調査研究内容と

最終原稿について指導する。 

【予習】修士論文の完成に向けた調査研究内容を点

検し、最終原稿の報告を準備する。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、報告・発表した論文原稿に反映させる。 

4 時間 

第３０回 対面 
全体の総括を行い、修士論文を完成させ

る。 

【予習】修士論文の完成原稿をチェックリストに基

づいて最終点検し、報告発表する準備をする。 

【復習】指導内容を思い出し、それらを踏まえて、加

筆・修正し、修士論文を完成させる。 

4 時間 
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科目名 研究指導Ⅱ 開講年度 2025 

担当者 呉原 志賢 配当年次 修士 2 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 企業や行政における情報の利活用 

授業の目的及び概要 

本演習（研究指導）では、1 年次に続き、経営情報の考え方に基づき、企業や行政の効率的かつ

効果的な情報の利活用について、組織的取組や制度、システム構築や調達、クラウドコンピュ

ーティングや AI（人工知能）、IoT 等に関する諸問題について考察します。そして、理論と事例

をベースに多面的なディスカッションを行います。春学期には、修士論文の中間原稿に基づき、

公開で行われる中間発表会において発表し、他の教員や他の演習（研究指導）の学生も交えた

ディスカッションなどを通じ修正します。秋学期には、前期までの研究内容や前期に実施した

中間発表会における指導等を踏まえ、特に、現代企業が直面する経営情報の諸問題の中から経

営改革の方向を提案できているかという点を重視して修正します。修正した原稿を本演習（研

究指導）において再度発表し、修士論文の完成を視野に入れた指導を行います。以上を通して、

高度専門職業人としての知識・技能を身につけられるようにします。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

研究指導Ⅰにおいて受講生が作成した修士論文作成計画に沿って、周到な文献・資料収集を行

うことができ、論理的な思考と記述に則した修士論文を完成させることができる。 

この学修を通じて、企業が直面する経営管理の諸問題の中から経営戦略、組織構造を含む経営

情報に関する調査・分析・提言の能力を習得できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
各回の学生の報告書に対して教員が不十分な点を指摘するとともに、修論原稿を添削し、フィ

ードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト － ISBN － 

参考書 － ISBN － 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 50 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

その他（％） 50 

その他の内容 
修士論文発表の評価 

修士論文の評価 

この科目の受講に 

あたって 

この演習では原則として、毎回受講生の報告と発表が行われる。活発な議論を引き出すために

は、日頃から十分な調査・研究に努力することが求められる。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 

前期の授業のねらいと進め方など授業の

概要を説明する。 

研究計画書に沿って、調査研究と論文原稿

作成を点検・指導する。 

事前学修として、研究計画に沿って、各自進めた調査

研究と論文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、教員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研究と論文原稿に反映させる（2時

間程度）。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研究倫理教育 

解説動画を視聴して、研究倫理に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研究不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 
研究計画書に沿って、調査研究と論文原稿

作成を点検・指導する。 

事前学修として、研究計画に沿って、各自進めた調査

研究と論文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、教員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研究と論文原稿に反映させる（2時

間程度）。 

4 時間 

第４回 対面 
研究計画書に沿って、調査研究と論文原稿

作成を点検・指導する。 

事前学修として、研究計画に沿って、各自進めた調査

研究と論文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、教員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研究と論文原稿に反映させる（2時

間程度）。 

4 時間 

第５回 対面 
研究計画書に沿って、調査研究と論文原稿

作成を点検・指導します。 

事前学修として、研究計画に沿って、各自進めた調査

研究と論文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、教員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研究と論文原稿に反映させる（2時

間程度）。 

4 時間 

第６回 対面 
研究計画書に沿って、調査研究と論文原稿

作成を点検・指導します。 

事前学修として、研究計画に沿って、各自進めた調査

研究と論文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、教員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研究と論文原稿に反映させる（2時

間程度）。 

4 時間 

第７回 対面 
研究計画書に沿って、調査研究と論文原稿

作成を点検・指導します。 

事前学修として、研究計画に沿って、各自進めた調査

研究と論文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、教員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研究と論文原稿に反映させる（2時

間程度）。 

4 時間 

第８回 対面 
研究計画書に沿って、調査研究と論文原稿

作成を点検・指導します。 

事前学修として、研究計画に沿って、各自進めた調査

研究と論文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、教員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研究と論文原稿に反映させる（2時

間程度）。 

4 時間 

第９回 対面 中間原稿の発表、ディスカッション 

事前学修として、これまで報告した調査研究と論文

原稿を中間発表としてまとめ発表する準備する（2 時

間程度）。 

事後学修として、教員のコメントを復習し、調査研究

内容と論文原稿の加筆修正に反映させる（2 時間程

度）。 

4 時間 

第１０回 対面 中間原稿の発表、ディスカッション 

事前学修として、これまで報告した調査研究と論文

原稿を中間発表としてまとめ発表する準備する（2 時

間程度）。 

事後学修として、教員のコメントを復習し、調査研究

内容と論文原稿の加筆修正に反映させる（2 時間程

度）。 

4 時間 
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第１１回 対面 中間原稿の発表、ディスカッション 

事前学修として、これまで報告した調査研究と論文

原稿を中間発表としてまとめ発表する準備する（2 時

間程度）。 

事後学修として、教員のコメントを復習し、調査研究

内容と論文原稿の加筆修正に反映させる（2 時間程

度）。 

4 時間 

第１２回 対面 

これまでで修正された中間発表の調査研

究と論文原稿について追加的な指導しま

す。 

事前学修として、修正された中間原稿を点検し、新た

に必要となった調査研究を行い、論文原稿を作成し、

報告を準備する（2 時間程度）。 

事後学修として、教員のコメントを復習し、それを調

査研究と修正された中間原稿作成に反映させる（2 時

間程度）。 

4 時間 

第１３回 対面 

これまでで修正された中間発表の調査研

究と論文原稿について追加的な指導しま

す。 

事前学修として、修正された中間原稿を点検し、新た

に必要となった調査研究を行い、論文原稿を作成し、

報告を準備する（2 時間程度）。 

事後学修として、教員のコメントを復習し、それを調

査研究と修正された中間原稿作成に反映させる（2 時

間程度）。 

4 時間 

第１４回 対面 

これまでで修正された中間発表の調査研

究と論文原稿について追加的な指導しま

す。 

事前学修として、修正された中間原稿を点検し、新た

に必要となった調査研究を行い、論文原稿を作成し、

報告を準備する（2 時間程度）。 

事後学修として、教員のコメントを復習し、それを調

査研究と修正された中間原稿作成に反映させる（2 時

間程度）。 

4 時間 

第１５回 対面 
前期の授業の総括と夏休みの研究計画に

対する指導します。 

している部分、原稿の加筆修正が必要な部分を洗い

出し、夏休みに行う研究計画の報告準備する（2 時間

程度）。 

事後学修として、教員のコメントを復習し、秋学期に

向けた調査研究の方向を確認する（2時間程度）。 

4 時間 

第１６回 対面 

夏休み中に行った研究結果および秋学期

の授業のポイント・進め方などについて指

導します。 

事前学修として、夏休み中に行った調査研究の内容

と新たに作成した論文原稿をまとめ、報告発表の準

備をする（2 時間程度）。 

事後学修として、教員からのコメントを復習し、調査

研究内容と論文原稿の修正に反映させる（2 時間程

度）。 

4 時間 

第１７回 対面 
10 月の中間発表会に向けての調査研究と

原稿作成の指導を行います。 

事前学修として、10 月の中間発表会に向けた調査研

究内容・論文原稿・文献資料を点検し、発表内容を準

備する（2時間程度）。 

事後学修として、教員からのコメントを復習し、中間

発表会の発表内容に反映させる（2 時間程度）。 

4 時間 

第１８回 対面 
10 月の中間発表会に向けての調査研究と

原稿作成の指導を行います。 

事前学修として、10 月の中間発表会に向けた調査研

究内容・論文原稿・文献資料を点検し、発表内容を準

備する（2時間程度）。 

事後学修として、教員からのコメントを復習し、中間

発表会の発表内容に反映させる（2 時間程度）。 

4 時間 

第１９回 対面 
研究計画書に基づいて、調査研究と論文作

成を指導します。 

事前学修として、研究計画に沿って、各自進めた調査

研究と論文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、教員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研究と論文原稿に反映させる（2時

間程度）。 

4 時間 

第２０回 対面 
研究計画書に基づいて、調査研究と論文作

成を指導します。 

事前学修として、研究計画に沿って、各自進めた調査

研究と論文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、教員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研究と論文原稿に反映させる（2時

間程度）。 

4 時間 
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第２１回 対面 
研究計画書に基づいて、調査研究と論文作

成を指導します。 

事前学修として、研究計画に沿って、各自進めた調査

研究と論文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、教員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研究と論文原稿に反映させる（2時

間程度）。 

4 時間 

第２２回 対面 
研究計画書に基づいて、調査研究と論文作

成を指導します。 

事前学修として、研究計画に沿って、各自進めた調査

研究と論文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、教員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研究と論文原稿に反映させる（2時

間程度）。 

4 時間 

第２３回 対面 
研究計画書に基づいて、調査研究と論文作

成を指導します。 

事前学修として、研究計画に沿って、各自進めた調査

研究と論文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、教員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研究と論文原稿に反映させる（2時

間程度）。 

4 時間 

第２４回 対面 
修士論文の完成に向けた調査研究内容と

最終原稿について指導します。 

事前学修として、修士論文の完成に向けた調査研究

内容を点検し、最終原稿の報告を準備する（2 時間程

度）。 

事後学修として、教員のコメントを復習し、最終原稿

に反映させる（2時間程度）。 

4 時間 

第２５回 対面 
修士論文の完成に向けた調査研究内容と

最終原稿について指導します。 

事前学修として、修士論文の完成に向けた調査研究

内容を点検し、最終原稿の報告を準備する（2 時間程

度）。 

事後学修として、教員のコメントを復習し、最終原稿

に反映させる（2時間程度）。 

4 時間 

第２６回 対面 
修士論文の完成に向けた調査研究内容と

最終原稿について指導します。 

事前学修として、修士論文の完成に向けた調査研究

内容を点検し、最終原稿の報告を準備する（2 時間程

度）。 

事後学修として、教員のコメントを復習し、最終原稿

に反映させる（2時間程度）。 

4 時間 

第２７回 対面 
修士論文の完成に向けた調査研究内容と

最終原稿について指導します。 

事前学修として、修士論文の完成に向けた調査研究

内容を点検し、最終原稿の報告を準備する（2 時間程

度）。 

事後学修として、教員のコメントを復習し、最終原稿

に反映させる（2時間程度）。 

4 時間 

第２８回 対面 
修士論文の完成に向けた調査研究内容と

最終原稿について指導します。 

事前学修として、修士論文の完成に向けた調査研究

内容を点検し、最終原稿の報告を準備する（2 時間程

度）。 

事後学修として、教員のコメントを復習し、最終原稿

に反映させる（2時間程度）。 

4 時間 

第２９回 対面 
修士論文の完成に向けた調査研究内容と

最終原稿について指導します。 

事前学修として、修士論文の完成に向けた調査研究

内容を点検し、最終原稿の報告を準備する（2 時間程

度）。 

事後学修として、教員のコメントを復習し、最終原稿

に反映させる（2時間程度）。 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 

授業全体の総括を行い、修士論文の完成原

稿について報告してもらう。 

事前学修として、修士論文の完成原稿をチェックリ

ストに基づいて最終点検し、報告発表する準備する

（3時間程度）。 

事後学修として、教員のコメントを修士論文の完成

原稿に反映させる（3 時間程度）。 

6 時間 
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